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覧
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舗
も畠

障害児の未来を考える親の会と浦上台
地域作業所の絵ハガキカレンダーから

乙の写真は会長・作業所長の湖上隆子さん

の揮影によるものです。知的障害を持つ子が

学校に受け入れてもらえず、一方的に「就学猶

予願」を密かされる現状に神奈川県横須賀市

の親たちが会をつくって25年。学校を出てか
らの働目る場を求めて作業所をつくって10年
になります。昨年は不況で、作業所への注文

がパッタリなくなった時期もあり心配されま

したが、地域の方の援助でなんとか切り抜け

がんばっているそうです。 i会員も子どもた
ちも年を重ね、 、老後、が切実な問題となっ

て参りました。運動に終わりはないと痛感し

ています」と淵上さん。

淵よさんが写真を撮りだしたのは会の15周
年のとき。それまで趣味や遊びの暇は全くな

く、運動にかけ回っていた湖上さんたちを、

支援者の人が京都旅行に誘ってくれました。

はじめて小さなカメラで撮って見て「自分の

ようなしろうとの初心者でも美しいものは美

しく撮れる」カメラというものに感動、以来

つねにカメラを持ち歩くようになった、との

こと。

その写真を支援者たちのすすめで絵ハガキ

カレンダーにし始めて6年。売り上げは作業
所の運蛍貨の一部になっています。

⑧ヒカシマYル

三
百
六
十
五
日
の

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|

|

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州
龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。
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。



日
本
列
島
は
さ
な
が
ら
世
界
原
発
推
進
勢
力
九

O
勿

と

い

一

人

縄

侵

害

が

ま

か

り

通

り

ま

高

裁

で

相

続

差

別

に

違

憲

判

決

の

原

発

の

総

合

実

験

場

の

様

相

う

、

か

つ

て

な

い

大

き

な

ズ

レ

一

す

。

が

あ

り

、

奈

良

地

裁

で

は

認

知

を

呈

し

て

お

り

、

国

民

の

安

全

を

生

む

事

態

と

な

っ

て

い

ま

一

ご

う

し

た

採

用

差

別

は

、

企

を

理

由

と

し

た

婚

外

子

へ

の

宛

転

#

競

う

な

ど

乱

暴

な

運

転

が

に

と

っ

て

重

大

事

態

を

招

い

で

す

。

一

業

本

位

の

日

本

社

会

の

歪

み

が

の

差

別

で

親

に

婚

姻

を

強

制

す

麓

扶

養

手

当

で

の

打

切

り

に

運

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

新

増

い

ま

す

。

こ

の

力

関

係

を

変

え

、

政

府

、

一

ひ

芝

起

と

し

た

も

の

。

女

子

学

る

こ

と

は

、

と

り

わ

け

女

性

の

憲

判

決

が

あ

っ

た

。

全

国

の

自

〉
一

寂
さ
れ
る
原
発
は
安
全
を
犠
牲
総
理
府
世
論
悶
査
(
一
九
九
電
力
会
社
の
無
謀
な
原
発
政
策
一
生
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
の
悶
生
き
方
へ
の
強
制
で
あ
り
、
個
治
体
の
戸
籍
・
住
民
票
事
務
担

日一

に
「
自
に
見
え
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

O
年

)

で

も

、

原

発

へ

の

不

安

を

く

い

と

め

る

と

と

は

国

民

的

一

題

だ

と

い

う

こ

と

を

ア

ピ

ー

ル

人

の

尊

厳

の

杏

定

で

あ

る

。

八

当

者

の

集

ま

り

で

あ

る

全

国

連

醒一

日
本
の
原
語
、
現
在
、
四
哲
学
長
、
人
口
過
重
ン
」
を
め
ざ
レ
た
超
大
型
炉
で
を
訴
え
る
国
民
は
九
0
・
暴
露
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

τた
く
て
私
た
ち
は
パ
レ
1

八
年
に
始
め
た
住
民
票
続
裏
書
籍
事
務
協
警
は
、
二
年

E
十
七
基
(
一
千
九
四
七
・
六
方
♂
南
に
近
接
・
集
中
し
て
つ
く
色
す
。

さ

ら

に

現

在

の

原

発

へ

の

に

達

し

て

い

ま

す

か

、

今

回

、

富

豪

の

危

険

、

新

増

設

の

一

ド

書

画

し

ま

し

た

。

ま

た

と

官

、

婚

外

子

差

別

の

撤

廃

と

続

け

て

住

民

票

寝

室

の

差

〈
一

円J
が
運
転
中
、
五
基
(
五
六
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
ず
さ
ん
大
々
的
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
国
民
の
不
安
は
ま
す
ま
す
噌
大
危
険
、
「
核
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
」
一
れ
ま
で
不
況
の
た
び
に
女
子
学
同
時
に
、
女
誕
の
多
様
な
生
き
別
撤
廃
を
自
治
省
に
嬰
望
し

日
一

0
・
七
万
J
T
)
が
建
設
中
、
な
「
安
全
審
査
」
し
か
語
れ
用
、
高
速
増
殖
炉
路
線
の
推
進
、
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
一
実
政
策
の
危
険
な
ど
、
現
実
に
重
一
生
は
就
職
難

に

見

舞

わ

れ

て

き

事

実

現

に

向

日

た

闘

い

で

も

た

。
九
四
年
七
月
、
読
書

1
一
二
基
(
一
六
五
万
三
句
)
が
建
て
い
ま
せ
ん
し
、
万
一
の
事
故
大
型
国
内
再
処
理
工
場
の
建
さ
き
の
臨
時
国
会
で
は
村
山
首
大
化
し
つ
つ
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
一
ま
し
た
が
、

「

女

子

は

す

ぐ

ゃ

あ

る

。

会

は

、

相

続

差

別

撤

廃

宇

盈

り

ヨ一

撃
備
中
で
す
。
運
転
・
建
設
時
の
基
本
的
な
備
え
さ
え
あ
り
鋭
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
相
が
「
原
発
容
認
」
「
新
増
設
危
険
に
反
対
す
る
緊
急
要
求
に
一
め
る
」
「
結
婚
と
い
う
保
険
が
一
審
で
一時
被
告
の
論
理
を
込
ん
だ
民
法
改
正
要
綱
試
案
を

け
一

中
の
試
験
炉
が
各

一
基
で
す
。
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
重
大
欠
陥
の
処
理
・
処
分
(
ガ
ラ
ス
面
化
容
墜
を
言
明
し
、
原
発
問
題
も
と
づ
く
共
同
行
動
を
、
思
想
一
あ
る
」
と
容
認
す
る
風
胡
が
社
完
全
に
破
綻
さ
せ
た
が
、
判
決
公
表
し
た
。

巨
一

こ
の
ほ
か
に
も
新
増
設
が
目
白
を
も
ち
な
が
ら
、
日
本
の
康
発
中
一
宇
i
五

十

年

の

中

間

冷

却

で

も

社

会

党

は

自

民

党

政

治

へ

信

条

や

原

発

の

一

般

的

是

非

の

一

会

的

に

も

あ

り

、

多

く

の

女

子

は

「

正

当

な

る

婚

一

塑

保

護

の

乙

ヲ

し

た

中

で

、

十
二
月
二

同
一

押

し

で

す

。

は

突

っ

走

っ

て

い

ま

す

。

貯

蔵

l
V
地
層
処
分
)
の
実
施
な
の
完
全
な
「
溶
融
」
を
鼠
色
か
意
見
の
違
い
を
塑
え
て
、
大
き
一
学
生
は
泣
き
寝
入
り
を
強
い
ら
た
め
に
、
差
別
も
や
む
な
し
と
十
七
日
の
梓
訴
審
判
決
を
迎
え

さ

と

れ

ら

の

康

発

は

需

約

に

塁

は

、

原

発

の

材

料

の

老

ど

を

内

容

と

す

る

「

核

燃

料

リ

に

草

し

た

。

原

発

へ

の

否

一

宮

く

発

展

さ

せ

る

と

と

が

不

可

欠

一

れ

で

き

ま

し

た

。

の

品

露

で

あ

っ

た

。
鐙
訴
審

摺

る
。
現
状
の
差
別
法
制
度
の
下

型

未
読
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
朽
化
が
目
立
つ
一
方
、
法
霊
サ
イ
ク
ル
L

政
策
草
進
さ
れ
を
雪
国
民
が
九
O
像

以

上

も

で

す

。

一

「

勇

を

生

か

し

て

自

分

ら

勝

利

の

た

め

に

は

、

芸

的

力

に

お

い

で

さ

え

必

要

の

な

い

差

ー
で
は
そ
の
大
半
猛
毒
望
号
一
疑
い
が
あ
る
長
期
連
続
還
さ
さ
レ
て
い
ま
す
。
霊
レ
な
が
ら
、
国
会
構
成
は

共
に
が
'
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
/
一
し
い
人
生

を

」

と

真

剣

に

働

き

関

係

の

変

化

以

外

に

な

い

と

考

別

表

記

毒

持

し

よ

ヌ

Z

幸
喜
遺
書

g
s
s
g
s
g
S
5
3
3
3
3
b
g註
3
3豊
富
喜
著
書

S
5喜
ま
ま
蓄
量
悪
霊
童
豊
富
事

S
S豊
富

遣

事

器

、

一

口

を

求

め

る

女

子

学

生

が

増

え

え

、

犠

々

な

活

動

に

取

り

組

ん

国

や

行

政

側

を

擁

越

す

る

の

j
司

a圃
・
・
・
・

9
44誌
鋭
拙
議
開
掴

{

1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-
-」

て

い

る

の

に

い

つ

ま

で

も

そ

れ

だ

。

か

、

そ

れ

と

も

婚

外

子

差

周

は

接
民
脳
噂
流
四
謀

反
防
防
崎
川
崎
直
峰
山
川
陛

誌
弓
同
連
一
v

プ
一
戸
前
提
言
詰
幹
ヨ

卓

司

書

ψ
駈
E
E剣
民
4

いよーおけい凶
E

就
職
難
に
泣
き
寝
入
り

セ

ミ

ナ

ー

ミ

長

い

揺

を

も

三

つ

の

露

で

し

た

。

見

一

約

人

権

委

塁

へ

ロ

ビ

l
活
動
か
が
間
わ
れ
て
い
る
。

4
a司
・
E
際

献

醐

闘

副

司

・

司

綱

制

帽

一

円

し

な
い
女
子
学
生
の
会

聞

か

さ

れ

て

毘

後

に

「

女

平

ゐ

ず

知

ち

ず

の

女

子

学

生

や

働

く

一

を

行

っ

た

結

巣

、

委

員

会

は

九

勝

利

宇

勝

ち

取

っ

て

新

一

年

を

m

J
ヨ
岨
明
均
二
J

J

U

1

認

可

え

ι
r
E
H
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
」
〈
大
阪
)
。
先
雌
の
女
性
た
ち
か
ら
の
エ
l
一

一

一

一

年

、

日

本

に

お

け

る

婚

外

子

迎

z

え
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い

v

畠

F
L
'
Mず一

liai--.，
h

日出

町

ι
-
3
1
4
4

や

っ

と

の

思

い

で

面

一

援

に

辿

り

ル

は

、

何

よ

り

も

婚

し

い

も

の

一

の

問

題

を

取

り

上

げ

、

現

状

を

る

。

(

乙

の

原

稿

を

頂

い

た

あ

降
監
町
1
2圃
・

・

・

判

学

生

を

護

っ
た
霊
前
の
就
職
勤
の
み
」
「
一
般
職
の
み
」
「
女
つ
い
て
受
「
足
太
い
ね
」
(
東
で
し
ご
重
大
い
に
輪
を
一
世

(2) 

無
謀
な
原
発
政
策
食
い
止
め
よ
う

原
発
問
題
住
民
運
動

全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

安司~ ./'、来斤円弱国

女
性
の
力
で
真
の
政
治
改
革
を

釜ま

と
に
な
的
手
品
し
た
る

本
来
、
こ

m『
政
治
改
革
」
は
、

芦

田

EriZ
相
次
ぐ
金
権
腐
敗
の
一
根
を
絶
つ

罰

則

車

"

一E川

も
の
に
な
る
は
ず
で
し
た
が
、

患
を
の
む
思
い
で
見
守
る
中
国
民
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
と

で
、
賛
成
百
十
八
、
反
対
百
三
な
り
、
改
憲
を
容
易
に
す
る
二

十
で
否
一
決
さ
れ
、
参
議
院
の
良
大
政
党
化
を
目
ざ
し
、
企
業
、

織
が
一
廓
さ
れ
た
時
の
成
勧
一
は
今
団
体
献
金
を
残
し
た
ま
ま
、
政

も
鮮
烈
で
す
。

党
助
成
宇
す
る
。
ま
た
小
選
挙

し
か
し
、
そ
の
後
、
細
川
首
区
制
に
よ
り
女
性
や
新
人
の
進

相
主
河
野
自
民
党
総
教
と
の
深
出
を
阻
み
、
有
望
苦
悶
盟
と
レ

夜
に
及
ぶ
談
合
で
、
自
民
党
に
て
長
年
と
り
組
ん
で
き
た
定
数

譲
歩
レ
た
案
で
決
替
、
起
立
多
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
是
正
さ
れ

数
で
衆
・
参
両
院
で
可
決
さ
れ
な
い
悪
迭
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

た
と
と
は
周
知
の
と
お
り
で
し
た
。

す
。
そ
し
て
去
る
十
一
月
二
十
女
性
の
政
治
参
画
は
世
界
の

一
日
に
区
制
り
法
案
が
成
立
、
女
性
の
共
通
目
標
で
あ
り
、
九

次
の
選
挙
か
ち
興
行
さ
れ
る
こ
月
の
第
四
回
世
界
女
説
会
機
の

テ
!
?
の
一
つ
で
す
。
日
本
の

女
性
の
国
政
参
菌
処
世
界
の

ゆ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
参
餓
院
で
は
九

駐
位
で
す
が
、
衆
隷
院
は
宙
二
十

鮭
八
位
で
す
。
女
性
の
政
治
蓄

る
を
進
め
る
と
と
は
、
私
た
ち
の

お
日
今
後
の
課
題
で
す
。

局
乙
の
小
選
挙
区
制
に
よ
っ
て

同
一
一
圃
困
難
に
な
っ
た
政
治
参
画

泊
を
、
四
月
の
統
一
地
方
選
官
泡

叩
域
か
ら
参
画
を
す
す
め
、
各
地

れ

に
女
性
霞
員
を
ふ
や
し
、
そ
の

訪
日
貯
え
た
力
で
、
や
が
玄
」
の
思

m
w
法
を
く
つ
支
す
力
に
奪
え
る

す
一一
つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す。

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟

(曹3種郵置物寵可)

九
二
年
十
一
月
十
八
日
の
衆

議
院
本
会
織
で
一
賛
成
二
百
七
十

反
対
二
百
二
土
ハ
の
僅
差
で
可

決
さ
れ
た
政
治
改
革
関
連
四
法

案
の
、
参
織
院
で
の
審
搬
は
年

明
ゆ
と
な
り
、
阻
止
に
む
け
て

の
話
厨
が
、
一
昨
年
の
初
仕
事

介
迂
り
ま
し
た
。

総
会
の
動
ぎ
を
見
守
り
な
が

ら
、
国
会
へ
詰
め
る
日
が
多
く
、

そ
の
闇
女
性
議
員
を
中
心
に
反

対
の
要
摘
行
動
を
続
け
る
日
々

で
し
た
。
そ
し
て
一
月
二
十
一

日
の
参
蟻
院
本
会
職
宇
傍
聴
、

第 1085号
第 1085号

フ
ル
タ
イ
ム
パ

l
ト
賃
金
差
別

安帯 F、来斤限界

消
費
税
を
廃
止
で
き
る
国
会
を

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会

国

杵
湖

「
と
と
で
宣
伝
を
始
め
ま
す
。
磯
院
で
強
行
に
可
決
し
た
す
ぐ

し
ば

5
く
お
騒
が
せ
し
ま
す
り
あ
と
の
街
頭
宣
伝
は
今
ま
で
に

ど
、
よ
ろ
し
く
ね
」
と
、
私
は
な
く
反
応
が
よ
く
、
「
な
く
す

駅
前
で
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
宣
会
」
の
入
会
署
名
に
人
が
寄
っ

伝
プ
う
カ
1
ド
を
持
っ
た
青
年
て
き
た
。

に
声
を
か
り
た
。
「
こ
う
い
う
一
時
間
の
宣
伝
が
終
わ
っ

ピ
ラ
を
み
な
さ
ん
に
渡
す
の
で
て
、
私
は
再
び
プ
ラ
カ
ー
ド
の

あ
な
た
も
読
ん
で
ほ
し
い
わ
」
青
年
に
声
を
か
け
た
。
す
る
と
、

と
付
り
加
え
た
。
脅
年
は
三
十
宵
年
は
、
「
い
い
話
聞
か
せ
て

歳
に
届
く
ぐ
ち
い
か
な
、
と
思
も
ら
っ
た
。
選
挙
に
行
か
な
く

え
る
年
格
好
だ
っ
た
。
ち
ゃ
い
り
な
い
よ
ね
o
話
聞
き

「
俺
、
人
生
終
わ
っ
ち
ゃ
つ
な
が
A
さ
、
俺
、
ほ
ん
と
に
そ

た
か
色
さ
、
と
う
い
う
の
い
ら
う
思
っ
た
よ
」
と
言
っ
た
。
つ

な
い
よ
」
と
拒
否
し
た
。
い
さ
つ
き
「
人
生
終
わ
っ
ち
ゃ

し
か
し
、
村
山
内
閣
の
も
と
、
っ
た
か
ら
」
と
ニ
ヒ
ル
に
笑
っ

消
費
税
率
引
き
上
げ
五
秒
が
参
て
い
た
轡
年
が
そ
う
言
っ
て
く

智
子

壬~1995 

売
買
春
問
題
と
と
り
く
む
会

(3 ) 

25 
民

主i議
長 喜
ド久
ER江

E 駐車覇
だが、市民たちはだまってはい主い。国会を通った法律も、ひっくり返そうと元気に声
をあげつづけている。いま、何をなすべきか、{可をしたいか、市民グループの人びとに書

いて頂いた。思いはひとつ、この固をもっと住みやすい固に。そして、 ミ地球の中の嫌わ

れ者、にならないように f

住
民
票
差
別
裁
判
の
勝
利
を
/

住

民

票

続

柄

裁

判

交

流

会

S
T
O
P
l
改
憲
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

須
田
御
芳
子9長の旗を高くかかげて一一『

こ
ん
な
に
重
要
な
決
定
を
緊
急

時
に
は
問
機
に
も
か
け
ず
、
外

務
大
臣
が
防
衛
庁
長
官
に
依
頼

し
ま
い
ま
し
た
。
せ
め
て
寺
つ
し
た
だ
け
で
行
え
る
と
い
う
。

J己
広
が
っ
て
い
た
ら
l
。

さ
ち
に
、
豊
中
に
攻
撃
さ
れ

よ
み
が
え
る
の
は
二
年
半
た
場
合
、
自
衛
権
の
一
侵
害
と
い

前
。
『
P
KO
法
』
が
通
っ
た
う
名
目
で
武
器
使
用
が
で
き
る

直
高
官
、
全
て
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
上
、
そ
の
鼠
密
に
関
す
る
規
定

が
競
っ
て
特
集
を
組
み
ま
し
も
な
い
の
で
す
。

た
。
成
立
前
に
護
己
ん
ざ
ん
無

P
K
O法
成
立
、
自
編
隊
法

視
し
、
沈
黙
し
、
国
民
か
ち
E
改
正
、
そ
し
て
よ
」
の
流
れ
の

確
な
情
報
と
考
え
る
墜
茅
轟
延
長
に
は

P
K
Fの
凍
結
解

っ
て
お
き
な
が
ち
/

除
、
そ
れ
か
hfお
そ
ら
く
改
憲

そ
し
て
今
二
」
の
「
法
改
正
」
が
来
る
で
し
ょ
う
。
「
有
事
立

の
中
島
を
知
っ
て
い
る
人
が
、
法
体
制
」
づ
く
り
は
着
々
井
逼

日
本
の
有
権
者
の
中
に
ど
れ
だ
ん
で
い
ま
す
。
な
る
べ
く
国
民

り
い
る
で
し
ょ
A
が
。
お
そ
ら
の
自
に
触
れ
な
い
安
J

に
進
め

く
二
割
に
も
満
た
な
い
程
度
の
ら
れ
て
い
る
と
の
作
業
に
、
私

認
知
度
の
法
案
が
、
そ
れ
も
多
は
た
ま
た
ま
気
が
付
き
ま
し

く
の
問
題
点
を
抱
え
た
ま
ま
民
た
。
気
付
い
た
者
の
責
任
だ
と

士
商
に
可
決
し
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に

患
コ
と
ゾ
ッ
と
レ
志
す
。

と

の

不

安
を
伝
え
よ
う
、
そ
れ

乙
の
法
律
は
、
海
外
の
邦
人
と
そ
が
法
適
用
の
歯
止
め
と
な

保
護
救
出
の
た
め
に
、
騒
乱
地
る
の
だ
か
ち
。

域
へ
自
衛
隊
機
を
派
遣
で
き
る

さ

つ

に

す

る

も

の

で

す

。

考

え

'

て
み
て
く
だ
さ
い
。
紛
争

地

域

常

事

p
h

へ
箪
用
機
交
付
く
と
と
が
ど
れ

C
E

ほ
ど
危
険
な
乙
と
か
。
そ
し
て

おもミミ交お会芯もミお史芯
S
誌や
S
芯xaeN
芯也氏
S
S
S
災ぷ
S
S
苓芯おやおミも叉ぷ
AVSS
公選、武おお求、おさ食会おも叉ぷや
S
もおおミミさもお
GS
おも芯父おも
PNS
冷ミや芯芯ミ訳、試
S
Q
S
S
史叩GYS
ミ‘
SN
芯やや捻お品交

I
l
l
1
1
1
1
1
1
l
i
lー
ー
ー
ー
ー

J

奥
地
か
色
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
、
遣
の
被
害
を
大
き
く
し
て
い

真

美

ち

ゃ

ん

の

殺

害

に

よ

せ

て

一

空

宇

話

警

れ

る

。

主

導

く

Z
一

;

I
l
l
i
-
-
ト
L

甥
拐
さ
れ
て
タ
イ
領
内
に
連
れ
度
は
耳
に
さ
れ
た
と
要
示
、

み
で
付
き
合
う
ほ
ど
親
し
い
込
ま
れ
、
襲
警
れ
た
。
場
所
々
閣
の
世
界
で
は
子
ど
も
が

川

伸

。
真
美
ち
ゃ
ん
に
す
れ
ば
、
に
よ
っ
て
は
自
に
何
十
人
も
の
一
番
儲
か
る
商
品
と
な
っ
て
い

‘
近
所
の
優
U
い
小
父
さ
ん
と
恩
男
遣
の
な
ぷ
り
物
弁
き
れ
で
き
る
と
い
う
事
を
、
サ
ン
デ
ー
毎

蜘
っ
て
心
宇
評
酢
レ
て
い
た
で
あ
ろ
た
。
日
の
広
野
伊
佐
美
さ
ん
が
奮
い

で

。

委

員

の

少

女

達

2
5れ
る

。

と

き

霊

K

乙
の
五
i
六
年
間
に
少
女
遣
に
大
き
な
被
害
が
起
き
て
い
る
と
受
け
取
る
の
は
間
違
い
だ
と

引
が
殺
害
さ
れ
吋
あ
る
い
は
行
方
が
、
同
じ
よ
司
忌
事
が
東
南
ア
思
っ
。
現
実
に
多
く
の
子
ど
も

眠
不
明
に
な
っ
て
い
る
事
件
が
急
ツ
ア
ば
か
り
で
は
な
く
、
世
界
遣
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
事

川
噌
し
、
年
悶
七
百
人
か
ら
九
百
中
の
最
貧
困
届
の
辛
ど
も
遣
の
に
注
意
レ
ナ
叡
し
い
。
そ
し
て

晴
人
と
の
事
戸
、
上
に
も
起
き
て
い
る
。
そ
し
て
奇
我
々
大
人
遣
は
何
砕
す
べ
き

同

先
日
東
京
の
警
視
序
か
ら
も
大
人
選
の
歯
止
め
を
知
ち
な
い
か
考
え
て
欲
し
い
。
自
分
の
子

も
ら
っ
た
資
料
に
よ
る
と
年
間
三
性
の
乱
れ
が
、
そ
れ
を
時
代
の
ど
も
だ
り
し
っ
か
笠
守
っ
て
い

円
百
宣
+
人
で
、
大
阪
府
の
資
料
流
れ
と
し
て
許
し
て
い
る
無
責
る
つ
も
り
で
も
、

そ
れ
は
沼
に

ス
官
ほ
三
十
七
人
の
少
女
が
父
親
任
さ
が
、
多
く
の
平
ど
も
連
へ
浮
ぷ
お
腕
の
よ
う
な
も
の
で
し

に
、
あ
る
い
は
祖
父
に
強
毒
己
の
被
管
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
か
な
い
。
人
間
と
い
う
も
の
は

れ
て
い
た
が
、
こ
の
数
字
詰
金
警
護
が
金
で
の
さ
昌
仲
間
外
れ
に
さ
れ
る
票
一
番

件
に
な
っ
た
も
の
だ
り
で
水
大
人
の
生
き
方
を
変
え
な
い
か
に
辛
い
。
ぞ
れ
で
あ
れ
ば
多
く

面
雫
に
か
な
り
の
被
害
が
有
る
ぎ
り
、
平
少
」
も
遣
の
上
に
増
々
の
人
還
が
損
気
を
も
っ
て
子
ど

と
み
る
方
が
童
で
あ
円
高
J

。
大
き
な
損
傷
が
起
き
て
い
く
だ
も
逮
を
守
る
た
め
の
仲
間
づ
く

私
が
五
年
前
大
き
な
衝
警
を
る
つ
o
早
ど
私
選
の
上
に
趨
き
り
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
。

受
け
、
幼
い
女
の
手
連
帯
薮
い
て
い
る
大
き
な
被
曹
と
乱
れ
私
が
五
年
前
幼
い
女
の
子
連

た
い
一
心
で
取
り
組
ん
で
来
た
は
、
大
人
選
の
無
責
任
と
乱
脈
宇
毅
い
た
い
一
心
で
た
っ
た
一

児
童
売
買
容
は
大
掛
か
円
母
国
ぷ
り
審
請
確
に
反
映
し
て
い
る
人
で
始
め
た
事
が
、
今
多
く
の

際
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
あ
っ
て
、
と
首
っ
玉
で
っ
か
え
な
い
。
仲
間
と
な
っ
て
い
る
、
私
で
も

麻
薬
ル
l
ト
帯
属
出
っ
て
中
国
の
さ
ら
に
臓
器
移
組
が
辛
少
」
も
出
来
た
の
だ
か
ち
。

hB章あDだ(，.¥/，-----，-----
過ぎた年 (1994年)はなんと固まぐるしい年だったか。 ミ記録的をなスピードで、そし
て主権者にきちんと意思を関われることなく、重要主案件か'どんどん国会を通過して行く。

冷えこむ政治への関心。たもう底をうった、、回復にあるという経済見通しは出るが、いっ

こう上向かぬ就職戦線。まっさきに切り捨てられたのは女性一一。 Fラ

自
衛
隊
法
、

p
v
n
o法
反
対
f

小
林
久
美

「
一
・
四

O
」
。
い
っ
た
い

伺
の
数
字
だ
か
分
か
り
ま
す

か
。
九
四
年
十
一
月
十
一
日
、

参
議
院
本
会
議
に
て
『
自
衛
隊

法
第
百
条
⑤
改
H
正
4

案
』
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
最

後
ま
で
「
も
し
か
し
た
ら
」
と

望
み
を
つ
な
ぎ
子
U
た
が
、
僅

か
「
一
分
四
十
秒
」
と
い
司
£

ま
り
に
も
お
塁
末
な
ス
ピ
ー
ド

審
臓
の
末
の
幕
切
れ
に
、
さ
す

が
に
が
っ
く
り
と
落
ち
込
ん
で

アジアの児童買春阻止を訴える会

近藤美津枝

あ
れ
は
五
年
前
の
事
、
そ
の

日
、
職
場
で
何
気
な
く
広
げ
た

新
聞
の
コ
ラ
ム
に
「
タ
イ
で
は

七
、
八
慣
の
」

σ文
か
性
的
玩
弄

物
と
し
て
、
日
本
人
を
含
む
外

国
男
性
に
売
色
れ
て
い
る
」
と

あ
っ
た
。
こ
の
三
行
の
記
事
に

私
は
凄
ま
じ
い
衝
撃
と
怒
り
を

箪
え
た
。
一
昨
年
の
暮
れ
小
学
一
年
生

の
女
の
子
が
殺
害
さ
れ
「
」
。
新

聞
の
一
面
に
大
き
く
報
道
さ

れ
、
可
愛
い
あ
ど
け
な
い
真
美

ち
ゃ
ん
の
写
真
が
あ
っ
た
。
兵

庫
県
加
古
川
で
超
き
た
事
件
で

真
実
ち
ゃ
ん
は
七
歳
、
犯
人
は

直
ぐ
逮
捕
さ
れ
、
彼
の
写
真
も

載
っ
て
い
る
が
決
し
て
恩
人
の

顔
で
は
な
い
。
普
通
の
普
良
そ

う
な
人
の
よ
う
だ
し
、
真
美
ち

ゃ
ん
た
ち
の
真
上
の
部
屋
に
住

ん
で
い
て
、
日
頃
は
家
族
ぐ
る

自荷隊法は1分40秒守可決されたが…

苦苦
S
ミミミ公さ
QNXV
やささお
d
x
s
s
ミミミミ苦お遺書、、若草芯主主主交巡
s
a
G
求
、
お
災
お
草
著
書
室
量
著
書
ミ
S
蕊v
d
E
S
草公込書記
S
求
、
軍
事
主
主
事
S
求
、
認
さ
お
さ
芯
ヌ
会
主
主
主
主
主
主
、
軍
事
事
富
裕
史

コ
ミ
に
態
え
で
い
き
ま
し
た
。
に
つ
く
ト
安
ぷ
百
社
に
働
き
か
け

昨
年
の
一
月
に
、
組
合
が
男
ま
し
た
が
、
会
計
が
同
意
廿
子

女
賃
金
の
デ
ー
タ
を
出
さ
な
い
開
始
で
き
ま
せ
ん
で
レ
た
。
町

の
で
、
自
分
遣
で
ぎ
わ
り
に
聞
工
場
の
社
畳
さ
ん
じ
ゃ
あ
る
ま

い
て
集
め
た
デ
1
タ
で
カ
ウ
ン
い
し
、
天
下
の
住
友
化
学
密
イ

タ
1
レ
ポ
ー
ト
を
作
り
、
ニ
ュ
ヤ
で
す
」
で
済
ま
さ
れ
る
も
の

l
ヨ
l
ク
の
国
連
・
女
子
差
別
な
の
か
、
埜
高
責
任
と
い
う

撤
廃
蚤
員
会
に
提
出
。
ロ
ビ
ー
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

活
動
に
マ
イ
ナ
ス
+
ム
ハ
度
の
ニ
私
還
が
と
こ
ま
で
来
る
に

ュ
l
ヨ
ー
ク
に
も
行
き
、
現
場
は
、
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を

の
生
の
聞
も
届
け
て
き
ま
し
越
え
て
や
っ
と
来
た
の
に
、
一

た

。

方

の

抱

一

百

で

一

飼

揮

す

ち

開

始

さ

労
働
省
は
国
連
か
ら
ご
回
れ
な
い
と
い
司
品
均
等
法
の
不
備

も
調
停
が
開
か
れ
て
い
な
い
の
を
目
の
あ
た
り
に
さ
せ
ち
れ
ま

は
Y
R
Jい
う
事
芭
と
言
わ
れ
レ
た
。

て
い
ま
し
た
し
、
今
回
三
社
そ
今
年
は
こ
の
女
性
の
味
方
で

ろ
っ
て
、
不
開
始
に
は
で
き
な
あ
る
は
ず
の
均
等
法
を
も
っ
と

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
実
効
あ
る
も
の
に
変
え
て
い
く

た
。
住
友
化
学
わ
住
友
金
属
と
運
動
を
広
め
よ
う
と
思
っ
て
い

同
織
に
男
女
差
別
が
あ
る
と
し
ま
す
。

て
、
婦
人
少
年
室
は
テ
ー
ブ
ル

大
企
業
の
女
性
差
別
を
訴
え
る

住
友
化
学
工
業
株
式
会
社

矢
谷
康
子

調
停
開
始
に
と
ぎ
つ
り
ま
レ

た
。
私
選
十
二
人
は
勤
続
二
十

年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で

す
が
、
職
場
で
は
、
毎
日
女
で

あ
る
と
い
う
だ
切
で
く
や
し
い

思
い
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

「
女
に
判
断
業
務
は
さ
せ
な

い
ん
だ
。
女
に
期
待
は
し
て
い

な
い
。
一
般
証
明
は
、
そ
う
い
う

採
用
な
ん
だ
」
h
E
L
罰
則
に
芭
わ

れ
続
け
、
い
く
ら
総
合
職
の
男

性
と
同
じ
仕
曹
を
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
し
て
と
な
し
て
い
て
も
、

男
か
す
れ
ば
総
合
職
の
仕
事
、

女
が
す
れ
ば
一
般
職
の
仕
事
に

な
っ
て
レ
寄
っ
現
実
。
入
社
二

年
自
の
総
合
職
の
男
性
が
な
る

級
に
、
私
遣
は
定
笠
革
支
働
い

て
も
、
七
っ
て
い
届
か
な
い
と

い
兵
前
時
短
ロ
に
男
女
差
別

手
戸
」
的
ゑ
汐
て
欲
し
い
と
お
願

い
し
て
も
、
「
男
女
差
別
は
あ

2
Eせ
ん
。
採
用
の
遣
い
で
す
」

と
会
社
と
同
じ
答
え
し
か
返
っ

て
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
定
霊
誌
で
会
社
の

中
で
叫
ひ
続
け
て
も
会
社
が
変

わ
る
駅
が
な
い
。
実
名
を
あ
げ

て
男
女
差
別
の
事
実
酔
}
外
に
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
主
く

や
レ
い
侵
害
口
安
芸
で
終
っ

て
年
悪
口
、
と
決
心
し
、
マ
ス

昨
年
三
月
に
住
友
メ
ー
カ
ー

三
社
(
住
友
化
学
、
住
友
電
工
、

住
友
金
属
)
で
婦
人
少
年
室
に

調
停
の
申
縞
を
し
、
九
月
に
均

等
法
施
行
後
九
年
目
に
し
て
、

日
本
で
初
め
て
、
住
友
金
属
が

指
紋
や
フ
キ
ン
の
あ
と
が
残
ら
怠
い
か
ら
、
コ
ッ
プ
が
ピ
カ
ピ
カ
に
。

National あなたと創る CreatingTogeth虻 λ三菱自動車シートベルトをしめて、スピードをひかえめに。安全運転は三菱の願いです。

の
め

明い

ね

山

湯

川
ね

お
じ川

の
以
M

e
w-

O
U川
町

7
s
刊

W
山

.1";;':";'斗， ι 2

a帥崎喰浄!‘‘ hム'"斗LlLl:込L 
j;':..~ ，〆〆 ...1....1...Jコ， ， .，“‘宇ヂ . I ~.. 1'.1 
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松下電器産業株式会社

衡を遊ぶぞ。山を遊ぶそ;オーJレラウンドのかわいい漉いヤツ。

パジェロゆずりの運動神経。軽の常援を破る、
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厳
し
い
実
販
を
知
り
ま
レ
た
。

パ

!

卜

差

別

裁

判

を

支

え

る

会

主

、

乙
の
裁
判
は
私
個
人

生
日
、

2
2
F
F色

や
女
性
労
働
者
に
と
ど
ま
ら

」
ニ

-
f
E
A
f
-
て
ず
、
弱
い
立
場
の
労
働
者
一
般

私
は
ダ
ス
キ
ン
の
チ
チ
i
ン
』
句
通
用
形
態
の
遣
い
に
よ
る
に
通
じ
る
課
題
を
は
ら
ん
で
い

一信
ア
イ
ム
ス
で
六
年
間
、
フ
ル
は
な
は
だ
し
い
賃
金
差
別
は
還
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
今
年
八
月
の

一
タ
イ
ム
パ
l
ト
と
し
て
正
社
員
法

・
不
当
で
あ
る
と
考
え
た
私
日
経
連
『
新
日
本
的
解
皆
シ
ス

一と
同
じ
時
間
、
同
じ
桑
務
に
従
は
、
九
四
年
三
月
、
賃
金
格
差
テ
ム
等
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
事
し
て
き
ぎ
レ
た
。
と
乙
ろ
が
の
一
是
正
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
(
中
間
報
告
)
』
に
見
る
ょ
っ

一
私
の
賃
金
は
正
社
員
よ
り
、
は
提
訴
し
ま
し
た
。

に

、
経
済
の
低
迷
期
に
入
っ
た

わ
一
な
は
だ
し
く
低
芝
、
レ
か
も
昇
提
訴
に
あ
た
っ
て
、
私
以
外
今
日
、
企
業
は
正
社
員
に
対
し

町
一
給
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
劣
に
も
多
く
の
女
性
労
働
者
が
、
て
も
終
白
河
雇
用
制
・
定
期
昇
給

開
一
悪
条
件
に
据
え
お
か
れ
、
改
パ
l
ト
と
い
う
身
分
ゆ
え
に
は
制
度
・
退
職
金
制
度
の
見
直
し

廊
一
普
を
申
し
入
れ
で
も
ま
っ
た
く
な
は
だ
し
く
不
利
益
な
労
働
条
を
具
体
的
に
打
ち
出
し
て
き
て

町
一
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
件
に
甘
々
し
さ
せ
ち
れ
て
い
る
い
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
い

2

勾

j
盟
国
田
守
議
園
田
ま
ま
で
対
岸
の
火
事
だ
っ
た
不

勘
醐

.

，

制

覇

鰹

箇

園

周

安

定

雇

用

労

働

者

の

劣

思

な

労

窓

幽
F
L
-ブ
国

圃

働

条

件

が

、

主

員

に

も

ふ

り

抑
山
間

側

W
H
d
園
田
幽
・
・
・

P

か
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

月

四

-i
田
園

'
t幽
圃
・
む

開

‘
.
畷
議
制
晒
副
島
列
‘
圃
圃
圃
瞥
企
業
は
労
働
受
口
を
も
抱
告
c

m

A

幽
園
田
園
周
酎
込
ん
で
、
ら
労
働
条
件
の
大

、

E
E
-
-
i
y
噌

a閤
絹
綿
縄
問
￥
改
患
を
や
り
き
る

Zレ
て
い

欄
胸
閣
機
醐
耐
吋
畠
』
咽
&
院
小
紘
1
司
仇
ま
す
。
+
築
の
仕
組
ん
で
-
く
る

額
欄
剛
一

i

回

wL
抑
だ
る
コ
生
き
残
手
l
ム
に
対

臨
も
一
機
騒
ι'
一
議
厳
酔

1

4
は
し
、
私
た
ち
は
雇
用
形
態
の
違

制

で

内

ーが

匡

固

と

齢

一

い
量
り
越
「
え
た
団
結
と
信
頼

e
 

問
限

!?
4
P
、
‘
.
.
.
 
圃
・

(
e
o
r
で
立
ち
向
か
わ
な
く
て
は
な
り

露
関
闘

RE---鯉絡ま
せ
ん
。
そ
の
闘
い
の
ひ
と
つ

欝
溜
瞳
闇
闘
し
・
・
可
調
書
夏
隣
と
し
て
、
私
の
パ

1
ト
賃
金
差

a-
-
簡
略
・
田
町
臨
闘
別
裁
判
が
微
力
な
が
全
力
を
発

J
M幽
到
i
園
田
園
婦
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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ミ
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ミ
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通
m
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冷

却

町

工
島
ι

ふ
但

約

》
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、

、

ド
l

t

ス

憲
司

ン
tf

の

事

ち+h
 

開宮慰元

q
L

、，、。
が
は
、
「
消
費
税
引
き
上
げ
一
問
抑
制

一
日
干

偽
情
同

実
施
ま
で
あ
と
二
年
半
あ
り
ま
一

nh臨
叫
悦

t

す
。
こ
ん
な
に
み
ん
な
が
反
対
一
官
会
?
割
引

し
て
い
る
襲
警
霊
主
げ
一

u
n
u
洋

一V
R
U
M
吊

T

る
な
ん
て
、
勝
手
な
こ
と
盟
三
一r
弘
氏
太

せ
な
い
。
ま
し

τゃ
、
そ
れ
を
一
h
机
窃
内
田
北

実
施
前
に
見
直
レ
す
る
な
ん
て
一

i
i巴
泊

性

震
基
霊
堂
な
い
。
私
一

J
呼
地

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
一

ι九
寺

い
け
れ
ど
、
確
実
な
一
票
が
あ
一
，

L
正
司

り
ま
す
。
公
約
一
を
平
気
で
破
る

一
-
E・
E
・
医
邑

政
治
家
は
絶
対
墾
宮
に
出
さ
な
一
人
補
償
」
「
再
発
防
止
」
の
四
す
る
」
の
談
話
を
発
表
し
て
い

い
さ
つ
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
一
点
に
凝
縮
さ
れ
い
安
J

。
ど
の
段
る
。

っ
て
廃
止
さ
せ
よ
う
で
は
あ
一
階
も
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
が
、
一
体
、
誰
が
政
府
な
の
か
。

り
ま
せ
ん
か
」
と
、
熱
を
込
め
一
特
に
個
人
補
償
@
決
着
は
Y
X
J

首
相
や
外
相
の
宮
諜
が
実
現
さ

て
訴
え
た
。
一
な
る
乙
と
か
、
先
が
案
じ
ら
れ
れ
な
い
仕
組
み
に
主
権
者
と
し

「
『
税
制
改
革
同
法
案
』
な

一

る

。

て

憤

り

を

感

じ

る

。

縄

国

の

ハ

ど
と
い
う
の
が
消
費
税
の
ア
ッ
一
私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ル
モ
ニ
た
ち
ゃ
挺
対
協
は
国
際

プ
の
と
と
で
、
ま
さ
か
自
分
の
一
ダ
が
、
日
系
人
の
戦
時
下
強
制
常
按
仲
裁
裁
判
所

(
P
C
A
)

生
活
に
重
大
に
か
か
わ
っ
て
く
一
収
容
問
題
解
決
に
示
し
た
方
法
に
持
ち
込
む
乙
と
に
決
定
し
、

る
と
と
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
一
(
大
統
領
な
ど
の
親
曹
と
二
万
国
際
法
檀
Z
家
安
員
会
(I
C
J
)

た
」
と
、
足
を
広
め
て
聞
い
て
一
ド
ル
の
個
人
補
切
に
見
習
う
も
日
本
政
府
に
勧
告
し
て
い

く
れ
た
六
十
代
の
主
婦
が
怒
っ
一
よ
A
4主
張
し
て
き
た
が
、
政
府
る
。

て
話
し
て
行
っ
た
。
「
選
挙
つ
一
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
や
戦
後
貴
信
を
果
た
さ
な
い
で

て
大
事
ね
」
と
言
い
表
U
て
。
一
一
一
国
間
協
定
で
解
決
済
み
と
言
安
全
保
障
常
任
理
事
国
入
り
H

消
費
税
を
な
く
す
会
は
、
い
ま

一
ぅ
。
し
か
し
問
題
の
特
殊
性
は
政
治
大
国
を
め
ざ
す
よ
り
、
人

燃
え
に
燃
え
て
い
る
。
「
消
費
一
認
め
て
、
民
間
基
金
宇
勇
り
見
権
大
国
に
な
っ
て
国
際
社
会
で

税
を
廃
止
で
き
る
国
会
を
つ
く
一
舞
金
と
し
た
い
と
の
一
栂
憩
が
た
名
者
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と

る
つ
。
全
国
で
百
万
人
の
会
員
一
て
ち
れ
て
い
る
。
い
う
の
が
、
大
方
の
国
民
H
主

に
し
よ
う
と
」
と
広
く
入
会
を
一
か
つ
て
村
山
首
相
は
社
会
党

権
者
の
願
い
な
の
で
は
な
い
か
。

呼
び
か
貯
て
い
る
。
一
委
員
長
時
代
の
六
月
六
日
の
集
少
く
と
も
私
は
そ
う
考
え
、
自

3
5
i
s
s
i
s
s
s
g
i
g
i
g
s
i
i
j
S
3
5
3
-会
で
、
戦
後
補
償
実
現
に
努
力
分
の
仕
事
実
事
務
め
を
果

1
1
11
li
l
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
I
l
l
i-
-
l
l
1
1
11
1
1
11
1
J

す
る
と
公
言
し
た
。
河
野
外
相
た
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

謝

罪

と

個

人

補

償

を

(

「

膿

婦

」
)
一

は
襲
内
閣
の
官
房
長
官
の
と
非
力
ゆ
え
、
一

3
2

1

1

1

1

1

1

I

l
l
i-
-ー
し

き
、
調
査
一
資
料
の
発
表
に
あ
た
書
す
る
高
の
こ
と
に
力
が

の
だ
が
、
最
近
は
他
の
パ
イ
シ
り
、

「
心
身
に
わ
た
り
癒
し
が
及
ば
な
い
。
し
か
し
我
が
国
の

ュ
ン
閥
題
と
同
様
、
ま
た
当
た
た
い
傷
を
負
わ
れ
た
す
べ
て
の
法
制
は
女
性
の
性
を
人
権
と
み

広
志
い
こ
と
に
な
り
そ
う
と
思
方
々
に
心
か
ら
お
艶
び
と
反
省
な
さ
い
薗
が
多
々
あ
る
。
法
改

う
さ
ヲ
に
な
っ
た
。
強
制
「
軍
の
気
持
を
申
し
上
げ
る
O
i
-
-
正
に
は
多
く
の
力
脊
必
要
と
す

隊
慰
安
田
口
問
題
の
解
決
は
、
同
じ
過
相
手
繰
り
逗
さ
な
い
と
る
。
主
権
者
の
結
集
を
お
願
い

「
事
実
柏
町
賊
」
「
脳
罪
」
「
個
い
う
闘
い
決
意
を
改
め
て
表
明
し
た
い
。

バ
シ
4
口
に

コ
ば
ー
も
が

これはもう、走る精密機械だ。

コンパクトが凄い、新発想ミニRV。
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MINI PAJERO 
、

軍事
e
れ
む
小
切

日
本
列
島
は
さ
な
が
ら
世
界
原
発
推
進
勢
力
九

O
勿

と

い

一

人

縄

侵

害

が

ま

か

り

通

り

ま

高

裁

で

相

続

差

別

に

違

憲

判

決

の

原

発

の

総

合

実

験

場

の

様

相

う

、

か

つ

て

な

い

大

き

な

ズ

レ

一

す

。

が

あ

り

、

奈

良

地

裁

で

は

認

知

を

呈

し

て

お

り

、

国

民

の

安

全

を

生

む

事

態

と

な

っ

て

い

ま

一

ご

う

し

た

採

用

差

別

は

、

企

を

理

由

と

し

た

婚

外

子

へ

の

宛

転

#

競

う

な

ど

乱

暴

な

運

転

が

に

と

っ

て

重

大

事

態

を

招

い

で

す

。

一

業

本

位

の

日

本

社

会

の

歪

み

が

の

差

別

で

親

に

婚

姻

を

強

制

す

麓

扶

養

手

当

で

の

打

切

り

に

運

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

新

増

い

ま

す

。

こ

の

力

関

係

を

変

え

、

政

府

、

一

ひ

芝

起

と

し

た

も

の

。

女

子

学

る

こ

と

は

、

と

り

わ

け

女

性

の

憲

判

決

が

あ

っ

た

。

全

国

の

自

〉
一

寂
さ
れ
る
原
発
は
安
全
を
犠
牲
総
理
府
世
論
悶
査
(
一
九
九
電
力
会
社
の
無
謀
な
原
発
政
策
一
生
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
の
悶
生
き
方
へ
の
強
制
で
あ
り
、
個
治
体
の
戸
籍
・
住
民
票
事
務
担

日一

に
「
自
に
見
え
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

O
年

)

で

も

、

原

発

へ

の

不

安

を

く

い

と

め

る

と

と

は

国

民

的

一

題

だ

と

い

う

こ

と

を

ア

ピ

ー

ル

人

の

尊

厳

の

杏

定

で

あ

る

。

八

当

者

の

集

ま

り

で

あ

る

全

国

連

醒一

日
本
の
原
語
、
現
在
、
四
哲
学
長
、
人
口
過
重
ン
」
を
め
ざ
レ
た
超
大
型
炉
で
を
訴
え
る
国
民
は
九
0
・
暴
露
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

τた
く
て
私
た
ち
は
パ
レ
1

八
年
に
始
め
た
住
民
票
続
裏
書
籍
事
務
協
警
は
、
二
年

E
十
七
基
(
一
千
九
四
七
・
六
方
♂
南
に
近
接
・
集
中
し
て
つ
く
色
す
。

さ

ら

に

現

在

の

原

発

へ

の

に

達

し

て

い

ま

す

か

、

今

回

、

富

豪

の

危

険

、

新

増

設

の

一

ド

書

画

し

ま

し

た

。

ま

た

と

官

、

婚

外

子

差

別

の

撤

廃

と

続

け

て

住

民

票

寝

室

の

差

〈
一

円J
が
運
転
中
、
五
基
(
五
六
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
ず
さ
ん
大
々
的
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
国
民
の
不
安
は
ま
す
ま
す
噌
大
危
険
、
「
核
燃
料
リ
サ
イ
ク
ル
」
一
れ
ま
で
不
況
の
た
び
に
女
子
学
同
時
に
、
女
誕
の
多
様
な
生
き
別
撤
廃
を
自
治
省
に
嬰
望
し

日
一

0
・
七
万
J
T
)
が
建
設
中
、
な
「
安
全
審
査
」
し
か
語
れ
用
、
高
速
増
殖
炉
路
線
の
推
進
、
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
一
実
政
策
の
危
険
な
ど
、
現
実
に
重
一
生
は
就
職
難

に

見

舞

わ

れ

て

き

事

実

現

に

向

日

た

闘

い

で

も

た

。
九
四
年
七
月
、
読
書

1
一
二
基
(
一
六
五
万
三
句
)
が
建
て
い
ま
せ
ん
し
、
万
一
の
事
故
大
型
国
内
再
処
理
工
場
の
建
さ
き
の
臨
時
国
会
で
は
村
山
首
大
化
し
つ
つ
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
一
ま
し
た
が
、

「

女

子

は

す

ぐ

ゃ

あ

る

。

会

は

、

相

続

差

別

撤

廃

宇

盈

り

ヨ一

撃
備
中
で
す
。
運
転
・
建
設
時
の
基
本
的
な
備
え
さ
え
あ
り
鋭
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
相
が
「
原
発
容
認
」
「
新
増
設
危
険
に
反
対
す
る
緊
急
要
求
に
一
め
る
」
「
結
婚
と
い
う
保
険
が
一
審
で
一時
被
告
の
論
理
を
込
ん
だ
民
法
改
正
要
綱
試
案
を

け
一

中
の
試
験
炉
が
各

一
基
で
す
。
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
重
大
欠
陥
の
処
理
・
処
分
(
ガ
ラ
ス
面
化
容
墜
を
言
明
し
、
原
発
問
題
も
と
づ
く
共
同
行
動
を
、
思
想
一
あ
る
」
と
容
認
す
る
風
胡
が
社
完
全
に
破
綻
さ
せ
た
が
、
判
決
公
表
し
た
。

巨
一

こ
の
ほ
か
に
も
新
増
設
が
目
白
を
も
ち
な
が
ら
、
日
本
の
康
発
中
一
宇
i
五

十

年

の

中

間

冷

却

で

も

社

会

党

は

自

民

党

政

治

へ

信

条

や

原

発

の

一

般

的

是

非

の

一

会

的

に

も

あ

り

、

多

く

の

女

子

は

「

正

当

な

る

婚

一

塑

保

護

の

乙

ヲ

し

た

中

で

、

十
二
月
二

同
一

押

し

で

す

。

は

突

っ

走

っ

て

い

ま

す

。

貯

蔵

l
V
地
層
処
分
)
の
実
施
な
の
完
全
な
「
溶
融
」
を
鼠
色
か
意
見
の
違
い
を
塑
え
て
、
大
き
一
学
生
は
泣
き
寝
入
り
を
強
い
ら
た
め
に
、
差
別
も
や
む
な
し
と
十
七
日
の
梓
訴
審
判
決
を
迎
え

さ

と

れ

ら

の

康

発

は

需

約

に

塁

は

、

原

発

の

材

料

の

老

ど

を

内

容

と

す

る

「

核

燃

料

リ

に

草

し

た

。

原

発

へ

の

否

一

宮

く

発

展

さ

せ

る

と

と

が

不

可

欠

一

れ

で

き

ま

し

た

。

の

品

露

で

あ

っ

た

。
鐙
訴
審

摺

る
。
現
状
の
差
別
法
制
度
の
下

型

未
読
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
朽
化
が
目
立
つ
一
方
、
法
霊
サ
イ
ク
ル
L

政
策
草
進
さ
れ
を
雪
国
民
が
九
O
像

以

上

も

で

す

。

一

「

勇

を

生

か

し

て

自

分

ら

勝

利

の

た

め

に

は

、

芸

的

力

に

お

い

で

さ

え

必

要

の

な

い

差

ー
で
は
そ
の
大
半
猛
毒
望
号
一
疑
い
が
あ
る
長
期
連
続
還
さ
さ
レ
て
い
ま
す
。
霊
レ
な
が
ら
、
国
会
構
成
は

共
に
が
'
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
/
一
し
い
人
生

を

」

と

真

剣

に

働

き

関

係

の

変

化

以

外

に

な

い

と

考

別

表

記

毒

持

し

よ

ヌ

Z

幸
喜
遺
書

g
s
s
g
s
g
S
5
3
3
3
3
b
g註
3
3豊
富
喜
著
書

S
5喜
ま
ま
蓄
量
悪
霊
童
豊
富
事

S
S豊
富

遣

事

器

、

一

口

を

求

め

る

女

子

学

生

が

増

え

え

、

犠

々

な

活

動

に

取

り

組

ん

国

や

行

政

側

を

擁

越

す

る

の

j
司

a圃
・
・
・
・

9
44誌
鋭
拙
議
開
掴

{

1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
I
l
l
i
-
-
-」

て

い

る

の

に

い

つ

ま

で

も

そ

れ

だ

。

か

、

そ

れ

と

も

婚

外

子

差

周

は

接
民
脳
噂
流
四
謀

反
防
防
崎
川
崎
直
峰
山
川
陛

誌
弓
同
連
一
v

プ
一
戸
前
提
言
詰
幹
ヨ

卓

司

書

ψ
駈
E
E剣
民
4

いよーおけい凶
E

就
職
難
に
泣
き
寝
入
り

セ

ミ

ナ

ー

ミ

長

い

揺

を

も

三

つ

の

露

で

し

た

。

見

一

約

人

権

委

塁

へ

ロ

ビ

l
活
動
か
が
間
わ
れ
て
い
る
。

4
a司
・
E
際

献

醐

闘

副

司

・

司

綱

制

帽

一

円

し

な
い
女
子
学
生
の
会

聞

か

さ

れ

て

毘

後

に

「

女

平

ゐ

ず

知

ち

ず

の

女

子

学

生

や

働

く

一

を

行

っ

た

結

巣

、

委

員

会

は

九

勝

利

宇

勝

ち

取

っ

て

新

一

年

を

m

J
ヨ
岨
明
均
二
J

J

U

1

認

可

え

ι
r
E
H
採
用
は
あ
り
ま
せ
ん
」
〈
大
阪
)
。
先
雌
の
女
性
た
ち
か
ら
の
エ
l
一

一

一

一

年

、

日

本

に

お

け

る

婚

外

子

迎

z

え
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い

v

畠

F
L
'
Mず一

liai--.，
h

日出

町

ι
-
3
1
4
4

や

っ

と

の

思

い

で

面

一

援

に

辿

り

ル

は

、

何

よ

り

も

婚

し

い

も

の

一

の

問

題

を

取

り

上

げ

、

現

状

を

る

。

(

乙

の

原

稿

を

頂

い

た

あ

降
監
町
1
2圃
・

・

・

判

学

生

を

護

っ
た
霊
前
の
就
職
勤
の
み
」
「
一
般
職
の
み
」
「
女
つ
い
て
受
「
足
太
い
ね
」
(
東
で
し
ご
重
大
い
に
輪
を
一
世

(2) 

無
謀
な
原
発
政
策
食
い
止
め
よ
う

原
発
問
題
住
民
運
動

全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

安司~ ./'、来斤円弱国

女
性
の
力
で
真
の
政
治
改
革
を

釜ま

と
に
な
的
手
品
し
た
る

本
来
、
こ

m『
政
治
改
革
」
は
、

芦

田

EriZ
相
次
ぐ
金
権
腐
敗
の
一
根
を
絶
つ

罰

則

車

"

一E川

も
の
に
な
る
は
ず
で
し
た
が
、

患
を
の
む
思
い
で
見
守
る
中
国
民
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
と

で
、
賛
成
百
十
八
、
反
対
百
三
な
り
、
改
憲
を
容
易
に
す
る
二

十
で
否
一
決
さ
れ
、
参
議
院
の
良
大
政
党
化
を
目
ざ
し
、
企
業
、

織
が
一
廓
さ
れ
た
時
の
成
勧
一
は
今
団
体
献
金
を
残
し
た
ま
ま
、
政

も
鮮
烈
で
す
。

党
助
成
宇
す
る
。
ま
た
小
選
挙

し
か
し
、
そ
の
後
、
細
川
首
区
制
に
よ
り
女
性
や
新
人
の
進

相
主
河
野
自
民
党
総
教
と
の
深
出
を
阻
み
、
有
望
苦
悶
盟
と
レ

夜
に
及
ぶ
談
合
で
、
自
民
党
に
て
長
年
と
り
組
ん
で
き
た
定
数

譲
歩
レ
た
案
で
決
替
、
起
立
多
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
是
正
さ
れ

数
で
衆
・
参
両
院
で
可
決
さ
れ
な
い
悪
迭
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

た
と
と
は
周
知
の
と
お
り
で
し
た
。

す
。
そ
し
て
去
る
十
一
月
二
十
女
性
の
政
治
参
画
は
世
界
の

一
日
に
区
制
り
法
案
が
成
立
、
女
性
の
共
通
目
標
で
あ
り
、
九

次
の
選
挙
か
ち
興
行
さ
れ
る
こ
月
の
第
四
回
世
界
女
説
会
機
の

テ
!
?
の
一
つ
で
す
。
日
本
の

女
性
の
国
政
参
菌
処
世
界
の

ゆ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
参
餓
院
で
は
九

駐
位
で
す
が
、
衆
隷
院
は
宙
二
十

鮭
八
位
で
す
。
女
性
の
政
治
蓄

る
を
進
め
る
と
と
は
、
私
た
ち
の

お
日
今
後
の
課
題
で
す
。

局
乙
の
小
選
挙
区
制
に
よ
っ
て

同
一
一
圃
困
難
に
な
っ
た
政
治
参
画

泊
を
、
四
月
の
統
一
地
方
選
官
泡

叩
域
か
ら
参
画
を
す
す
め
、
各
地

れ

に
女
性
霞
員
を
ふ
や
し
、
そ
の

訪
日
貯
え
た
力
で
、
や
が
玄
」
の
思

m
w
法
を
く
つ
支
す
力
に
奪
え
る

す
一一
つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す。

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟

(曹3種郵置物寵可)

九
二
年
十
一
月
十
八
日
の
衆

議
院
本
会
織
で
一
賛
成
二
百
七
十

反
対
二
百
二
土
ハ
の
僅
差
で
可

決
さ
れ
た
政
治
改
革
関
連
四
法

案
の
、
参
織
院
で
の
審
搬
は
年

明
ゆ
と
な
り
、
阻
止
に
む
け
て

の
話
厨
が
、
一
昨
年
の
初
仕
事

介
迂
り
ま
し
た
。

総
会
の
動
ぎ
を
見
守
り
な
が

ら
、
国
会
へ
詰
め
る
日
が
多
く
、

そ
の
闇
女
性
議
員
を
中
心
に
反

対
の
要
摘
行
動
を
続
け
る
日
々

で
し
た
。
そ
し
て
一
月
二
十
一

日
の
参
蟻
院
本
会
職
宇
傍
聴
、

第 1085号
第 1085号

フ
ル
タ
イ
ム
パ

l
ト
賃
金
差
別

安帯 F、来斤限界

消
費
税
を
廃
止
で
き
る
国
会
を

消
費
税
を
な
く
す
全
国
の
会

国

杵
湖

「
と
と
で
宣
伝
を
始
め
ま
す
。
磯
院
で
強
行
に
可
決
し
た
す
ぐ

し
ば

5
く
お
騒
が
せ
し
ま
す
り
あ
と
の
街
頭
宣
伝
は
今
ま
で
に

ど
、
よ
ろ
し
く
ね
」
と
、
私
は
な
く
反
応
が
よ
く
、
「
な
く
す

駅
前
で
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
宣
会
」
の
入
会
署
名
に
人
が
寄
っ

伝
プ
う
カ
1
ド
を
持
っ
た
青
年
て
き
た
。

に
声
を
か
り
た
。
「
こ
う
い
う
一
時
間
の
宣
伝
が
終
わ
っ

ピ
ラ
を
み
な
さ
ん
に
渡
す
の
で
て
、
私
は
再
び
プ
ラ
カ
ー
ド
の

あ
な
た
も
読
ん
で
ほ
し
い
わ
」
青
年
に
声
を
か
け
た
。
す
る
と
、

と
付
り
加
え
た
。
脅
年
は
三
十
宵
年
は
、
「
い
い
話
聞
か
せ
て

歳
に
届
く
ぐ
ち
い
か
な
、
と
思
も
ら
っ
た
。
選
挙
に
行
か
な
く

え
る
年
格
好
だ
っ
た
。
ち
ゃ
い
り
な
い
よ
ね
o
話
聞
き

「
俺
、
人
生
終
わ
っ
ち
ゃ
つ
な
が
A
さ
、
俺
、
ほ
ん
と
に
そ

た
か
色
さ
、
と
う
い
う
の
い
ら
う
思
っ
た
よ
」
と
言
っ
た
。
つ

な
い
よ
」
と
拒
否
し
た
。
い
さ
つ
き
「
人
生
終
わ
っ
ち
ゃ

し
か
し
、
村
山
内
閣
の
も
と
、
っ
た
か
ら
」
と
ニ
ヒ
ル
に
笑
っ

消
費
税
率
引
き
上
げ
五
秒
が
参
て
い
た
轡
年
が
そ
う
言
っ
て
く

智
子

壬~1995 

売
買
春
問
題
と
と
り
く
む
会

(3 ) 

25 
民

主i議
長 喜
ド久
ER江

E 駐車覇
だが、市民たちはだまってはい主い。国会を通った法律も、ひっくり返そうと元気に声
をあげつづけている。いま、何をなすべきか、{可をしたいか、市民グループの人びとに書

いて頂いた。思いはひとつ、この固をもっと住みやすい固に。そして、 ミ地球の中の嫌わ

れ者、にならないように f

住
民
票
差
別
裁
判
の
勝
利
を
/

住

民

票

続

柄

裁

判

交

流

会

S
T
O
P
l
改
憲
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

須
田
御
芳
子9長の旗を高くかかげて一一『

こ
ん
な
に
重
要
な
決
定
を
緊
急

時
に
は
問
機
に
も
か
け
ず
、
外

務
大
臣
が
防
衛
庁
長
官
に
依
頼

し
ま
い
ま
し
た
。
せ
め
て
寺
つ
し
た
だ
け
で
行
え
る
と
い
う
。

J己
広
が
っ
て
い
た
ら
l
。

さ
ち
に
、
豊
中
に
攻
撃
さ
れ

よ
み
が
え
る
の
は
二
年
半
た
場
合
、
自
衛
権
の
一
侵
害
と
い

前
。
『
P
KO
法
』
が
通
っ
た
う
名
目
で
武
器
使
用
が
で
き
る

直
高
官
、
全
て
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
上
、
そ
の
鼠
密
に
関
す
る
規
定

が
競
っ
て
特
集
を
組
み
ま
し
も
な
い
の
で
す
。

た
。
成
立
前
に
護
己
ん
ざ
ん
無

P
K
O法
成
立
、
自
編
隊
法

視
し
、
沈
黙
し
、
国
民
か
ち
E
改
正
、
そ
し
て
よ
」
の
流
れ
の

確
な
情
報
と
考
え
る
墜
茅
轟
延
長
に
は

P
K
Fの
凍
結
解

っ
て
お
き
な
が
ち
/

除
、
そ
れ
か
hfお
そ
ら
く
改
憲

そ
し
て
今
二
」
の
「
法
改
正
」
が
来
る
で
し
ょ
う
。
「
有
事
立

の
中
島
を
知
っ
て
い
る
人
が
、
法
体
制
」
づ
く
り
は
着
々
井
逼

日
本
の
有
権
者
の
中
に
ど
れ
だ
ん
で
い
ま
す
。
な
る
べ
く
国
民

り
い
る
で
し
ょ
A
が
。
お
そ
ら
の
自
に
触
れ
な
い
安
J

に
進
め

く
二
割
に
も
満
た
な
い
程
度
の
ら
れ
て
い
る
と
の
作
業
に
、
私

認
知
度
の
法
案
が
、
そ
れ
も
多
は
た
ま
た
ま
気
が
付
き
ま
し

く
の
問
題
点
を
抱
え
た
ま
ま
民
た
。
気
付
い
た
者
の
責
任
だ
と

士
商
に
可
決
し
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に

患
コ
と
ゾ
ッ
と
レ
志
す
。

と

の

不

安
を
伝
え
よ
う
、
そ
れ

乙
の
法
律
は
、
海
外
の
邦
人
と
そ
が
法
適
用
の
歯
止
め
と
な

保
護
救
出
の
た
め
に
、
騒
乱
地
る
の
だ
か
ち
。

域
へ
自
衛
隊
機
を
派
遣
で
き
る

さ

つ

に

す

る

も

の

で

す

。

考

え

'

て
み
て
く
だ
さ
い
。
紛
争

地

域

常

事

p
h

へ
箪
用
機
交
付
く
と
と
が
ど
れ

C
E

ほ
ど
危
険
な
乙
と
か
。
そ
し
て

おもミミ交お会芯もミお史芯
S
誌や
S
芯xaeN
芯也氏
S
S
S
災ぷ
S
S
苓芯おやおミも叉ぷ
AVSS
公選、武おお求、おさ食会おも叉ぷや
S
もおおミミさもお
GS
おも芯父おも
PNS
冷ミや芯芯ミ訳、試
S
Q
S
S
史叩GYS
ミ‘
SN
芯やや捻お品交

I
l
l
1
1
1
1
1
1
l
i
lー
ー
ー
ー
ー

J

奥
地
か
色
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
、
遣
の
被
害
を
大
き
く
し
て
い

真

美

ち

ゃ

ん

の

殺

害

に

よ

せ

て

一

空

宇

話

警

れ

る

。

主

導

く

Z
一

;

I
l
l
i
-
-
ト
L

甥
拐
さ
れ
て
タ
イ
領
内
に
連
れ
度
は
耳
に
さ
れ
た
と
要
示
、

み
で
付
き
合
う
ほ
ど
親
し
い
込
ま
れ
、
襲
警
れ
た
。
場
所
々
閣
の
世
界
で
は
子
ど
も
が

川

伸

。
真
美
ち
ゃ
ん
に
す
れ
ば
、
に
よ
っ
て
は
自
に
何
十
人
も
の
一
番
儲
か
る
商
品
と
な
っ
て
い

‘
近
所
の
優
U
い
小
父
さ
ん
と
恩
男
遣
の
な
ぷ
り
物
弁
き
れ
で
き
る
と
い
う
事
を
、
サ
ン
デ
ー
毎

蜘
っ
て
心
宇
評
酢
レ
て
い
た
で
あ
ろ
た
。
日
の
広
野
伊
佐
美
さ
ん
が
奮
い

で

。

委

員

の

少

女

達

2
5れ
る

。

と

き

霊

K

乙
の
五
i
六
年
間
に
少
女
遣
に
大
き
な
被
害
が
起
き
て
い
る
と
受
け
取
る
の
は
間
違
い
だ
と

引
が
殺
害
さ
れ
吋
あ
る
い
は
行
方
が
、
同
じ
よ
司
忌
事
が
東
南
ア
思
っ
。
現
実
に
多
く
の
子
ど
も

眠
不
明
に
な
っ
て
い
る
事
件
が
急
ツ
ア
ば
か
り
で
は
な
く
、
世
界
遣
が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
事

川
噌
し
、
年
悶
七
百
人
か
ら
九
百
中
の
最
貧
困
届
の
辛
ど
も
遣
の
に
注
意
レ
ナ
叡
し
い
。
そ
し
て

晴
人
と
の
事
戸
、
上
に
も
起
き
て
い
る
。
そ
し
て
奇
我
々
大
人
遣
は
何
砕
す
べ
き

同

先
日
東
京
の
警
視
序
か
ら
も
大
人
選
の
歯
止
め
を
知
ち
な
い
か
考
え
て
欲
し
い
。
自
分
の
子

も
ら
っ
た
資
料
に
よ
る
と
年
間
三
性
の
乱
れ
が
、
そ
れ
を
時
代
の
ど
も
だ
り
し
っ
か
笠
守
っ
て
い

円
百
宣
+
人
で
、
大
阪
府
の
資
料
流
れ
と
し
て
許
し
て
い
る
無
責
る
つ
も
り
で
も
、

そ
れ
は
沼
に

ス
官
ほ
三
十
七
人
の
少
女
が
父
親
任
さ
が
、
多
く
の
平
ど
も
連
へ
浮
ぷ
お
腕
の
よ
う
な
も
の
で
し

に
、
あ
る
い
は
祖
父
に
強
毒
己
の
被
管
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
か
な
い
。
人
間
と
い
う
も
の
は

れ
て
い
た
が
、
こ
の
数
字
詰
金
警
護
が
金
で
の
さ
昌
仲
間
外
れ
に
さ
れ
る
票
一
番

件
に
な
っ
た
も
の
だ
り
で
水
大
人
の
生
き
方
を
変
え
な
い
か
に
辛
い
。
ぞ
れ
で
あ
れ
ば
多
く

面
雫
に
か
な
り
の
被
害
が
有
る
ぎ
り
、
平
少
」
も
遣
の
上
に
増
々
の
人
還
が
損
気
を
も
っ
て
子
ど

と
み
る
方
が
童
で
あ
円
高
J

。
大
き
な
損
傷
が
起
き
て
い
く
だ
も
逮
を
守
る
た
め
の
仲
間
づ
く

私
が
五
年
前
大
き
な
衝
警
を
る
つ
o
早
ど
私
選
の
上
に
趨
き
り
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
。

受
け
、
幼
い
女
の
手
連
帯
薮
い
て
い
る
大
き
な
被
曹
と
乱
れ
私
が
五
年
前
幼
い
女
の
子
連

た
い
一
心
で
取
り
組
ん
で
来
た
は
、
大
人
選
の
無
責
任
と
乱
脈
宇
毅
い
た
い
一
心
で
た
っ
た
一

児
童
売
買
容
は
大
掛
か
円
母
国
ぷ
り
審
請
確
に
反
映
し
て
い
る
人
で
始
め
た
事
が
、
今
多
く
の

際
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
が
あ
っ
て
、
と
首
っ
玉
で
っ
か
え
な
い
。
仲
間
と
な
っ
て
い
る
、
私
で
も

麻
薬
ル
l
ト
帯
属
出
っ
て
中
国
の
さ
ら
に
臓
器
移
組
が
辛
少
」
も
出
来
た
の
だ
か
ち
。

hB章あDだ(，.¥/，-----，-----
過ぎた年 (1994年)はなんと固まぐるしい年だったか。 ミ記録的をなスピードで、そし
て主権者にきちんと意思を関われることなく、重要主案件か'どんどん国会を通過して行く。

冷えこむ政治への関心。たもう底をうった、、回復にあるという経済見通しは出るが、いっ

こう上向かぬ就職戦線。まっさきに切り捨てられたのは女性一一。 Fラ

自
衛
隊
法
、

p
v
n
o法
反
対
f

小
林
久
美

「
一
・
四

O
」
。
い
っ
た
い

伺
の
数
字
だ
か
分
か
り
ま
す

か
。
九
四
年
十
一
月
十
一
日
、

参
議
院
本
会
議
に
て
『
自
衛
隊

法
第
百
条
⑤
改
H
正
4

案
』
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
最

後
ま
で
「
も
し
か
し
た
ら
」
と

望
み
を
つ
な
ぎ
子
U
た
が
、
僅

か
「
一
分
四
十
秒
」
と
い
司
£

ま
り
に
も
お
塁
末
な
ス
ピ
ー
ド

審
臓
の
末
の
幕
切
れ
に
、
さ
す

が
に
が
っ
く
り
と
落
ち
込
ん
で

アジアの児童買春阻止を訴える会

近藤美津枝

あ
れ
は
五
年
前
の
事
、
そ
の

日
、
職
場
で
何
気
な
く
広
げ
た

新
聞
の
コ
ラ
ム
に
「
タ
イ
で
は

七
、
八
慣
の
」

σ文
か
性
的
玩
弄

物
と
し
て
、
日
本
人
を
含
む
外

国
男
性
に
売
色
れ
て
い
る
」
と

あ
っ
た
。
こ
の
三
行
の
記
事
に

私
は
凄
ま
じ
い
衝
撃
と
怒
り
を

箪
え
た
。
一
昨
年
の
暮
れ
小
学
一
年
生

の
女
の
子
が
殺
害
さ
れ
「
」
。
新

聞
の
一
面
に
大
き
く
報
道
さ

れ
、
可
愛
い
あ
ど
け
な
い
真
美

ち
ゃ
ん
の
写
真
が
あ
っ
た
。
兵

庫
県
加
古
川
で
超
き
た
事
件
で

真
実
ち
ゃ
ん
は
七
歳
、
犯
人
は

直
ぐ
逮
捕
さ
れ
、
彼
の
写
真
も

載
っ
て
い
る
が
決
し
て
恩
人
の

顔
で
は
な
い
。
普
通
の
普
良
そ

う
な
人
の
よ
う
だ
し
、
真
美
ち

ゃ
ん
た
ち
の
真
上
の
部
屋
に
住

ん
で
い
て
、
日
頃
は
家
族
ぐ
る

自荷隊法は1分40秒守可決されたが…

苦苦
S
ミミミ公さ
QNXV
やささお
d
x
s
s
ミミミミ苦お遺書、、若草芯主主主交巡
s
a
G
求
、
お
災
お
草
著
書
室
量
著
書
ミ
S
蕊v
d
E
S
草公込書記
S
求
、
軍
事
主
主
事
S
求
、
認
さ
お
さ
芯
ヌ
会
主
主
主
主
主
主
、
軍
事
事
富
裕
史

コ
ミ
に
態
え
で
い
き
ま
し
た
。
に
つ
く
ト
安
ぷ
百
社
に
働
き
か
け

昨
年
の
一
月
に
、
組
合
が
男
ま
し
た
が
、
会
計
が
同
意
廿
子

女
賃
金
の
デ
ー
タ
を
出
さ
な
い
開
始
で
き
ま
せ
ん
で
レ
た
。
町

の
で
、
自
分
遣
で
ぎ
わ
り
に
聞
工
場
の
社
畳
さ
ん
じ
ゃ
あ
る
ま

い
て
集
め
た
デ
1
タ
で
カ
ウ
ン
い
し
、
天
下
の
住
友
化
学
密
イ

タ
1
レ
ポ
ー
ト
を
作
り
、
ニ
ュ
ヤ
で
す
」
で
済
ま
さ
れ
る
も
の

l
ヨ
l
ク
の
国
連
・
女
子
差
別
な
の
か
、
埜
高
責
任
と
い
う

撤
廃
蚤
員
会
に
提
出
。
ロ
ビ
ー
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

活
動
に
マ
イ
ナ
ス
+
ム
ハ
度
の
ニ
私
還
が
と
こ
ま
で
来
る
に

ュ
l
ヨ
ー
ク
に
も
行
き
、
現
場
は
、
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を

の
生
の
聞
も
届
け
て
き
ま
し
越
え
て
や
っ
と
来
た
の
に
、
一

た

。

方

の

抱

一

百

で

一

飼

揮

す

ち

開

始

さ

労
働
省
は
国
連
か
ら
ご
回
れ
な
い
と
い
司
品
均
等
法
の
不
備

も
調
停
が
開
か
れ
て
い
な
い
の
を
目
の
あ
た
り
に
さ
せ
ち
れ
ま

は
Y
R
Jい
う
事
芭
と
言
わ
れ
レ
た
。

て
い
ま
し
た
し
、
今
回
三
社
そ
今
年
は
こ
の
女
性
の
味
方
で

ろ
っ
て
、
不
開
始
に
は
で
き
な
あ
る
は
ず
の
均
等
法
を
も
っ
と

い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
実
効
あ
る
も
の
に
変
え
て
い
く

た
。
住
友
化
学
わ
住
友
金
属
と
運
動
を
広
め
よ
う
と
思
っ
て
い

同
織
に
男
女
差
別
が
あ
る
と
し
ま
す
。

て
、
婦
人
少
年
室
は
テ
ー
ブ
ル

大
企
業
の
女
性
差
別
を
訴
え
る

住
友
化
学
工
業
株
式
会
社

矢
谷
康
子

調
停
開
始
に
と
ぎ
つ
り
ま
レ

た
。
私
選
十
二
人
は
勤
続
二
十

年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で

す
が
、
職
場
で
は
、
毎
日
女
で

あ
る
と
い
う
だ
切
で
く
や
し
い

思
い
ば
か
り
し
て
い
ま
す
。

「
女
に
判
断
業
務
は
さ
せ
な

い
ん
だ
。
女
に
期
待
は
し
て
い

な
い
。
一
般
証
明
は
、
そ
う
い
う

採
用
な
ん
だ
」
h
E
L
罰
則
に
芭
わ

れ
続
け
、
い
く
ら
総
合
職
の
男

性
と
同
じ
仕
曹
を
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
し
て
と
な
し
て
い
て
も
、

男
か
す
れ
ば
総
合
職
の
仕
事
、

女
が
す
れ
ば
一
般
職
の
仕
事
に

な
っ
て
レ
寄
っ
現
実
。
入
社
二

年
自
の
総
合
職
の
男
性
が
な
る

級
に
、
私
遣
は
定
笠
革
支
働
い

て
も
、
七
っ
て
い
届
か
な
い
と

い
兵
前
時
短
ロ
に
男
女
差
別

手
戸
」
的
ゑ
汐
て
欲
し
い
と
お
願

い
し
て
も
、
「
男
女
差
別
は
あ

2
Eせ
ん
。
採
用
の
遣
い
で
す
」

と
会
社
と
同
じ
答
え
し
か
返
っ

て
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
定
霊
誌
で
会
社
の

中
で
叫
ひ
続
け
て
も
会
社
が
変

わ
る
駅
が
な
い
。
実
名
を
あ
げ

て
男
女
差
別
の
事
実
酔
}
外
に
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
主
く

や
レ
い
侵
害
口
安
芸
で
終
っ

て
年
悪
口
、
と
決
心
し
、
マ
ス

昨
年
三
月
に
住
友
メ
ー
カ
ー

三
社
(
住
友
化
学
、
住
友
電
工
、

住
友
金
属
)
で
婦
人
少
年
室
に

調
停
の
申
縞
を
し
、
九
月
に
均

等
法
施
行
後
九
年
目
に
し
て
、

日
本
で
初
め
て
、
住
友
金
属
が

指
紋
や
フ
キ
ン
の
あ
と
が
残
ら
怠
い
か
ら
、
コ
ッ
プ
が
ピ
カ
ピ
カ
に
。

National あなたと創る CreatingTogeth虻 λ三菱自動車シートベルトをしめて、スピードをひかえめに。安全運転は三菱の願いです。

の
め

明い

ね

山

湯

川
ね

お
じ川

の
以
M

e
w-

O
U川
町

7
s
刊

W
山
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音色草色t:.けじゃ怠い。自慢の洗湯力をご紹介。
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食器洗い乾燥機
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松下電器産業株式会社

衡を遊ぶぞ。山を遊ぶそ;オーJレラウンドのかわいい漉いヤツ。

パジェロゆずりの運動神経。軽の常援を破る、

あのRVの三差にしかっくれない、新発想ミニRV.

@走りの航完想‘ピリツ。Aよりながら21¥'0∞41¥'0のチエ/ジが111!I~. にできる

新発泡lイージーセレクト4WDと4気筒OOHC20パルプイノタークーラーターボ 制
の俊敏エンジλ ピリッと恭しいAよりで、遊びのシ/ズイを極的てしまったのです。
@慎過の新発想、ピリッ。 ロングホイールベースと4桔コイルサスペンションで
快適なAより心地を実現。もちろんエアコン判などの装備も充実。ピリ yと気持ちい
い、世適クオリティです。

@安全の斬発想、ピリッ。向剛性ボディは‘ 94安全強化脱制をオールクリア。し
かも、コンパクトなボディやt~ ， 、アイポイントで運転もラクラク。 さらに、 4ABSやSRS

エアパァグシステムなども/fI，<1.。 ピリッと心曲い安心感が魅力です。
'11、R-ll、、R-I I・2、R'D.~R 日

111 …M/T I3y .8Z3tibiJ .8E 
..;~te伶帽 t~L:"'， illPL.霊，.. ・m極小・B唱 手ス アタ4・， ・・Z周-n何です・8尭'"でセヨトするη.o!it:問>fjA.'ともリ目障す
..制柏崎時ι，.~，:::・ 4 骨子滑同事附網" ，. . I~す .師慣間'略肘魯臼白必岬芯坤.'
司，問oめ。で 畠，倦"て，必訪司噌凧R臥礼'.均τ守1<'三←一噌' 

厳
し
い
実
販
を
知
り
ま
レ
た
。

パ

!

卜

差

別

裁

判

を

支

え

る

会

主

、

乙
の
裁
判
は
私
個
人

生
日
、

2
2
F
F色

や
女
性
労
働
者
に
と
ど
ま
ら

」
ニ

-
f
E
A
f
-
て
ず
、
弱
い
立
場
の
労
働
者
一
般

私
は
ダ
ス
キ
ン
の
チ
チ
i
ン
』
句
通
用
形
態
の
遣
い
に
よ
る
に
通
じ
る
課
題
を
は
ら
ん
で
い

一信
ア
イ
ム
ス
で
六
年
間
、
フ
ル
は
な
は
だ
し
い
賃
金
差
別
は
還
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
今
年
八
月
の

一
タ
イ
ム
パ
l
ト
と
し
て
正
社
員
法

・
不
当
で
あ
る
と
考
え
た
私
日
経
連
『
新
日
本
的
解
皆
シ
ス

一と
同
じ
時
間
、
同
じ
桑
務
に
従
は
、
九
四
年
三
月
、
賃
金
格
差
テ
ム
等
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
事
し
て
き
ぎ
レ
た
。
と
乙
ろ
が
の
一
是
正
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
(
中
間
報
告
)
』
に
見
る
ょ
っ

一
私
の
賃
金
は
正
社
員
よ
り
、
は
提
訴
し
ま
し
た
。

に

、
経
済
の
低
迷
期
に
入
っ
た

わ
一
な
は
だ
し
く
低
芝
、
レ
か
も
昇
提
訴
に
あ
た
っ
て
、
私
以
外
今
日
、
企
業
は
正
社
員
に
対
し

町
一
給
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
劣
に
も
多
く
の
女
性
労
働
者
が
、
て
も
終
白
河
雇
用
制
・
定
期
昇
給

開
一
悪
条
件
に
据
え
お
か
れ
、
改
パ
l
ト
と
い
う
身
分
ゆ
え
に
は
制
度
・
退
職
金
制
度
の
見
直
し

廊
一
普
を
申
し
入
れ
で
も
ま
っ
た
く
な
は
だ
し
く
不
利
益
な
労
働
条
を
具
体
的
に
打
ち
出
し
て
き
て

町
一
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
件
に
甘
々
し
さ
せ
ち
れ
て
い
る
い
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
い

2

勾

j
盟
国
田
守
議
園
田
ま
ま
で
対
岸
の
火
事
だ
っ
た
不

勘
醐

.

，

制

覇

鰹

箇

園

周

安

定

雇

用

労

働

者

の

劣

思

な

労

窓

幽
F
L
-ブ
国

圃

働

条

件

が

、

主

員

に

も

ふ

り

抑
山
間

側

W
H
d
園
田
幽
・
・
・

P

か
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

月

四

-i
田
園

'
t幽
圃
・
む

開

‘
.
畷
議
制
晒
副
島
列
‘
圃
圃
圃
瞥
企
業
は
労
働
受
口
を
も
抱
告
c

m

A

幽
園
田
園
周
酎
込
ん
で
、
ら
労
働
条
件
の
大

、

E
E
-
-
i
y
噌

a閤
絹
綿
縄
問
￥
改
患
を
や
り
き
る

Zレ
て
い

欄
胸
閣
機
醐
耐
吋
畠
』
咽
&
院
小
紘
1
司
仇
ま
す
。
+
築
の
仕
組
ん
で
-
く
る

額
欄
剛
一

i

回

wL
抑
だ
る
コ
生
き
残
手
l
ム
に
対

臨
も
一
機
騒
ι'
一
議
厳
酔

1

4
は
し
、
私
た
ち
は
雇
用
形
態
の
違

制

で

内

ーが

匡

固

と

齢

一

い
量
り
越
「
え
た
団
結
と
信
頼

e
 

問
限

!?
4
P
、
‘
.
.
.
 
圃
・

(
e
o
r
で
立
ち
向
か
わ
な
く
て
は
な
り

露
関
闘

RE---鯉絡ま
せ
ん
。
そ
の
闘
い
の
ひ
と
つ

欝
溜
瞳
闇
闘
し
・
・
可
調
書
夏
隣
と
し
て
、
私
の
パ

1
ト
賃
金
差

a-
-
簡
略
・
田
町
臨
闘
別
裁
判
が
微
力
な
が
全
力
を
発

J
M幽
到
i
園
田
園
婦
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

蕊ミミミミミミミミミミミミミミミミ蕊ミミミミミミミミ
S
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
遣
も
草
草
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
富
山
ミ
ミ
室
事
現
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ボ
ミ
ミ
連
事
ミ
ミ
ミ
沿
ミ
ミ
ミ
主
宰
車
事
事
富
山
内

¥
通
m

A

冷

却

町

工
島
ι

ふ
但

約

》

，

、

、

ド
l

t

ス

憲
司

ン
tf

の

事

ち+h
 

開宮慰元

q
L

、，、。
が
は
、
「
消
費
税
引
き
上
げ
一
問
抑
制

一
日
干

偽
情
同

実
施
ま
で
あ
と
二
年
半
あ
り
ま
一

nh臨
叫
悦

t

す
。
こ
ん
な
に
み
ん
な
が
反
対
一
官
会
?
割
引

し
て
い
る
襲
警
霊
主
げ
一

u
n
u
洋

一V
R
U
M
吊

T

る
な
ん
て
、
勝
手
な
こ
と
盟
三
一r
弘
氏
太

せ
な
い
。
ま
し

τゃ
、
そ
れ
を
一
h
机
窃
内
田
北

実
施
前
に
見
直
レ
す
る
な
ん
て
一

i
i巴
泊

性

震
基
霊
堂
な
い
。
私
一

J
呼
地

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
一

ι九
寺

い
け
れ
ど
、
確
実
な
一
票
が
あ
一
，

L
正
司

り
ま
す
。
公
約
一
を
平
気
で
破
る

一
-
E・
E
・
医
邑

政
治
家
は
絶
対
墾
宮
に
出
さ
な
一
人
補
償
」
「
再
発
防
止
」
の
四
す
る
」
の
談
話
を
発
表
し
て
い

い
さ
つ
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
一
点
に
凝
縮
さ
れ
い
安
J

。
ど
の
段
る
。

っ
て
廃
止
さ
せ
よ
う
で
は
あ
一
階
も
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
が
、
一
体
、
誰
が
政
府
な
の
か
。

り
ま
せ
ん
か
」
と
、
熱
を
込
め
一
特
に
個
人
補
償
@
決
着
は
Y
X
J

首
相
や
外
相
の
宮
諜
が
実
現
さ

て
訴
え
た
。
一
な
る
乙
と
か
、
先
が
案
じ
ら
れ
れ
な
い
仕
組
み
に
主
権
者
と
し

「
『
税
制
改
革
同
法
案
』
な

一

る

。

て

憤

り

を

感

じ

る

。

縄

国

の

ハ

ど
と
い
う
の
が
消
費
税
の
ア
ッ
一
私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ル
モ
ニ
た
ち
ゃ
挺
対
協
は
国
際

プ
の
と
と
で
、
ま
さ
か
自
分
の
一
ダ
が
、
日
系
人
の
戦
時
下
強
制
常
按
仲
裁
裁
判
所

(
P
C
A
)

生
活
に
重
大
に
か
か
わ
っ
て
く
一
収
容
問
題
解
決
に
示
し
た
方
法
に
持
ち
込
む
乙
と
に
決
定
し
、

る
と
と
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
一
(
大
統
領
な
ど
の
親
曹
と
二
万
国
際
法
檀
Z
家
安
員
会
(I
C
J
)

た
」
と
、
足
を
広
め
て
聞
い
て
一
ド
ル
の
個
人
補
切
に
見
習
う
も
日
本
政
府
に
勧
告
し
て
い

く
れ
た
六
十
代
の
主
婦
が
怒
っ
一
よ
A
4主
張
し
て
き
た
が
、
政
府
る
。

て
話
し
て
行
っ
た
。
「
選
挙
つ
一
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
や
戦
後
貴
信
を
果
た
さ
な
い
で

て
大
事
ね
」
と
言
い
表
U
て
。
一
一
一
国
間
協
定
で
解
決
済
み
と
言
安
全
保
障
常
任
理
事
国
入
り
H

消
費
税
を
な
く
す
会
は
、
い
ま

一
ぅ
。
し
か
し
問
題
の
特
殊
性
は
政
治
大
国
を
め
ざ
す
よ
り
、
人

燃
え
に
燃
え
て
い
る
。
「
消
費
一
認
め
て
、
民
間
基
金
宇
勇
り
見
権
大
国
に
な
っ
て
国
際
社
会
で

税
を
廃
止
で
き
る
国
会
を
つ
く
一
舞
金
と
し
た
い
と
の
一
栂
憩
が
た
名
者
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と

る
つ
。
全
国
で
百
万
人
の
会
員
一
て
ち
れ
て
い
る
。
い
う
の
が
、
大
方
の
国
民
H
主

に
し
よ
う
と
」
と
広
く
入
会
を
一
か
つ
て
村
山
首
相
は
社
会
党

権
者
の
願
い
な
の
で
は
な
い
か
。

呼
び
か
貯
て
い
る
。
一
委
員
長
時
代
の
六
月
六
日
の
集
少
く
と
も
私
は
そ
う
考
え
、
自

3
5
i
s
s
i
s
s
s
g
i
g
i
g
s
i
i
j
S
3
5
3
-会
で
、
戦
後
補
償
実
現
に
努
力
分
の
仕
事
実
事
務
め
を
果

1
1
11
li
l
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
I
l
l
i-
-
l
l
1
1
11
1
1
11
1
J

す
る
と
公
言
し
た
。
河
野
外
相
た
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

謝

罪

と

個

人

補

償

を

(

「

膿

婦

」
)
一

は
襲
内
閣
の
官
房
長
官
の
と
非
力
ゆ
え
、
一

3
2

1

1

1

1

1

1

I

l
l
i-
-ー
し

き
、
調
査
一
資
料
の
発
表
に
あ
た
書
す
る
高
の
こ
と
に
力
が

の
だ
が
、
最
近
は
他
の
パ
イ
シ
り
、

「
心
身
に
わ
た
り
癒
し
が
及
ば
な
い
。
し
か
し
我
が
国
の

ュ
ン
閥
題
と
同
様
、
ま
た
当
た
た
い
傷
を
負
わ
れ
た
す
べ
て
の
法
制
は
女
性
の
性
を
人
権
と
み

広
志
い
こ
と
に
な
り
そ
う
と
思
方
々
に
心
か
ら
お
艶
び
と
反
省
な
さ
い
薗
が
多
々
あ
る
。
法
改

う
さ
ヲ
に
な
っ
た
。
強
制
「
軍
の
気
持
を
申
し
上
げ
る
O
i
-
-
正
に
は
多
く
の
力
脊
必
要
と
す

隊
慰
安
田
口
問
題
の
解
決
は
、
同
じ
過
相
手
繰
り
逗
さ
な
い
と
る
。
主
権
者
の
結
集
を
お
願
い

「
事
実
柏
町
賊
」
「
脳
罪
」
「
個
い
う
闘
い
決
意
を
改
め
て
表
明
し
た
い
。

バ
シ
4
口
に

コ
ば
ー
も
が

これはもう、走る精密機械だ。

コンパクトが凄い、新発想ミニRV。
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( 6) 

く
気
力
も
失
せ
て
し
ま
っ
て
い
と
し
て
流
入
。
技
術
や
学
歴
も
済
に
移
行
す
る
途
中
だ
が
、
今
よ
る
市
民
運
動
だ
」
と
語
レ
、
し
て
改
正
運
動
が
進
め
A
れ
て
は
い
う
も
の
の
、
何
も
な
い
日

た
が
、
教
育
に
よ
っ
て
変
化
し
な
い
。
就
職
で
き
る
の
は
工
場
や
草
壁
ハ
O
実
業
。
牟
つ
神
奈
川
県
逗
子
市
の
「
池
子
の
い
る
。
「
置
は
夫
婦
別
姓
だ
本
と
し
て
は
羨
ま
し
い
限
り
。

つ
つ
あ
る
と
い
う
。
ア
ジ
ア
文
ぐ
ち
い
だ
が
、
工
場
の
労
働
条
た
め
に
売
春
や
露
后
商
で
働
殺
を
寺
る
運
動
」
と
、
民
衆
聞
が
、
内
容
は
手
は
父
親
の
姓
を
ま
た
、
レ
イ
プ
に
対
し
て
も
、

化
的
側
面
が
社
会
的
条
件
整
備
件
は
悪
く
、
や
が
て
女
性
は
性
く
。
強
姦
、
暴
力
が
楢
え
た
。
土
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
一な

「
ネ
継
ぐ
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
も
女
性
た
担
原
被
害
を
受
け
た
女

の
一
歩
み
も
塁
塁
、
働

ζ
E
産
業
に
情
刷
れ
て
い
く
人
が
多
い
社
会
福
祉
、
健
康
も
悪
化
し
て
グ
ロ
ス
産
パ
ナ
ナ
の
受
易
」
を
自
由
選
摂
制
に
す
べ
き
と
い
う
性
た
ち
の
支
援
運
動
に
力
を
入

す
る
女
性
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
と
台
湾
か
ち
報
告
さ
れ
た
。
外
い
る
。
「
人
を
様
牲
に
す
る
開
紹
介
し
た
。
動
き
が
あ
る
」
と
、
井
騒
士
の
れ
、
ア
ン
チ
・
レ
イ
プ
・
キ
ャ

し
て
い
る
と
と
が
共
薄
L
埼
へ
国

A
就
労
問
題
も
同
織
で
、
日
発
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
の
全
体
の
討
輪
で
は
、
市
民
連
カ
ン
・
キ
ウ
汁
ン
さ
ん
が
報
告
ン
ベ
l
ン
を
展
開
し
て
政
府
に

入
レ
で
、
補
助
的
定
剖
商
業
務
日
本
を
含
む
外
資
系
企
業
に
国
ち
れ
た
。
こ
れ
ち
の
陣
替
を
取
本
で
は
八
0
年
代
の
始
め
か
ら
意
見
が
高
ま
り
、
人
間
中
心
の
動
が
地
方
政
治
を
変
え
、
国
政
し
た
。

働
き
か
け
、
つ
い
に
九
四
年
十

に
押
じ
や
り
、
賃
金
、
昇
謹

・

内
法
を
無
視
す
る
と
と
ろ
が
多
り
除
く
た
め
に
、
女
性
自
身
が
噌
え
、
問
題
が
起
き
始
め
た
。
開
発
に
切
り
か
え
始
め
た
が
、
も
変
え
て
い
く
大
き
な
影
響
力
中
国
で
は
、
法
律
的
に
は
す
二
月
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

昇
格
を
差
別
。
女
性
の
一
賃
金
は
く
、
「
中
国
に
来
た
ら
、
中
国
積
極
的
に
労
働
運
動
に
参
加
す
恩
近
は
台
湾
、
香
港
、
韓
国
で
現
状
は
厳
し
い
」
と
い
う
。
彼
軒
持
主
主
話
し
合
い
マ
東
ア
ベ
て
男
女
平
等
だ
が
「
実
際
に
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
法
律
を
制

男
性
百
に
対
し

ω
7勿
で
、
の
法
律
室
守
っ
て
欲
し
い
」
と
る
と
と
が
大
切
だ
と
も
。
も
共
通
の
問
題
が
起
き
て
い
女
も
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ア
の
市
民
運
動
は
ジ
ャ
ン
ル
は
差
別
が
存
在
す
る
」

。
労
働
定
さ
せ
た
。
ま
た
、
マ
カ
オ

工
業
国
で
は
愚
低
」
と
報
告
。
替
え
た
。
開
発
に
よ
る
も
う
一
つ
の
影
て
、
シ
ェ
ル
タ
ー
や
支
授
組
織
、
の
必
要
性
を
強
翻
し
た
。

を
越
え
情
報
を
交
換
、
連
帯
す
者
の
募
集
が
H

男
の
デ
だ
つ
か
ら
は
暴
力
を
受
け
な
い
た
め

日
本
に
続
く
新
興
工
業
国
韓
労
働
現
場
を
離
れ
て
家
に
帰
趨
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
格
差
国
を
越
え
た
国
際
i

一早
ッ
ト
ワ
l
女
性
に
、
そ
レ
て
人
聞
に
優
る
マ
女
性
は
あ
Rdゆ
る
市
民
運
た
り
、
男
女
を
募
壊
し
で
も
、
に
は
「
女
性
が
人
間
と
レ
て
扱

固
か
ら
も
、
「
八
九
年
に
男
女
る
と
、
東
ア
ジ
ア
全
域
に
共
通
を
生
み
だ
し
た
乙
と
だ
。
国
と
ク
の
必
要
性
も
述
べ
5
れ
た
。
し
い
開
発
|
|
開
発
の
オ
ル
タ
動
に
積
極
的
に
参
加
、
女
性
の
女
の
点
数
を
高
く
設
定
す
る
な
わ
れ
る
教
育
や
、
問
題
解
決
の

雇
用
懲
E

均
等
法
が
改
E
さ
れ
し
て
い
る
の
が
女
性
の
役
割
が
園
、
都
市
と
農
村
と
い
う
風
に
。

衝
事
を
受
り
た
の
は
モ
ン
ゴ
ナ
テ
ィ
プ
・
モ
デ
ル
を
と
っ
作
視
点
で
方
針
決
定
に
参
画
す
る
ど
の
差
別
が
見
ち
れ
る
。
モ
ン
た
め
の
ト
レ
!
日
一
ン
グ
|
|
男

た
が
、
女
性
の
賃
金
は
男
性
の
恩
街
に
毎
え
ら
れ
て
い
る
と
飽
か
さ
を
求
め
て
、
ま
た
開
発
ル
の
パ
チ
ョ
ナ
ム
さ
ん
の
「
誰
っ
て
い
く
か
、
北
京
へ
向
り
穴
ー
ー
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
提
言

ゴ
ル
は
「
就
職
は
最
後
。
り
れ
性
は
、
暴
力
以
外
の
表
現
を
F

m係
。
労
働
現
場
で
も
差
別
さ
と
勾
日
本
で
一
吉
う
性
別
役
割
に
よ
っ
て
生
活
包
場
を
失
っ
た
の
た
め
の
開
発
か
」
と
い
う
一
言

き

な

錬

題

が

残

さ

れ

た

。

室

主

め

た

。

ど

癖

雇

は

い

つ

も

一
番
告
と
、
l
l
m
v
必
要
性
」
が
提
案
さ
れ

れ
て
い
る
」

。
代
表
的
な
例
が
分
業
で
あ
る
。
歪
の
た
め
台
湾
な
ど
と
、
理
由
は
さ
ま
ざ
古
お
」
禁
だ
っ
た
。
モ

ン

ゴ

ル

は

中

央

「

女

性

と

法

律

」

で

は

、

大

国

内

の

女

性

の

状

況

を

コ

メ

ン

た

。

「
女
性
銀
行
員
制
度
」
で
政
府
で
は
、
女
性
が
社
会
に
出
て
働
が
、
農
村
か
ら
都
市
に
労
働
者
集
梅
的
針
画
経
済
か
ら
市
場
経
脇
雅
子
さ
ん
が
、
日
本
の
女
性
ト
、
参
加
者
か
ら
「
ど
と
も

一

次
い
で
、
概
論
が
白
熱
し
た

を
巻
き
込
む
闘
争
が
起
っ
た
o

'

I

l

i

z

-

-

，

l

l

，

・

・

ー

・

の
法
的
地
位
、
法
律
上
の
女
性
緒
」
金
酉
が
も
れ
た
o
の
が
「
人
身
売
買
・
売
買
春
」
。

そ

れ

は

さ一
銀
行
が
同
じ
学

曽

骨

罰

剖

界

、

t
h
o
こ
閣
民
指
虫
、
陸
ZUH--

置
に
つ
い
て
霊
し

2
報
告
後
、
昔
、
地
域
で
女
各
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
善
完

堅

男

華

麗

司

女

性

芸

a
f
R
E
て
d
n
f剖
仰

F
'
b
-酒
ロ

n

霊

で

は
I
L
O
-
実
義
信
す
る
法
律
を
見
直
し
て
住
民
族
の
女
性
た
票
、
書

口
業
務
」

。
男

性

は

「

蛍

業

と

の

批

准

を

薗

福

レ

、

さ

ま

ざ

ま

い

く

。

女

性

の

人

格

を

す

べ

て

を

す

る

女

性

た

相

互

主

体

の

三

O

語
長
持
説

政
治
参
画
へ
積
極
的
行
動
を

都
討
作
河
川
百
諮
見
詰
郡
山
建
計
誌
の
れ

ん

女

性

は

給

料

も

差

別

さ

れ

鴇

固

で

は

、
一
九
四
五
年
に
律
関
係
者
の
三
者
が
手
を
組
ン
プ
ル
の
借
金
の
返
済
の
た
め

た
。
乙
れ
に
組
合
が
露
し
、
寸
|判

汁
|
判

引
l
l川
パ
l
p
M
引
|
|
制
」

同
様
、
県
ア
ジ
ア
地
域
の
多
く
置
か
ら
出
さ
れ
も
毘
代
憲
法
を
制
定
し
た
が

w
伝
み
、
積
極
的
こ
祈
た
な
立
喜
に
体
を
売
ら
ざ
る
を
得
な
い
番

苦
門
で
の
差
別
山
排
除
す

戸

川

叫

河

川

円

四

川

凶

川

」

で

重

K

さ
ら
に
市
民
平
一
白
団
体
;
と
法
律
の
霊
号
、
動
奪
三
乏
偉
関
係
者
港
の
主
婦
た
ち
、
そ
し
て
、
米

る
乙
と
に
成
功
し
た
が
、
政
府
〈
女
性
と
政
治
〉
分
科
会
は
国
2

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う

開

発

女

性

〈
開
発
と
女
性
〉
(
座
長
・

ま
ず
労
働
現
場
を
見
る
と
、

日
一
井
よ
礼
子
H
日
本
、
田
淑
刷
H

女
性
が
働
き
続
け
に
く
い
条
件

1
中
国
)
で
は
、
「
女
性
と
労
働
」
が
い
く
つ
も
あ
る
、

一
つ
は
女

弓
一

「農
・
漁
村
女
性
」
「
環
境
と
性
の
労
働
市
場
が
限
定
さ
れ
て

引
一
公
喜
O
D
A
-
企
業
進
出
・

い
て
従
来
か
ら
女
性
定
事

正一
償
務
問
題
」
の
四
つ
り
分
野
を
と
さ
れ
て
き
た
範
囲
の
仕
事
に

日
一

取
り
よ
げ
た
が
、
各
国
か
ち
の
レ
か
っ
け
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、

空

著
者
が
多
く
(
そ
れ
は
問
題
労
働
条
件
の
恵
三
型
金
、

9
一点
も
多
い
こ
と
な
の
だ
が
)
ほ
昇
進

・
昇
格
差
司
労
働
一
重

1
一と
ん
ど
討
論
す
る
時
闘
が
持
て
が
悪
い
た
め
健
康
が
破
摺
さ
れ

一な
か
っ
た
の
が
残
念
と
い
う
思
た
り
職
業
病
や
労
働
災
害
に
よ

一い
が
残
り
、
座
長
の
田
さ
ん
が
る
被
膏
も
大
き
い
。

一
「
と
の
続
き
は
北
京
で
話
し
ま
戦
後
、
日
本
が
急
速
に
経
済

一し
よ
う
」
と
呼
び
か
ゆ
た
。
発
展
で
き
た
の
は
、
日
本
型
経

一

乙
の
分
科
会
の
四
十
六
人
の
嘗
(
年
功
序
列
、
終
身
雇
用
、

一報
告
は
、
六
O
牟
、
七
O
年
、
企
業
別
治
組
)
と
女
性
差
別
だ

一八
O
年
と
時
間
の
差
と
そ
あ
と
雷
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
報

一れ
、
急
速
な
開
発
・
経
済
発
展
告
者
・
高
木
澄
子
さ
ん
は
、
「
女

一を
続
け
る
ア
ジ
ア
。
そ
の
中
で
性
は
M
型
雇
肩
で
、
基
本
的
な

一多
く
の
女
性
が
労
働
市
場
に
参
権
利
も
な
く
、
低
賃
金
で
、
景

一入
し
た
が
、
経
済
優
先
の
開
発
気
に
よ
っ
て
簡
単
に
解
雇
で
き

一は
労
働
現
場
で
も
、
家
庭
に
お
る
パ
l
ト
労
働
者
、
派
遣
労
働

一い
て
も
女
性
た
ち
に
多
く
の
負
者
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

一但
が
強
い
民
粍
て
い
る
と
台
を
長
期
に
働
き
続
吃
A

町、コ主
9
る

u
Z
浮
き
彫
り
に
し
た
。

女
性
に
は
コ
l
ス
別
管
理
を
導

新人婦 〈日曜日〉

と

国~ (簡3種郵便物院可)安奇号 f、来斤匹胃

f 会議に陶砂てS)~~北京世界女性
開会式で経過を鋭明する

松井やより運官費員畏
10月30日号では伝えきれなかった、行動計画にまとまるまでの各分和会での話しあいの模様を
紹介する。フ才ーラムには 7力国 (地主主)が参加した。中国14人、韓国45人、モンゴJt-7人、
台湾16入、香港8入、マ力オ 4人。北朝鮮の参加がなかったのは残念だが、海外から94人。日本
の移加者は約600人。熱い話しあいを行い、東アジアのフェミ=ズムを高らかに拒った。

「東アジア女性フ才 ラムJは、昨年，0月20白から22日まで神奈川県・江の島のかながわ女性セ
ンターで開かれた (全国婦人新聞例年10月30日号望書照)。 第 4回世界女性会強へ向けての、東アジ
アの女性たちの初めての会議である。国境の壁、国情の違いを乗りこえて女たちは、共通の患いを

熱〈語り連帯を誓った。話しあいは118の行動計画 (8p参照)に結実 した。この計画は国連本部1;:
報告され、 '95第 4回世界女世会議 (北京)に反映される。

躍翠

+
u
A

俳
江

八
女
性
と
人
権
〉
の
分
科
会

は
、
「
女
性
へ
の
暴
力
」
「
人

身
売
買
と
売
買
春
」
「
家
族
と

切
高
齢
化
社
会
」
「
女
性
と
生
殖

ふ

の
権
利
」
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
(
被

、
e
k
s

差
別
)
女
性
」
の
五
つ
の
セ
ッ

‘
シ
ョ
ン
で
一
栂
成
。
女
性
問
題
の

sih
中
で
も
援
奪
回
的
、
し
か
も
、

計

北
芸
音
機
で
中
心
的
課
題
と
な

℃

る
だ
ろ
マ
と
z

一吉
わ
れ
て
い
る
チ

、
考

6ぎ

渉

、明

司弘、
ゐ

通駅 (左)の人も大活掴

'
A
m
 

安
…

て

オ

同

一昨
唱
F

B

向性問
問
女
間

女

F
-出
叩

界
づ
A
町

一
一
ジ
紘

一一ア一日

E

東
叫

状
況
が
あ
る
が
、
台
湾
も
中
国

も
対
決
で
な
く
対
話
を
望
ん
で

い
る
」

。

非
震
装
平
和
の
一
意
見
が
圧
倒

的
な
中
で
中
国
の
張
静
さ
ん

は
、
中
国
が
軍
将
U
て
い
る
こ

崎

と

審
議
閥
、
す
べ
て
に
平
和
的

μ

女

性

と

戦

争

・

平

和

ア
ジ
ア
の
声
は
反
映
さ
れ
ず
、
つ
づ
い
て
行
わ
れ
た

「
平
和

解
決
を
と
い
品
、
「
防
衛
の

+
柳
誠

I
l
-
-
i
t
a
l
i
--
-
1
I
l
l
i
-
-

回
宜
人
に
ア
ジ
ア
へ
の
加
替
の
を
創
る
(
核

・
基
地
・

p
k
た
め
の
一
軍
事
力
は
必
要
で
は
な

時
間
〈
女
性
と
戦
争
・
平
和
〉
の
を
発
表
。
一
九
九
O
年
、
警
自
覚
が
少
ど
と
い
う
意
見
が
O
)
」
で
は
、
日
本
の
墾
暑
い
か
」
と
い
う
。
同
時
に
、
中

十

音
険
料
会
は
、
は
り
つ
め
た
ム
1
協
が
日
本
政
府
に
提
出
し
た
七
出
る
と
、
ド
午
ツ
人
の
出
席
者
の
高
里
鈴
代
さ
ん
が
、
華
瑠
の
国
が
乙
の
数
日
前
に
核
実
験
を

治
ド
が
流
れ
て
い
た
。
『
日
本
が
つ
の
要
求
①
日
本
政
府
が
慰
安
か
ら
「
ド
イ
ツ
で
も
全
部
解
決
島
・
沖
縄
の
状
況
を
語
り
な
が
し
た
の
は
大
変
残
念
と
い
い

一一件

い

事

ゅ

耐

か
つ
て
乙
の
地
域
で
植
民
地
支
婦
と
し
玄
朝
鮮
女
性
を
連
行
し
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
ち
、
白
迷
安
保
条
約
を
撤
廃
レ
、

「国
民
と
し
て
政
府
を
監
視
す

」
e

抑

聖
書
侵
略
て
女
性
た
ち
た
こ
と
を
認
め
事
す
べ
て
を
i
」
と
前
置
き
し
な
が
ち
「
金
霊
筆
和
の
日
本
に
厚
て
る
た
め
に
男
し
た
い
」

。
N

」

e
に
針
り
知
れ
な
い
苦
痛
を
も
た
習
か
に
す
る
霊
式
樹
君
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
人
の
の
高
を
寄
っ
。
韓
国
の
報
告
G
O
と
い
っ
て
も
政
府
と
一
体

ペヶ

r

e

.

5
し
た
歴
皐
(
開
会
式
で
松
慰
霊
碑
を
翠
与
事
生
存
者
、
考
え
が
変
わ
ら
な
い
と
。
教
育
は
「
閉
罷
斐
島
の
一
分
断
に
日
本
の
さ
つ
に
思
わ
れ
が
ち
な
中
国

U

5

4

井
や
よ
り
実
行
委
・
運
営
委
員
遺
族
に
補
償
⑥
歴
更
教
育
⑦
賓
が
大
切
だ
」

の
責
任
は
大
き
い
o
朝
鮮
戦
争
の
'藍
団
体
だ
が
、
張
さ
ん
は

品

ト
鳴
長
の
経
百
盟
主
旨
説
明
よ
り
)
と
任
者
の
処
罰
ー
ー
に
つ
き
る
活
発
な
討
論
を
受
o
f
h座
長
で
百
万
人
の
縦
散
家
族
が
出
「
民
を
以
て
宮
を
促
す
」
と
い

ト
E

令

A

ふ

ま
と
も
に
立
ち
向
う
テ
ー
マ
だ
が
、
な
に
一
つ
実
現
し
て
な
い
。
の
申
原
道
子
さ
ん
が
「
あ
の
戦
た
。
私
も
家
族
薪
迂
に
白
い
て
う
言
葉
を
紹
介
、
中
国
の
民
間

一
』
ゐ
駆
け

~Jったか色
だ
o
第
一
セ
y
シ
ョ
問
題
は
日
本
が
雲
の
犯
罪
を
争
が
露
戦
争
で
あ
っ
た
乙
と
い
ま
土
と
な
ま
な
ま
し
い
現
在
た
事
大
い
に
警
固
し
て

~ι
ネ
ン
「
従
軍
事
な
ど
の
戦
争
鼠
め
よ

2
し
な
い

Eで
あ
は
明
白
で
あ
り
、

H

雲
炉
実
に
会
場
は
緊
張
。
冷
戦

・
箪
い
き
喜
ア
。
?
と
た
。

ι

υ

z
J
L
貨
任
問
題
」
。
塁
の
報
告
(
鈴
る
。
日
本
人
の
中
に
は
、
戦
争
は
天
皇
の
軍
の
た
め
の
襲
毅
霊
権
下
、
民
衆
は
ひ
ど
い
自

己
の
あ
と
守
る
た
め
の
武
力

一
、
、

rゎ
険
Y
E
』

木
裕
子
さ
ん
)
は
「
日
本
の
戦
の
目
的
は
よ
か
っ
た
と
H

大
東
で
あ
っ
た
」
戸
話
び
、

一
人
ひ
に
あ
っ
た
。
米
軍
に
よ
る
性
裂
は
必
要
か
と
い
う
こ
と
に
瞭
輪

A

j

iE
争
責
任
、
戦
略
橋
償
問
閣
で
、
亜
共
栄
圏
H

霊
だ
信
じ
て
い
と
り
へ
の
謝
一
キ
個
人
補
償
を
力
の
問
題
も
あ
る
。
そ
し
て
今
は
す
す
み
、
「
相
手
を
信
じ
な

ぺ

f

品

援
事
問
題
単
語
な
る
人
も
い
る
、
と
鋭
く
迫
円
高
骨
子
と
し
た
行
動
綱
領
(
8
P
も
防
衛
費
は
G
N
P
の
三
O

い

4
P
で
は
需
が
増
え

弘

一

位
置
を
占
め
て
お
り
、
最
大
の
決
の
道
は
、
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
参
照
)
を
決
め
た
。
こ
の
中
に
傷
。
乙
の
費
用
を
福
祉
に
使
え
結
局
軍
備
は
増
大
す
る
。
核
を

を

一

性
暴
力
問
題
」
「
こ
の
問
題
が
と
の
書
露
だ
。
題
協
は
は
、
民
間
募
金
樋
想
で
決
着
へ
ば
す
ば
ら
し
い
社
会
に
な
る
持
っ
て
い
る
と
と
が
犯
罪
」
と

.

.

 

義
一
究
明
さ
れ
ず
犯
罪
と
レ
て
一
裁
か
国
際
仲
裁
々
判
所
へ
提
訴
す
る
の
動
き
が
急
な
と
き
、
一
刻
も
と
い
う
。
そ
し
て
「
H

北
京
M

い
う
意
見
に
、
張
さ
ん
も
「
骸

圃

'

い

れ
玄
」
な
か
っ
た
結
果
、
害
程
を
す
す
め
て
い
る
o
国
際
更
轟
安
と
い
皇
室
で
一
語
北
の
女
性
が
一
し
ょ
に
廃
絶
は
大
賛
成
」
0

結
局
、
行

.
贋

辺

唄
ア
ジ
ア
の
女
性
を
主
対
象
と
す
的
連
帯
で
応
録
し
て
ほ
し
い
」
映
し
、
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
踊
り
た
い
。
日
本
人
に
軍
事
大
動
綱
領
を
『
軍
縮
を
強
力
に

-

-

一
る
人
身
売
買
、
強
制
売
春
が
現
と
訴
え
た
。

意
見
広
告
を
出
す
こ
と
O

M
慰
固
化
を
め
ぎ
、
有
事
守
活
に
反
推
進
し
、
ア
ジ
ア
を
非
核
、
非

崎
玲

L

一
在
も
残
っ
た
。
過
去
の
問
題
で
出
席
者
か
ら
「
日
本
が
戦
後
安
婦
。
問
題
に
責
任
を
と
ち
な
対
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

武

装
地
楕
と
す
る
』
『

す
ベ

一

:

ー義
一
な
く
現
代
の
女
性
問
題
で
あ
責
任
を
は
た
さ
な
い
限
り
、
安
い
限
り
日
本
政
府
の
常
任
理
事
そ
し
て
、
と
も
に
ア
ジ
ア
か
ら
て
の
紛
争
争
話
し
合
い
で
解
決

，

一

る
」
と
い
う
O

H

慰
安
婦
μ

は
保
理
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
。
国
入
り
に
反
対
す
る
署
名
運
動
米
軍
基
地
の
撤
去
を
」
と
力
強
さ
せ
る
た
め
に
行
動
す
る
』
と

t
1
1
1t
IL

天
皇
の
軍
隊
に
よ
る
国
家
犯
罪
仲
裁
裁
判
に
応
じ
ろ
と
い
う
こ
を
行
う一
、

な

吉

具

体

的

な

行

動

く

訴

え

た

。

い

う

言
葉
に
す
る
と
と
で
一
意
見

る
力
を
つ
け
る
と
と
が
大
切
。
で
あ
り
、
と
れ
を
生
ん
だ
の
は
と
の
こ
点
を
東
ア
ジ
ア
フ
ォ
l
も
入
っ
て
い
る
。
詰
湾
代
表
は
「
韓
国
に
似
た
が
一
致
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
急
日
本
に
あ
る
根
強
い
女
時
へ
っ
ラ
ム
と
し
て
き
ち
っ
と
え
れ
る

空
「
筒
音
を
き
ち
ん
と
夏
、
公
娼
制
を
許
し
た
土
ベ
需
」

「
民
間
募
金
に
よ
る

圃

境

、

思

想

を

越

え

て

さ
せ
、
知
る
権
利
を
」
と
い
っ
襲
、
緋
損
愛
国
主
義
で
あ
る
。
見
舞
金
は
当
事
者
た
主
再
び

IIEF，
td引
4
T
，-4
月

・

た
握
奮
が
出
、
「
重
な
テ
ク
そ
し
て
日
本
政
府
議
後
初
侮
辱
す
る
と
と
だ
」
と
一
強
い
意

シ

ス

タ

ー

フ

ッ

ド

の

連

帯

ノ
ロ
ジ
l
、
科
学
技
術
の
発
展
債
を
避
け
る
の
は
、
園
内
外
の
見
が
相
つ
ぐ
。
と
の
問
題
に
対

必

の
申
で
、
本
来
ア
ジ
ア
に
あ
っ
未
処
湿
の
補
償
問
題
の
噴
出

か
慰
安
婦
。
は
国
家
の
犯
罪

非
核
非
武
装
の
ア
ジ
ア
を

共
通
す
る
消
費
文
明
幻
想

国

と

1995年 1月 1日(7 ) 
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人と人とめつ怠がりを:大切に

女
性
の
作
り
手
の
養
成
を
，
J

芝
居
。
い
ま
盛
ん
に
行
わ
れ
て

+

訊

静

江

守

λ

I

l

l

l

h

い
る
の
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

』包

〈
女
性
と
文
化
V
教
育
、
メ
文
明
が
流
れ
乙
み
、
メ
デ
ィ
ア
(
女
性
問
題
等
)
」
な
ど
、

4
.
一デ
ィ
ア
、
宗
教
と
い
う
咽
広
い
は
豊
か
な
幻
惣
を
流
し
つ
づ
け
日
本
に
も
通
じ
る
状
況
を
報

一テ
!
?
を
四
時
間
の
枠
で
行
う
て
い
る
」
と
い
う
、
東
ア
ジ
ア
告
、
関
心
を
よ
ん
戸
」
。

一の
は
た
だ
で
さ
え
む
ず
か
レ
地
域
共
通
の
現
象
が
あ
る
こ
と
ま
た
、
香
港
か
ら
は
、
女
性

一
い
。
し
か
も
女
性
の
織
字
串
の
が
は
っ
き
り
し
た
。
の
財
産
傾
で
男
女
差
別
が
あ
る

一向
上
が
大
問
題
の
中
同
等
と
、
暢
園
は
「
十

σ年
代
か
ら
民
乙
と
が
わ
か
り
土
地
の
大
地
主

一
そ
の
あ
た
り
の
問
題
は
な
い
主
化
運
動
が
進
み
、
友
性
運
動
に
対
す
る
女
た
ち
の
抗
機
運
動

一が
、
ま
だ
ま
だ
教
育
や
メ
デ
ィ
も
活
発
に
な
り
、
芸
術
運
動
も
が
お
こ
り
、
テ
レ
ビ
の
報
道
で
、

一
ア
に
残
る
性
差
別
の
意
識
が
残
始
っ
た
。
七
Q
牢
代
末
か
色
、
香
港
以
外
の
国
に
も
報
R

姿
三
札

一
る
日
本
や
鴨
園。

宗
教
が
大
聞
大
学
で
女
性
学
の
講
義
が
行
わ
大
き
な
反一
磁
を
亭
ん
だ
こ
と
を

一
題
に
な
る
国
々
と
、
乙
の
薗
に
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
、
ア
テ
レ
ビ
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
な
が

一
は
鈍
崎
な
日
本
。
か
を
の
う
の
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
女
性
雑
誌
が
ニ

色
説
明
。
「
置
暑
は
男
女
平
等

一
が
大
変
で
、
議
論
が
は
ず
台
こ
っ
、
週
刊
の
女
性
新
聞
が

一
つ
の
国
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に

一
ろ
は
時
間
切
れ
と
い
う
も
ど
か
発
行
さ
れ
て
い
る
。
九
O
牢
代

・
」
と
み
な
憤
慨
し
、
男
女
差

一
し
さ
が
残
っ
た
。
に
入
っ
て
女
性
運
動
も
再
編
成
別
が
大
い
に
話
し
あ
わ
れ
る
よ

一

し
か
し
、
そ
の
中
で
「
偶
数
期
に
入
っ
て
い
る
。
女
性
の
文
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

〉
一

的
家
父
長
的
文
忠
色
濃
く
残
化
運
動
で
は
、
最
初
に
や
っ
た
「
マ
ス
コ
ミ
議
略
と
し
て
使

回一

る
な
か
、
急
激
に
西
欧
的
消
費
の
が
パ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
い
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
運
動
を
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か
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。

へ
ア
マ
ニ
キ
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長
持
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る
。
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だ
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く
気
力
も
失
せ
て
し
ま
っ
て
い
と
し
て
流
入
。
技
術
や
学
歴
も
済
に
移
行
す
る
途
中
だ
が
、
今
よ
る
市
民
運
動
だ
」
と
語
レ
、
し
て
改
正
運
動
が
進
め
A
れ
て
は
い
う
も
の
の
、
何
も
な
い
日

た
が
、
教
育
に
よ
っ
て
変
化
し
な
い
。
就
職
で
き
る
の
は
工
場
や
草
壁
ハ
O
実
業
。
牟
つ
神
奈
川
県
逗
子
市
の
「
池
子
の
い
る
。
「
置
は
夫
婦
別
姓
だ
本
と
し
て
は
羨
ま
し
い
限
り
。

つ
つ
あ
る
と
い
う
。
ア
ジ
ア
文
ぐ
ち
い
だ
が
、
工
場
の
労
働
条
た
め
に
売
春
や
露
后
商
で
働
殺
を
寺
る
運
動
」
と
、
民
衆
聞
が
、
内
容
は
手
は
父
親
の
姓
を
ま
た
、
レ
イ
プ
に
対
し
て
も
、

化
的
側
面
が
社
会
的
条
件
整
備
件
は
悪
く
、
や
が
て
女
性
は
性
く
。
強
姦
、
暴
力
が
楢
え
た
。
土
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
一な

「
ネ
継
ぐ
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
も
女
性
た
担
原
被
害
を
受
け
た
女

の
一
歩
み
も
塁
塁
、
働

ζ
E
産
業
に
情
刷
れ
て
い
く
人
が
多
い
社
会
福
祉
、
健
康
も
悪
化
し
て
グ
ロ
ス
産
パ
ナ
ナ
の
受
易
」
を
自
由
選
摂
制
に
す
べ
き
と
い
う
性
た
ち
の
支
援
運
動
に
力
を
入

す
る
女
性
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
と
台
湾
か
ち
報
告
さ
れ
た
。
外
い
る
。
「
人
を
様
牲
に
す
る
開
紹
介
し
た
。
動
き
が
あ
る
」
と
、
井
騒
士
の
れ
、
ア
ン
チ
・
レ
イ
プ
・
キ
ャ

し
て
い
る
と
と
が
共
薄
L
埼
へ
国

A
就
労
問
題
も
同
織
で
、
日
発
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
の
全
体
の
討
輪
で
は
、
市
民
連
カ
ン
・
キ
ウ
汁
ン
さ
ん
が
報
告
ン
ベ
l
ン
を
展
開
し
て
政
府
に

入
レ
で
、
補
助
的
定
剖
商
業
務
日
本
を
含
む
外
資
系
企
業
に
国
ち
れ
た
。
こ
れ
ち
の
陣
替
を
取
本
で
は
八
0
年
代
の
始
め
か
ら
意
見
が
高
ま
り
、
人
間
中
心
の
動
が
地
方
政
治
を
変
え
、
国
政
し
た
。

働
き
か
け
、
つ
い
に
九
四
年
十

に
押
じ
や
り
、
賃
金
、
昇
謹

・

内
法
を
無
視
す
る
と
と
ろ
が
多
り
除
く
た
め
に
、
女
性
自
身
が
噌
え
、
問
題
が
起
き
始
め
た
。
開
発
に
切
り
か
え
始
め
た
が
、
も
変
え
て
い
く
大
き
な
影
響
力
中
国
で
は
、
法
律
的
に
は
す
二
月
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

昇
格
を
差
別
。
女
性
の
一
賃
金
は
く
、
「
中
国
に
来
た
ら
、
中
国
積
極
的
に
労
働
運
動
に
参
加
す
恩
近
は
台
湾
、
香
港
、
韓
国
で
現
状
は
厳
し
い
」
と
い
う
。
彼
軒
持
主
主
話
し
合
い
マ
東
ア
ベ
て
男
女
平
等
だ
が
「
実
際
に
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
法
律
を
制

男
性
百
に
対
し

ω
7勿
で
、
の
法
律
室
守
っ
て
欲
し
い
」
と
る
と
と
が
大
切
だ
と
も
。
も
共
通
の
問
題
が
起
き
て
い
女
も
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ア
の
市
民
運
動
は
ジ
ャ
ン
ル
は
差
別
が
存
在
す
る
」

。
労
働
定
さ
せ
た
。
ま
た
、
マ
カ
オ

工
業
国
で
は
愚
低
」
と
報
告
。
替
え
た
。
開
発
に
よ
る
も
う
一
つ
の
影
て
、
シ
ェ
ル
タ
ー
や
支
授
組
織
、
の
必
要
性
を
強
翻
し
た
。

を
越
え
情
報
を
交
換
、
連
帯
す
者
の
募
集
が
H

男
の
デ
だ
つ
か
ら
は
暴
力
を
受
け
な
い
た
め

日
本
に
続
く
新
興
工
業
国
韓
労
働
現
場
を
離
れ
て
家
に
帰
趨
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
格
差
国
を
越
え
た
国
際
i

一早
ッ
ト
ワ
l
女
性
に
、
そ
レ
て
人
聞
に
優
る
マ
女
性
は
あ
Rdゆ
る
市
民
運
た
り
、
男
女
を
募
壊
し
で
も
、
に
は
「
女
性
が
人
間
と
レ
て
扱

固
か
ら
も
、
「
八
九
年
に
男
女
る
と
、
東
ア
ジ
ア
全
域
に
共
通
を
生
み
だ
し
た
乙
と
だ
。
国
と
ク
の
必
要
性
も
述
べ
5
れ
た
。
し
い
開
発
|
|
開
発
の
オ
ル
タ
動
に
積
極
的
に
参
加
、
女
性
の
女
の
点
数
を
高
く
設
定
す
る
な
わ
れ
る
教
育
や
、
問
題
解
決
の

雇
用
懲
E

均
等
法
が
改
E
さ
れ
し
て
い
る
の
が
女
性
の
役
割
が
園
、
都
市
と
農
村
と
い
う
風
に
。

衝
事
を
受
り
た
の
は
モ
ン
ゴ
ナ
テ
ィ
プ
・
モ
デ
ル
を
と
っ
作
視
点
で
方
針
決
定
に
参
画
す
る
ど
の
差
別
が
見
ち
れ
る
。
モ
ン
た
め
の
ト
レ
!
日
一
ン
グ
|
|
男

た
が
、
女
性
の
賃
金
は
男
性
の
恩
街
に
毎
え
ら
れ
て
い
る
と
飽
か
さ
を
求
め
て
、
ま
た
開
発
ル
の
パ
チ
ョ
ナ
ム
さ
ん
の
「
誰
っ
て
い
く
か
、
北
京
へ
向
り
穴
ー
ー
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
提
言

ゴ
ル
は
「
就
職
は
最
後
。
り
れ
性
は
、
暴
力
以
外
の
表
現
を
F

m係
。
労
働
現
場
で
も
差
別
さ
と
勾
日
本
で
一
吉
う
性
別
役
割
に
よ
っ
て
生
活
包
場
を
失
っ
た
の
た
め
の
開
発
か
」
と
い
う
一
言

き

な

錬

題

が

残

さ

れ

た

。

室

主

め

た

。

ど

癖

雇

は

い

つ

も

一
番
告
と
、
l
l
m
v
必
要
性
」
が
提
案
さ
れ

れ
て
い
る
」

。
代
表
的
な
例
が
分
業
で
あ
る
。
歪
の
た
め
台
湾
な
ど
と
、
理
由
は
さ
ま
ざ
古
お
」
禁
だ
っ
た
。
モ

ン

ゴ

ル

は

中

央

「

女

性

と

法

律

」

で

は

、

大

国

内

の

女

性

の

状

況

を

コ

メ

ン

た

。

「
女
性
銀
行
員
制
度
」
で
政
府
で
は
、
女
性
が
社
会
に
出
て
働
が
、
農
村
か
ら
都
市
に
労
働
者
集
梅
的
針
画
経
済
か
ら
市
場
経
脇
雅
子
さ
ん
が
、
日
本
の
女
性
ト
、
参
加
者
か
ら
「
ど
と
も

一

次
い
で
、
概
論
が
白
熱
し
た

を
巻
き
込
む
闘
争
が
起
っ
た
o

'

I

l

i

z

-

-

，

l

l

，

・

・

ー

・

の
法
的
地
位
、
法
律
上
の
女
性
緒
」
金
酉
が
も
れ
た
o
の
が
「
人
身
売
買
・
売
買
春
」
。

そ

れ

は

さ一
銀
行
が
同
じ
学

曽

骨

罰

剖

界

、

t
h
o
こ
閣
民
指
虫
、
陸
ZUH--

置
に
つ
い
て
霊
し

2
報
告
後
、
昔
、
地
域
で
女
各
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
善
完

堅

男

華

麗

司

女

性

芸

a
f
R
E
て
d
n
f剖
仰

F
'
b
-酒
ロ

n

霊

で

は
I
L
O
-
実
義
信
す
る
法
律
を
見
直
し
て
住
民
族
の
女
性
た
票
、
書

口
業
務
」

。
男

性

は

「

蛍

業

と

の

批

准

を

薗

福

レ

、

さ

ま

ざ

ま

い

く

。

女

性

の

人

格

を

す

べ

て

を

す

る

女

性

た

相

互

主

体

の

三

O

語
長
持
説

政
治
参
画
へ
積
極
的
行
動
を

都
討
作
河
川
百
諮
見
詰
郡
山
建
計
誌
の
れ

ん

女

性

は

給

料

も

差

別

さ

れ

鴇

固

で

は

、
一
九
四
五
年
に
律
関
係
者
の
三
者
が
手
を
組
ン
プ
ル
の
借
金
の
返
済
の
た
め

た
。
乙
れ
に
組
合
が
露
し
、
寸
|判

汁
|
判

引
l
l川
パ
l
p
M
引
|
|
制
」

同
様
、
県
ア
ジ
ア
地
域
の
多
く
置
か
ら
出
さ
れ
も
毘
代
憲
法
を
制
定
し
た
が

w
伝
み
、
積
極
的
こ
祈
た
な
立
喜
に
体
を
売
ら
ざ
る
を
得
な
い
番

苦
門
で
の
差
別
山
排
除
す

戸

川

叫

河

川

円

四

川

凶

川

」

で

重

K

さ
ら
に
市
民
平
一
白
団
体
;
と
法
律
の
霊
号
、
動
奪
三
乏
偉
関
係
者
港
の
主
婦
た
ち
、
そ
し
て
、
米

る
乙
と
に
成
功
し
た
が
、
政
府
〈
女
性
と
政
治
〉
分
科
会
は
国
2

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う

開

発

女

性

〈
開
発
と
女
性
〉
(
座
長
・

ま
ず
労
働
現
場
を
見
る
と
、

日
一
井
よ
礼
子
H
日
本
、
田
淑
刷
H

女
性
が
働
き
続
け
に
く
い
条
件

1
中
国
)
で
は
、
「
女
性
と
労
働
」
が
い
く
つ
も
あ
る
、

一
つ
は
女

弓
一

「農
・
漁
村
女
性
」
「
環
境
と
性
の
労
働
市
場
が
限
定
さ
れ
て

引
一
公
喜
O
D
A
-
企
業
進
出
・

い
て
従
来
か
ら
女
性
定
事

正一
償
務
問
題
」
の
四
つ
り
分
野
を
と
さ
れ
て
き
た
範
囲
の
仕
事
に

日
一

取
り
よ
げ
た
が
、
各
国
か
ち
の
レ
か
っ
け
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、

空

著
者
が
多
く
(
そ
れ
は
問
題
労
働
条
件
の
恵
三
型
金
、

9
一点
も
多
い
こ
と
な
の
だ
が
)
ほ
昇
進

・
昇
格
差
司
労
働
一
重

1
一と
ん
ど
討
論
す
る
時
闘
が
持
て
が
悪
い
た
め
健
康
が
破
摺
さ
れ

一な
か
っ
た
の
が
残
念
と
い
う
思
た
り
職
業
病
や
労
働
災
害
に
よ

一い
が
残
り
、
座
長
の
田
さ
ん
が
る
被
膏
も
大
き
い
。

一
「
と
の
続
き
は
北
京
で
話
し
ま
戦
後
、
日
本
が
急
速
に
経
済

一し
よ
う
」
と
呼
び
か
ゆ
た
。
発
展
で
き
た
の
は
、
日
本
型
経

一

乙
の
分
科
会
の
四
十
六
人
の
嘗
(
年
功
序
列
、
終
身
雇
用
、

一報
告
は
、
六
O
牟
、
七
O
年
、
企
業
別
治
組
)
と
女
性
差
別
だ

一八
O
年
と
時
間
の
差
と
そ
あ
と
雷
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
報

一れ
、
急
速
な
開
発
・
経
済
発
展
告
者
・
高
木
澄
子
さ
ん
は
、
「
女

一を
続
け
る
ア
ジ
ア
。
そ
の
中
で
性
は
M
型
雇
肩
で
、
基
本
的
な

一多
く
の
女
性
が
労
働
市
場
に
参
権
利
も
な
く
、
低
賃
金
で
、
景

一入
し
た
が
、
経
済
優
先
の
開
発
気
に
よ
っ
て
簡
単
に
解
雇
で
き

一は
労
働
現
場
で
も
、
家
庭
に
お
る
パ
l
ト
労
働
者
、
派
遣
労
働

一い
て
も
女
性
た
ち
に
多
く
の
負
者
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

一但
が
強
い
民
粍
て
い
る
と
台
を
長
期
に
働
き
続
吃
A

町、コ主
9
る

u
Z
浮
き
彫
り
に
し
た
。

女
性
に
は
コ
l
ス
別
管
理
を
導

新人婦 〈日曜日〉

と

国~ (簡3種郵便物院可)安奇号 f、来斤匹胃

f 会議に陶砂てS)~~北京世界女性
開会式で経過を鋭明する

松井やより運官費員畏
10月30日号では伝えきれなかった、行動計画にまとまるまでの各分和会での話しあいの模様を
紹介する。フ才ーラムには 7力国 (地主主)が参加した。中国14人、韓国45人、モンゴJt-7人、
台湾16入、香港8入、マ力オ 4人。北朝鮮の参加がなかったのは残念だが、海外から94人。日本
の移加者は約600人。熱い話しあいを行い、東アジアのフェミ=ズムを高らかに拒った。

「東アジア女性フ才 ラムJは、昨年，0月20白から22日まで神奈川県・江の島のかながわ女性セ
ンターで開かれた (全国婦人新聞例年10月30日号望書照)。 第 4回世界女性会強へ向けての、東アジ
アの女性たちの初めての会議である。国境の壁、国情の違いを乗りこえて女たちは、共通の患いを

熱〈語り連帯を誓った。話しあいは118の行動計画 (8p参照)に結実 した。この計画は国連本部1;:
報告され、 '95第 4回世界女世会議 (北京)に反映される。

躍翠

+
u
A

俳
江

八
女
性
と
人
権
〉
の
分
科
会

は
、
「
女
性
へ
の
暴
力
」
「
人

身
売
買
と
売
買
春
」
「
家
族
と

切
高
齢
化
社
会
」
「
女
性
と
生
殖

ふ

の
権
利
」
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
(
被

、
e
k
s

差
別
)
女
性
」
の
五
つ
の
セ
ッ

‘
シ
ョ
ン
で
一
栂
成
。
女
性
問
題
の

sih
中
で
も
援
奪
回
的
、
し
か
も
、

計

北
芸
音
機
で
中
心
的
課
題
と
な

℃

る
だ
ろ
マ
と
z

一吉
わ
れ
て
い
る
チ

、
考

6ぎ

渉

、明

司弘、
ゐ

通駅 (左)の人も大活掴

'
A
m
 

安
…

て

オ

同

一昨
唱
F

B

向性問
問
女
間

女

F
-出
叩

界
づ
A
町

一
一
ジ
紘

一一ア一日

E

東
叫

状
況
が
あ
る
が
、
台
湾
も
中
国

も
対
決
で
な
く
対
話
を
望
ん
で

い
る
」

。

非
震
装
平
和
の
一
意
見
が
圧
倒

的
な
中
で
中
国
の
張
静
さ
ん

は
、
中
国
が
軍
将
U
て
い
る
こ

崎

と

審
議
閥
、
す
べ
て
に
平
和
的

μ

女

性

と

戦

争

・

平

和

ア
ジ
ア
の
声
は
反
映
さ
れ
ず
、
つ
づ
い
て
行
わ
れ
た

「
平
和

解
決
を
と
い
品
、
「
防
衛
の

+
柳
誠

I
l
-
-
i
t
a
l
i
--
-
1
I
l
l
i
-
-

回
宜
人
に
ア
ジ
ア
へ
の
加
替
の
を
創
る
(
核

・
基
地
・

p
k
た
め
の
一
軍
事
力
は
必
要
で
は
な

時
間
〈
女
性
と
戦
争
・
平
和
〉
の
を
発
表
。
一
九
九
O
年
、
警
自
覚
が
少
ど
と
い
う
意
見
が
O
)
」
で
は
、
日
本
の
墾
暑
い
か
」
と
い
う
。
同
時
に
、
中

十

音
険
料
会
は
、
は
り
つ
め
た
ム
1
協
が
日
本
政
府
に
提
出
し
た
七
出
る
と
、
ド
午
ツ
人
の
出
席
者
の
高
里
鈴
代
さ
ん
が
、
華
瑠
の
国
が
乙
の
数
日
前
に
核
実
験
を

治
ド
が
流
れ
て
い
た
。
『
日
本
が
つ
の
要
求
①
日
本
政
府
が
慰
安
か
ら
「
ド
イ
ツ
で
も
全
部
解
決
島
・
沖
縄
の
状
況
を
語
り
な
が
し
た
の
は
大
変
残
念
と
い
い

一一件

い

事

ゅ

耐

か
つ
て
乙
の
地
域
で
植
民
地
支
婦
と
し
玄
朝
鮮
女
性
を
連
行
し
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
ち
、
白
迷
安
保
条
約
を
撤
廃
レ
、

「国
民
と
し
て
政
府
を
監
視
す

」
e

抑

聖
書
侵
略
て
女
性
た
ち
た
こ
と
を
認
め
事
す
べ
て
を
i
」
と
前
置
き
し
な
が
ち
「
金
霊
筆
和
の
日
本
に
厚
て
る
た
め
に
男
し
た
い
」

。
N

」

e
に
針
り
知
れ
な
い
苦
痛
を
も
た
習
か
に
す
る
霊
式
樹
君
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
人
の
の
高
を
寄
っ
。
韓
国
の
報
告
G
O
と
い
っ
て
も
政
府
と
一
体

ペヶ

r

e

.

5
し
た
歴
皐
(
開
会
式
で
松
慰
霊
碑
を
翠
与
事
生
存
者
、
考
え
が
変
わ
ら
な
い
と
。
教
育
は
「
閉
罷
斐
島
の
一
分
断
に
日
本
の
さ
つ
に
思
わ
れ
が
ち
な
中
国

U

5

4

井
や
よ
り
実
行
委
・
運
営
委
員
遺
族
に
補
償
⑥
歴
更
教
育
⑦
賓
が
大
切
だ
」

の
責
任
は
大
き
い
o
朝
鮮
戦
争
の
'藍
団
体
だ
が
、
張
さ
ん
は

品

ト
鳴
長
の
経
百
盟
主
旨
説
明
よ
り
)
と
任
者
の
処
罰
ー
ー
に
つ
き
る
活
発
な
討
論
を
受
o
f
h座
長
で
百
万
人
の
縦
散
家
族
が
出
「
民
を
以
て
宮
を
促
す
」
と
い

ト
E

令

A

ふ

ま
と
も
に
立
ち
向
う
テ
ー
マ
だ
が
、
な
に
一
つ
実
現
し
て
な
い
。
の
申
原
道
子
さ
ん
が
「
あ
の
戦
た
。
私
も
家
族
薪
迂
に
白
い
て
う
言
葉
を
紹
介
、
中
国
の
民
間

一
』
ゐ
駆
け

~Jったか色
だ
o
第
一
セ
y
シ
ョ
問
題
は
日
本
が
雲
の
犯
罪
を
争
が
露
戦
争
で
あ
っ
た
乙
と
い
ま
土
と
な
ま
な
ま
し
い
現
在
た
事
大
い
に
警
固
し
て

~ι
ネ
ン
「
従
軍
事
な
ど
の
戦
争
鼠
め
よ

2
し
な
い

Eで
あ
は
明
白
で
あ
り
、

H

雲
炉
実
に
会
場
は
緊
張
。
冷
戦

・
箪
い
き
喜
ア
。
?
と
た
。

ι

υ

z
J
L
貨
任
問
題
」
。
塁
の
報
告
(
鈴
る
。
日
本
人
の
中
に
は
、
戦
争
は
天
皇
の
軍
の
た
め
の
襲
毅
霊
権
下
、
民
衆
は
ひ
ど
い
自

己
の
あ
と
守
る
た
め
の
武
力

一
、
、

rゎ
険
Y
E
』

木
裕
子
さ
ん
)
は
「
日
本
の
戦
の
目
的
は
よ
か
っ
た
と
H

大
東
で
あ
っ
た
」
戸
話
び
、

一
人
ひ
に
あ
っ
た
。
米
軍
に
よ
る
性
裂
は
必
要
か
と
い
う
こ
と
に
瞭
輪

A

j

iE
争
責
任
、
戦
略
橋
償
問
閣
で
、
亜
共
栄
圏
H

霊
だ
信
じ
て
い
と
り
へ
の
謝
一
キ
個
人
補
償
を
力
の
問
題
も
あ
る
。
そ
し
て
今
は
す
す
み
、
「
相
手
を
信
じ
な

ぺ

f

品

援
事
問
題
単
語
な
る
人
も
い
る
、
と
鋭
く
迫
円
高
骨
子
と
し
た
行
動
綱
領
(
8
P
も
防
衛
費
は
G
N
P
の
三
O

い

4
P
で
は
需
が
増
え

弘

一

位
置
を
占
め
て
お
り
、
最
大
の
決
の
道
は
、
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
参
照
)
を
決
め
た
。
こ
の
中
に
傷
。
乙
の
費
用
を
福
祉
に
使
え
結
局
軍
備
は
増
大
す
る
。
核
を

を

一

性
暴
力
問
題
」
「
こ
の
問
題
が
と
の
書
露
だ
。
題
協
は
は
、
民
間
募
金
樋
想
で
決
着
へ
ば
す
ば
ら
し
い
社
会
に
な
る
持
っ
て
い
る
と
と
が
犯
罪
」
と

.

.

 

義
一
究
明
さ
れ
ず
犯
罪
と
レ
て
一
裁
か
国
際
仲
裁
々
判
所
へ
提
訴
す
る
の
動
き
が
急
な
と
き
、
一
刻
も
と
い
う
。
そ
し
て
「
H

北
京
M

い
う
意
見
に
、
張
さ
ん
も
「
骸

圃

'

い

れ
玄
」
な
か
っ
た
結
果
、
害
程
を
す
す
め
て
い
る
o
国
際
更
轟
安
と
い
皇
室
で
一
語
北
の
女
性
が
一
し
ょ
に
廃
絶
は
大
賛
成
」
0

結
局
、
行

.
贋

辺

唄
ア
ジ
ア
の
女
性
を
主
対
象
と
す
的
連
帯
で
応
録
し
て
ほ
し
い
」
映
し
、
国
際
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
踊
り
た
い
。
日
本
人
に
軍
事
大
動
綱
領
を
『
軍
縮
を
強
力
に

-

-

一
る
人
身
売
買
、
強
制
売
春
が
現
と
訴
え
た
。

意
見
広
告
を
出
す
こ
と
O

M
慰
固
化
を
め
ぎ
、
有
事
守
活
に
反
推
進
し
、
ア
ジ
ア
を
非
核
、
非

崎
玲

L

一
在
も
残
っ
た
。
過
去
の
問
題
で
出
席
者
か
ら
「
日
本
が
戦
後
安
婦
。
問
題
に
責
任
を
と
ち
な
対
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

武

装
地
楕
と
す
る
』
『

す
ベ

一

:

ー義
一
な
く
現
代
の
女
性
問
題
で
あ
責
任
を
は
た
さ
な
い
限
り
、
安
い
限
り
日
本
政
府
の
常
任
理
事
そ
し
て
、
と
も
に
ア
ジ
ア
か
ら
て
の
紛
争
争
話
し
合
い
で
解
決

，

一

る
」
と
い
う
O

H

慰
安
婦
μ

は
保
理
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
。
国
入
り
に
反
対
す
る
署
名
運
動
米
軍
基
地
の
撤
去
を
」
と
力
強
さ
せ
る
た
め
に
行
動
す
る
』
と

t
1
1
1t
IL

天
皇
の
軍
隊
に
よ
る
国
家
犯
罪
仲
裁
裁
判
に
応
じ
ろ
と
い
う
こ
を
行
う一
、

な

吉

具

体

的

な

行

動

く

訴

え

た

。

い

う

言
葉
に
す
る
と
と
で
一
意
見

る
力
を
つ
け
る
と
と
が
大
切
。
で
あ
り
、
と
れ
を
生
ん
だ
の
は
と
の
こ
点
を
東
ア
ジ
ア
フ
ォ
l
も
入
っ
て
い
る
。
詰
湾
代
表
は
「
韓
国
に
似
た
が
一
致
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
急
日
本
に
あ
る
根
強
い
女
時
へ
っ
ラ
ム
と
し
て
き
ち
っ
と
え
れ
る

空
「
筒
音
を
き
ち
ん
と
夏
、
公
娼
制
を
許
し
た
土
ベ
需
」

「
民
間
募
金
に
よ
る

圃

境

、

思

想

を

越

え

て

さ
せ
、
知
る
権
利
を
」
と
い
っ
襲
、
緋
損
愛
国
主
義
で
あ
る
。
見
舞
金
は
当
事
者
た
主
再
び

IIEF，
td引
4
T
，-4
月

・

た
握
奮
が
出
、
「
重
な
テ
ク
そ
し
て
日
本
政
府
議
後
初
侮
辱
す
る
と
と
だ
」
と
一
強
い
意

シ

ス

タ

ー

フ

ッ

ド

の

連

帯

ノ
ロ
ジ
l
、
科
学
技
術
の
発
展
債
を
避
け
る
の
は
、
園
内
外
の
見
が
相
つ
ぐ
。
と
の
問
題
に
対

必

の
申
で
、
本
来
ア
ジ
ア
に
あ
っ
未
処
湿
の
補
償
問
題
の
噴
出

か
慰
安
婦
。
は
国
家
の
犯
罪

非
核
非
武
装
の
ア
ジ
ア
を

共
通
す
る
消
費
文
明
幻
想

国

と

1995年 1月 1日(7 ) 
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人と人とめつ怠がりを:大切に

女
性
の
作
り
手
の
養
成
を
，
J

芝
居
。
い
ま
盛
ん
に
行
わ
れ
て

+

訊

静

江

守

λ

I

l

l

l

h

い
る
の
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

』包

〈
女
性
と
文
化
V
教
育
、
メ
文
明
が
流
れ
乙
み
、
メ
デ
ィ
ア
(
女
性
問
題
等
)
」
な
ど
、

4
.
一デ
ィ
ア
、
宗
教
と
い
う
咽
広
い
は
豊
か
な
幻
惣
を
流
し
つ
づ
け
日
本
に
も
通
じ
る
状
況
を
報

一テ
!
?
を
四
時
間
の
枠
で
行
う
て
い
る
」
と
い
う
、
東
ア
ジ
ア
告
、
関
心
を
よ
ん
戸
」
。

一の
は
た
だ
で
さ
え
む
ず
か
レ
地
域
共
通
の
現
象
が
あ
る
こ
と
ま
た
、
香
港
か
ら
は
、
女
性

一
い
。
し
か
も
女
性
の
織
字
串
の
が
は
っ
き
り
し
た
。
の
財
産
傾
で
男
女
差
別
が
あ
る

一向
上
が
大
問
題
の
中
同
等
と
、
暢
園
は
「
十

σ年
代
か
ら
民
乙
と
が
わ
か
り
土
地
の
大
地
主

一
そ
の
あ
た
り
の
問
題
は
な
い
主
化
運
動
が
進
み
、
友
性
運
動
に
対
す
る
女
た
ち
の
抗
機
運
動

一が
、
ま
だ
ま
だ
教
育
や
メ
デ
ィ
も
活
発
に
な
り
、
芸
術
運
動
も
が
お
こ
り
、
テ
レ
ビ
の
報
道
で
、

一
ア
に
残
る
性
差
別
の
意
識
が
残
始
っ
た
。
七
Q
牢
代
末
か
色
、
香
港
以
外
の
国
に
も
報
R

姿
三
札

一
る
日
本
や
鴨
園。

宗
教
が
大
聞
大
学
で
女
性
学
の
講
義
が
行
わ
大
き
な
反一
磁
を
亭
ん
だ
こ
と
を

一
題
に
な
る
国
々
と
、
乙
の
薗
に
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
、
ア
テ
レ
ビ
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
な
が

一
は
鈍
崎
な
日
本
。
か
を
の
う
の
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
女
性
雑
誌
が
ニ

色
説
明
。
「
置
暑
は
男
女
平
等

一
が
大
変
で
、
議
論
が
は
ず
台
こ
っ
、
週
刊
の
女
性
新
聞
が

一
つ
の
国
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に

一
ろ
は
時
間
切
れ
と
い
う
も
ど
か
発
行
さ
れ
て
い
る
。
九
O
牢
代

・
」
と
み
な
憤
慨
し
、
男
女
差

一
し
さ
が
残
っ
た
。
に
入
っ
て
女
性
運
動
も
再
編
成
別
が
大
い
に
話
し
あ
わ
れ
る
よ

一

し
か
し
、
そ
の
中
で
「
偶
数
期
に
入
っ
て
い
る
。
女
性
の
文
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

〉
一

的
家
父
長
的
文
忠
色
濃
く
残
化
運
動
で
は
、
最
初
に
や
っ
た
「
マ
ス
コ
ミ
議
略
と
し
て
使

回一

る
な
か
、
急
激
に
西
欧
的
消
費
の
が
パ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
い
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
運
動
を
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則一

I
開
発
と
女
性

場
働
災
害
、
量
管
対
す
る
予
捕
に
闘
す
る
情
報
の
籍
。
社
会
裏
話
事
変
革
、
改
正
に
る
男
女
平
等
に
つ
い
て
)
批
准
o
m
W
G
O長
控
室
へ
の
勇
え
あ
い
、
韓
協
力
す
る
。
出
来
壱
雪
車
交
努
す
す
め
、

(

一
東
ア
ジ
ア
で
強
力
に
推
量
宮
富
置
・
泊
掴
・捕
瞳
露
充
。

3
、

環

境

霊

的

に

取

り

組

布

必

要

が

君

。

(

略

)
川
(略
)
川
(
晒
)
岬
(
略
)
に
関
玉
県
態
、
原
因
、
蓄
に
つ
間
人
雲
量
シ
U
J

ゾ
ケ
l
上
を
政
府
協
力
し
雪
。

一れ
て
き
た
市
明
書
化
H
喜
成
昼
間
軍
事
拘
置
さ
ど
も
の
一
書
を
関
川
軍
事
え
た
環
境
破
掴
に
寸
ち

1
、
中
央
・
地
方
で
の
産
の
竪
眉

川
(略

)

い

て

闇

葦

す

る

。

が
処
罰
す

ZJ京
君

。

山

窪

田

開

講

喝

一の
迫
京
が
、
霊
童
唖
し
、
女
性
女
が
平
等
に
負
担
し
、
育
児
休
暇
の
向
か
う
た
め
、
共
同
ι
な

警

志
。

害

加

叫

住

居

や

公

共

交

通

サ

ー
ビ
ス
を
開
則
東
ア
ジ
ア
地
域
の
芸
術
目基
同
誼
曹
を
受
り
た
女
性
の
栴
利
を
守
山
女
性
震
と
か
ち
だ
の
商
品
川
尚

一を
安
価
な
労
働
力
と
し
て
市
場
に
送
確
立
と
冠
雪
要
求
す
る
一
。

山
理
境
保
護
特
に
女
性
白
書
奈
川
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
警
の
害
発
す
る
陣
尺
女
性
霊
童
書
留
聞
と
じ
て
の
一帽
語
家
父
長
制
り
、
エ
ン
パ
ウ
ー
す
る
宮
様
的
支
売
買
事
止
宮
窪
障
の
制
宅

〉
一
り
語
、

Eに
は
性
の
商
品
化
に
削
育
児
施
盟
の
重
な
ど
、
女
性
が
霊
代
の
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ラ
イ
在
の
教
育
霊
号
、
民
主
金
需
入
れ
、
宜
性
中
心
の
一室
あ
る
と
、
立
性
へ
の
暴
力
と
の
聞
避
に
つ
害
す
る
。
各
国
政
府
勾
援
の
見
川
望
書
芸
婁
差
別
す
る
優

ヨ

一
拍
車
を
か
け
て
い
る
b

上
玄
あ
工
世
き
冊
ぜ
完
る
条
件
を
女
性
た
ち
ツ
/
ヘ
ル
ス
に
霊
的
に
取
り
組
の
士
宿
昔
、
政
指
へ
の
章
者
と
L
い
は
母
子
家
庭
を
優
先
す
る
去
J

置
い
て
費
問
品
売
析
レ
経
験
室
露
。

直
し
、
民
間
へ
の
震
を
増
や
す
。
性
塁
差
く
し
、

λ
型
連
書
幅

引一
揖
化
政
慣
が
農
業
や
桶
揖
を
臨
壇
の
手
で
弘
充
、
政
府
に
嬰
求
。

阜
、
国
揖
保
鑓
舷
視
を
強
化
レ
、
環
て
の
自
覚
事
促
す
。

府
に
要
求
す
る
。
帥
〔陥
)
川
暴
力
を
受
り
た
女
性
に
対
す
る
緊
川
開
買
事
案
古
隠
す
る
一
社
告
の
悉
閣
の
保
障
。
同
(
時
)

川

亡
、
多
国
輔
企
揖
に
よ
る
経
済
支
配
川
畏
制
性
の
あ
る
男
女
雇
用
平
等
霊
壇
反
対
運
動
を
泡
醐
し
、
理
境
川
事
制
反
の
ク
「
タ
制
度
目
担
保

3
、
宮
参
淫
樟
(
略
)
量
助
主
興
畳
間
的
、
掛
合
的
構
造
を
変
え
る
事
を
考
え
、
塁
附
人
権
薮
育
と
し
て
の
佐
警
と
エ

E
一と
政
府
開
発
事
〈
O
D
A
)
の
下
法
、
事
霊
法
の
改
主
、
母
性
揮
を
設
朝
す
る
扇
圭
力
艶
電
所
理
殴
を
用
多
可
在
が
政
治
に
事
加
し
ゃ

m
女
性
と
人
権

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
。

の
霊
変
革
宿
酌
を
応
慢
す
る
。
イ
ズ
蓄
を
ま
学
否
。

」

で
推
進
さ
れ
る
楕
外
投
画
は
「
貰
困

躍
の
訟
充
、
宵
見
・
老
人
看
護
休
昭
、
阻
止
す
る
。
川

〔

略

)

す

い

仕

組

書

っ
て
い
く
。

1
、
女
性
へ

の

暴

力

川

産

主

ン

パ

ワ

I
し

自

手

る

同

省

)

川

男

女

と

も

に

避

妊

教

育

戸

拍

車

旦

安
定
」
を
も
た
ら

Z
の
で
レ
封
書
聞
の
露
な
ど
、
男
女
と
了
、

D
D
A
・
企
重
出
慣
萌
山
富
川
(
暗
記
(
略
)
同
事
産
へ
の
需
は
、
人
栂
書
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
量
産
府
舗
に

3
、
震
と
脅
社
会
繋
濡
撰
す
る
。
川
(
略
)
附
(
時
)

工

か
な
い
。
循
環
副
書
シ
ス
テ
ム
の
命
ら
し
く
醐
宮
基
的
条
件
の
川
政
府
開
重
助

(O
D
A
)
につ

Z
E
E
-
E
B
E
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
'
l
i
t
h
i
-
-
マ
イ
ノ
止
ア
ィ
在

ヨ一
号
事
目
指
し
、
自
意
義
童
話
を
政
府
に
要
求
。

い
ず
也
域
、
圏
内
閣
時
的
に
共
事
圃
盟
国
国

EE・
E・-
-
-
-
圃

------EE--------EE--
当
期
露
の
た
め
軍
人
要
約

三

種
革
唖
せ
ず
宜
草
間
牲
に
し

2
、
直
渦
村
女
性
監
視
し
、
女
性
の
裡
雪
量
助
を
圃
・

一
=
・

1
凶
・

E
v
u・
・

白

-
E
同

:

圃

園

町

凶

H
H
7削
H
H
H圃
汗
ゴ

.
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い
を
批
准
し
、
聞
盟
国
内
法
を
着
。

1
一な
い
震
の
あ
皇
ま
と
め
る
。

出

豊

富

t、
事

号

、

実

詰

2
2
圃

L開
閉

巨

四

月

嗣

回

想

司

事

事

巴

・

肘

山
喜
径
約
噌

5
2
E

勾
丁
、
女
性
会
働
生
活
毒
菌
で
き
る
安
男
し
、
を
助
け
宗
国
を
促
進
。
川

8EE---------------E・
E・-------E・E・-EE島
町
・
・
-
j

的
罰
布
製
の
存
草
署
、
人

5
一川
田ア
ジ
ア
に
お
け
yd外国
企
撲
が
技
術
一
閣
制
親
の
た
め
の
女
除
草
γ

川
女
性
持
働
者
の
保
健
礎
重
政
題

1111111
1

梱
慢
曹
を
な
く
レ
、
レ
ズ
ピ
ア
ン
平

9
E
性
問
冊
者
に
与
え
て
い
る
肥
曜
に
ト
ワ
l
ク
を
形
成
す
る
。

の
防
毒
Y
九
聞
す
る
国
際
童
を

2
、

市

量

動

君

。
産
へ
の
車
力
と
は
、
す
ベ
働
き
か
廿
る
。

川
冊
語
家
父
君
に
も
と
づ
い
た
ゲ
イ
な
志
存
著
慰
め
る
。

9
一つ
い
て
、
園
高
出
国
と
受
入
れ
園

山
ガ
ッ
ト
・ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
各
国
政
府
が
作
成
す
る
辛
つ
、
要
求

川
女
性
露
だ
阜
、
な
く
穿
立
て
の
産
に
対
す
る
、
す
べ
て
の
形
山
女
性
へ
の
軍
力
に
関
す
る
窃
動
を
伝
統
的
家
族
観
完
服
し
、
重
な
凶
マ
イ
ノ
リ
毛
が
響
、
特
に
吾

ォ
一
の
双
方
の
女
性
団
体
が
調
査
し
、
企
に
よ
る
農
産
物
自
由
化
=
気
。

し
て
い
く
。

加
し
て
い
る
翼
運
動
、
間
園
者
選
態
の
畢
力
を
さ
す
。

行
っ
て
い
る
民
間
団
体
へ
の
政
府
の
霊

(母
子
家
庭
、
単
圏
、
間
性
愛
文
化
蓄
を
受
切
る
幅
利
を
促
趨
。

一
瞬
に
対
T
る
共
通
の
担
制
拡
極
を
政
川
塵
融
村
女
性
が
エ
コ
ロ
?
カ
ル
な
川
県
ア
ジ
ア
地
塘
の
女
性
た
ち
が
共
酌
、
平
和
運
動
に
お
廿
る
情
報
交
換
川
園
通
の
「
女
性
へ
の
暴
力
に
闘
す
財
政
的
支
援
の
確
立
、
民
間
と
政
府
家
庭
な
ど
)
の
在
り
方
を
め
ざ
し
、
川
(
略
)
削
〈
略
〕
同
(
陪
〉
川
(
略
)

一府
に
作
ら
せ
る
。
山
出
入
国
管
理
詰
護
基
準
す
る
よ
三
富
し
、
盛
岡
で
、

O
D
A、
圃
務
、
外
国
漫
画
、
や
連
帯
を
便
通
す
る
。

る
あ
ら
宮
園
陣
量
的
・
亘
書

の

の

男

宇

す

君
。
川
(
略
)
揖
極
制
度
、
震
り
改
革
。

川
雇
用
と
教
育
に
お
け
る
罰
を
宮

一
の
改
圏
に
取
り
組
み
、
国
内
外
で
の
蝿
・
襲
の
政
商
認
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包

h

s

h

i

で
感
じ
る
乙
と
が
な
く
な
っ
て
る
。
国
民
に
も
っ
と
わ
か
る
政
方
向
#
子
向
4

合
わ
せ
て
い
き
た
い
る
政
党
を
巴

-

い

っ

禽

い

盟

事

象

っ

て

い

る

の

?

会

議

に

警

一

脅

し
ま
う
。

治

を

心

が

り

を

い

よ

い

と

雪

。

豊

富

誌

で

そ

し

て

女

5
1
U
務
懇
話

4

4

4

・E
4
4
耳

4
l
a
t
-

非
民
主
的
度
合
い
は
県
議
明
度
の
あ
る
政
治
を
お
願
い
し
い
る
政
党
の
分
離
、
再
編
の
流
策
を
寄
せ
あ
い
、
政
党
を
つ
く
ら
二
番
冨
)

1
11
11
1
1
J

-FL

・
-

F

l

p

p

・
-

れ
た
の
は
奇
か
ら
十
二
年
前
。
っ
て
氏
名
・
住
所
・
年
齢
毒
会
、
国
会
と
上
に
行
け
ば
{
ぎ
た
い
。

れ
の
中
で
、
選
沢
を
一
主
要
完
り
、
政
事
}
変
え
て
い
く
毒

m
uト
ゐ

園

田

園

一

;

っ

て

い

る

一

透

明

度

の

あ

る

政

治

を

ま

だ

、

マ

ド

ン

ナ

の

時

代

よ

り

え

さ

で

震

に

さ

さ

す

ほ

ど

高

く

な

る

き

に

思

え

て

い

差

是

ち

5
a控
室

取

っ

て

い

重

し

霊

園

E

'

ー

=
iー

!

i

j

i

明
石
つ
い
ま
の
政
治
春
見
て
、

一

ひ

と

足

早

か

っ
た
。
初

め

て

の

れ

ば

、

持

ち

込

み

禁

止

の

所

持

き

の

外

側

に

出

安

メ

惇

び

か

よ

う

L」。

唖

aa・
園
周

正

直

石

川

和

三

茅

ケ

崎

市

議

西

山

正

子

警

に

と

喜

い

芸

春

日

品

を

ロ

ッ
カ
ー
に
入
れ
な
く
て
一

女

性

の

力

で

政

党

を

f
R
d
i
iとし
て

量

警

証

盟

斤
一
く
っ

つ

い

苦

君

た

り

一

翼

リ

ペ

d

一
九
九
四
年
は
首
相
が
一ニ
固
有
だ
っ
た
が
、
地
方
警
は
、
は
な
ち
な
い
。
ボ
デ
ィ
チ
ヱ
二

-J
4
4

れ
て
君
主
、
震
の
脆
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
害
か
け

JJ一司

d

旦

暫

定

な

っ

i訟
が
何

長

曹

長

バ

イ

奪

三

昨

日

は

昨

日。

今

回

会

に

較

べ

た

ら

、

ま

だ

量

ク

ま

で

念

入

り

に

さ

れ

て

毅

一

杉

並

区

議

富

沢

よ

し

子

宮
実
も
見
え
て
く

E
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
。
女
た

u
t
f
k箇

L
草

主

〈

覚
え
ら
れ
な
い

一

一崎

ベ

、

f
髭
J

日
耳
目
。
次
々
目
ま
ぐ
る
し
が
あ
る
世
界
だ
と
思
う
。
そ

れ

場

に

入

れ

ば

、

拍

手

し

て

は

い

一

う

の

だ

。

宗

と

己

注

行

動

車

ち

な

守

勧

膏

踊

λ
/
一
主
に
、
気
が
つ
い
て
み
る一
一

H
A
a
眠
EH
l

I

i
v

く
奈
わ
る
政
局
に
、
政
治
は
動
は
、
な
ぜ
か
。

け
な
い
。
大
声
を
だ
し
て
は
い
一
大
き
な
国
際
芸
百
の
転
換
の
占
が
推
進
さ
れ
て
い
る
に
レ
か
私
が
杉
並
区
の
自
治
陣
織
員
い
隈
り
、
再
編
さ
れ
安
メ
し

t
E
司
泊
S
殴
除
幽
E

L
l
-
と
、
自
衛
隊
は
海
外
出
動
し

--R幽E-EE・
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

選
挙
民
が
と
く
身
近
に
い
け
な
い
。
そ
の
都
度
係
員
に
注
一
流
れ
の
申
で
、
現
在
の
日
本
の
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
に
な
っ
た

一九
九
一
年
、
基
て
い
る
政
党
の
中
で
、
再
び
女
間
型

id欝
幽

絹
一
、
消
票
は
ア
ッ
プ
年
金

一

闇

-
J

凶
・
i

思
慰
霊
関
係
な
く
、
よ
く
あ
て
、
費
を
観
察
し
監
視
し
て
慧
さ
れ
る
。
も

う

傍

聴

は

ご

め

一

政

治

の

需

も

位

置

づ

け

る

こ

あ

る

。

党

手

で

に

内

部

で

ま

の

現

は

飾

り

も

の

の

菌

高

じ

る

~

恥

側

面

J
笠
ハ
十
量
産
入
院
す
一

-
F
u
.

，
L

あ
ひ
つ
つ
い
た
り
で
き
る
も
の
い
る
か
ろ
だ
。国
会
の
よ
う
に
、
ん
だ
ね
っ
て
気
に
な
る
。実
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う-。

し
か
政
党
助
成
法
と
小
選
挙
区
・

空

変

わ

き

い

状

態

で

あ

っ

?

主

君

完

、

忠

襲

「

一

向

白

河

凶

重
一
れ
ほ
食

f
i--
人。

日

明

i
j
を
た
だ
た
だ
あ
き
れ
る
o

遺
産
か
ら
離
れ
た
永
田
町
で
き
知
狙
い
な
の
か
も
レ
れ
な
一
し
、
と
つ
も
私
は
釈
然
と
し
な
比
例
併
語
、
襲
名
一品
た
。
「
民
?
犀
す
き
づ
く
早
期
待
さ
れ
る
の
で
は

空

調

p
a

l
-
っ
事
ら
つ
ぎ
へ
と
改
票

一

国

司

i

1
音
の
新
進
党
の
重
宝
石
出
来
事
は
、
テ
レ
ビ
で
し
か
、
い
が
。
「
両
織
院
議
は
、
公
示
。
保

守

勢

が

大

手

事

の

織

の

毒

事

実

告

せ

、

と

に

官

E
bた
か
ら
、
お
な
い
と
と
は
明
ろ
か
だ
か
ち
で

で

一
、
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、
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号
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/

ト

う

入

は

わ

一

四

移

住

民

大
政
党
を
め
ざ

Zい
品
、
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
聞
き
」
と
憲
章
七
一
自
合
を
あ
や
つ
り
、
大
き
各
種
の
患
の
君
主

Eく
党

Z
5
2
3
3野で
在
は
、

〓

一

、

島

」
三
ず
か
i
。
こ
ん
な
中
央
の
政
一

関

脇

樹

劇

品

ど

う

も

政

策

が

見

え

て

と

な

い

。
だ
か
ら
何
を
や
っ
て
い
る
条
で
う
た
っ
て
い
る
。
ど
う
し
一
票
数
回
体
と
利
害
を
一
致
さ
す
だ
る
つ
。
私
室
ず
、
こ
の
当
時
、
私
は
区
一
置
の
部
屋
で
活
動
の
場
を
広
げ
て
き
合
最

J

一

『白

幽

治
さ
つ
患
っ
か
。
ど

高

一

一

p
l
-y
j
e
ぃ
。

の
か
、
お
お
か
た
の
人
に
は
わ
て
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
で
き
な
一
せ
な
が
色
つ
く
島
げ
さ
っ
と

一
週
の
富
の
プ
ロ
セ
ス
自
ど
さ
れ
、
政
策
を
費
す
る
も
遅
れ
て
い
る
政
治
易
で
女

バ

広

細

民
の
側
に
ゆ
鴻
ゆ
た
〉
白
山
正
圃

F

h

私

が

仲

間

の

売

な

に

押

し

か

ち

な

い

の

弓

い

の

き

っ

。

τて
い
る
「
ニ
大
政
一
き
へ
の
で
女
た
ち
が
翻
弄
さ
れ
な
が
た
め
の
震
は
何
一
つ
{
五
位
国
会
震
が
決
断
す
る
な

句

-

J
謡

いか一
。
地
方
向
賓
の
自
で
発
一

I
l
l
1

11

出
さ
れ
て
、
ど
の
党
派
に
も
属
国
会
を
傍
聴
し
よ
う
と
思
っ
国
会
費
に
し
た
っ
て
、
国
一
道
は
、
ひ
と
に
ぎ
り
の
政
治
権
色
分
断
を
深
め
る
ζ
と
が
な
い
な
か
っ
た
5

私
は
今
、
女
性
の
ら
、
そ
れ
を
支
え
て
ゆ
く
力
量

mdユ
醤
睡

一一三回し
て
も
ら

7
Q

一

時

協

議

接

持

で

芸
い
革
新
無
所
属
の
議
員
と
て
も
、

Z手
続
き
の

事
国
引
の
女
成
横
切

総
理
府
は
「
西
層
フ
円
目
白
年
に
向
け
て
の
新
国
内
持
動
計
画
」
に
関
す
る
四
国
自
の
墾
口

書
「
女
の
現
状
介
施
策
」
(
女
性
白
書
)
を
手
と
め
ぺ
今
回
の
白
書
の
特
徴
は
劃
題
「
世
界

の
中
の
日
本
女
性
」
が
示
す
詣
方
、
日
本
と
外
箇
の
女
性
の
現
状
事
調
査
比
較
し
て
い
る
こ
と

ぺ
こ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
女
性
は
晩
婚
、
少
子
。
平
等
感
が
低
く
、
従
っ
て
役
割
分
担
房
続
け
、

働
き
方
も
革
命
吋
公
的
活
動
へ
の
富
も
少
な
い
と
い
三
暴
露
か
び
あ
が
っ
ぺ
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状
血
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立子の大字・短期大宇をあわせた進宇車は男子を上回って

いる (宜45，9妬，男40.9%)。 しかし宜子の尊攻分野は人文

革、社会話に聾中しているのが学制数

「
現
状
」
と
「
施
策
の
推
進
L

の
一

だ
。
白
書
を
取
り
ま
と
め
た
内
〈
女
性
と
家
族
〉

各

分

野

で

男

女

の

地

位

が

平

閣
総
理
大
臣
官
房
男
女
共
同
参
世
界
的
に
見
て
も
、
我
が
国
等
に
な
っ
て
い
る
か
ど
っ
か
に

画
室
・
室
長
の
坂
東
真
理
子
さ
の
女
性
は
晩
婚
(
初
婚
年
齢
は
つ
い
て
、
東
京
都
が
韓
国
、
フ
ィ

ん
は
「
男
女
共
同
参
画
推
山
進
本
妻
二
六
・
一
歳
、
夫
二
八
・
四
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

部
等
が
発
足
し
、
そ
れ
を
メ
イ
歳
)
で
、
出
生
数
も
愚
低
グ
ル
l

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス

ン
に
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
プ
に
属
し
て
い
る
。
離
婚
率
〈
人
ウ
ェ

l
デ
ン
の
ニ
+
歳
以
上
の

九
五
年
に
は
北
京
で
第
四
回
世
早
人
当
り
)
は
一

・
喜
一
物
女
性
を
関
考
ど
の
国
で
も
学

界
女
性
会
蟻
が
開
催
さ
れ
る
と
(
幻
年
)
弁
誌
が
国
で
は
統
計
怒
教
育
の
場
で
は
平
等
感
が
高

と
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
が
欲
レ
史
上
で
一
憲
も
多
く
な
っ
た
。

い
が
、
政
治
の
場
・
社
会
通
念

が
っ
て
い
る
情
報
を
提
供
す
ベ
家
庭
を
軍
視
す
る
男
性
は
十

・
習
慣
・
し
き
た
り
で
は
男
性

き
だ
と
思
い
、
難
し
い
凶
作
業
で
年
間
に
比
べ
る
と
増
え
ど
い
る
が
優
越
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

41.3 
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較比際国率力働労の

三
八
・
一
物
、
デ
ン
マ
ー
ク
三

性

一一一・

O
%、
続
い
て
カ
ナ
ダ
と

ー

な
っ
て
い
る
。
我
が
国
を
見
る

と
衆
緩
院
十
四
人
(
三

・
七

物
)
、
参
蝿
剛
院
は
三
十
八
人
(
一

五
・
一
山
知
)
。
白
曾
に
は
.
か

れ
て
い
な
い
が
、
衆
蟻
院
の
比

串
は
世
界
首
五
土
ハ
カ
国
中
、
州
四

百
一
一
十
八
番
目
と
い
う
伝
さ
で
官
に
初
め
て
女
性
が
就
任
。
園

あ

る

。

の

審

機

会

等

の

女

性

蚕

宙

開

の

劃

政
治
へ
の
参
画
で
は
、
細
川
合
は
一
一

・
三
勿
(
白
標
一
五

" 

初
の
国
際
比
較
の
女
性
白
書

}7.Q 
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32.4 

33.3 
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HA 

40.8 
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調
万
円
台
の
プ
ラ
シ
事
議
開
マ
容
す
f

全
国
婦
人
新
聞
社
は
、
九
月

に
北
京
で
開
か
れ
る
第
四
回
世

界
女
性
会
織
・
N
G
O
フ
enl

ラ
ム
に
、

J
T
B
海
外
旅
行
本

社
内
支
后
主
催
の
「
N
G
O
フ

ォ
ー
ラ
ム
唱
と
参
加
者
の
た
め

の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
の
企

画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

H

参
一回

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
。
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

乙
の
期
間
中
、
ホ
テ
ル
代
金

が
通
常
よ
り
高
い
の
が
参
加
者

の
悩
み
で
す
が
、
当
プ
ラ
ン
は

安
い
価
格
|
|
蝦
低
目
方
8
0

0
0円
(北
京
の
み
、

3
泊
4

日
)
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
寓
ん
だ

は
も
の
プ
ラ
ン
、
一
人
で
も
団

体
で
も
自
由
に
参
加
で
き
、
手

続
き
の
代
行
は
も
ち
ろ
ん
、
通

訳
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
へ
の
協

力
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

を
考
え
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

「N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
た

め
の
募
金
活
動
も
組
み
こ
歪
ま

し
た
。
自
信
を
も
っ
て
お
す
す

め
で
き
る
プ
ラ
ン
で
す
。

N
G
O
フ
対

l
一
フ
ム
は
、
あ

ち
か
じ
め
参
加
登
語
障
が
い
り
ま

す
。
登
録
な
し
で
一望
嘉
に
入

一
本
柱
で

例了

80 

10 

7・20を国民の祝日「海の日」の動き一一喜んでる場合じゃない fI

今年もよろしく

お願いいたします

芋リンヒーJ(，(株)
お客機相談室
03(5485)6222 

謹賀新年

KIRIN 

平
津
慢
略
戦
争
に
お
い
て
垂
直
の
た
計
画
を
お
き
に
中
止
す
る
b

め
に
考
案
さ
れ
た
「
従
軍
箆
安
周
」
岬
侵
略
軸
争
に
閉
す
号
法
的
厚
あ

制
度
す
な
わ
ち
旧
日
本
軍
に
よ
る
性

覆
行
な
き
日
本
の
由
連
安
き
保
障
理

奴
融
制
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
行
動
車
合
常
任
理
事
国
入
り
に
反
対
す

高
島
に
じ
、
豚
君
。
号
。
自
本
政
事
慰
安
婦
問
題
福

山
田
本
政
府
は
、
国
軍
に
よ
る
性
奴
伝
言
患
い
か
ぎ
り
、
常
任
理
事

輔
制
空
の
犠
牲
吾
一
人
一
人
へ
の
正
国
入
り
に
反
対
す
る
署
名
壇
舎
を
呼

誇
磁
界
、
個
人
へ
の
補
償
を
行
う
。
び
か
り
毒
。

山
田
本
政
府
は
、
性
奴
融
制
の
梅
牲

2
、
平
和
を
創
る

(
桔
・
義
地
・

P

妻
偉
む
碑
を
建
て
己
の
職
争
犯

K
D
)

揮
に
つ
い
写
右
い
世
代
に
歴
史
教
育
川
平
和
教
育
・
人
帽
教
育
を
徹
底

亭
徹
底
す
る
。
レ
、
す
べ
て
の
差
別
を
撤
寓
す
る
。

川
日
本
政
府
は
、
こ
の
闘
争
犯
聞
の
川
経
済
的
搾
取
や
、
新
植
民
地
士
宮
層

圏
任
者
者
選
に
よ
っ
て
裁
く
と
戸
可
に
反
対
す
る
。

山
日
本
政
府
は
、
国
連
人
岨
警
員
合
同
朝
鮮
単
島
の
非
核
化
・
平
相
続
一

小
雲
圃
告
、
国
棉
法
撞
委
員
全
辱
の
多
支
持
す
る
も

酎
告
主
ん
ず
る
己
と
。
同
日
本
政
川
I
A
E
A
の
木
平
等
性
を
改
め
、

府
は
、
常
股
仲
憲
判
所
の
仲
眠
に
す
べ
玄
援
の
豊
富
手
。

同
軍
し
、
制
融
宇
X
J
M
U
い
れ
る
己
弁
可
同
国
軍
聞
の
軍
事
同
盟
亭
姫
路
し
、

間
期
ア
ジ
ア
女
性
7
2
1
ラ
ム
時
ア
ジ
ア
か
民
采
軍
基
地
の
闘
植
を
も

「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
に
閉
す
る
自
と
め
る
。
務
地
ド
点
拍
車
9

る
犯
罪
・

本
の
買
任
に
回
開
笠
宮
4
耳
障
が
目
を
女
性
に
対
す
る
性
畢
力
手
極
匂

向
け
る
よ
う
に
、
国
陣
約
な
〆
デ
ィ
同
買
ア
ジ
ア
の
国
々
の
軍
事
大
国
化

ア
に
置
克
広
血
易
担
す
。

世
器
輸
出

・
閣
外
開
員
を
阻
止

問
日
本
以
外
の
国
拍
よ
ひ
患
の
政
し
、
軍
帽
審
議
力
に
重
し
、
ア
ジ

府
は
、
祖
曹
の
輿
態
を
聞
事
同
檀
ア
を
非
輯
・
非
民
謡
地
帯
と
す
る
。

牲
者
に
必
畏
な
心
理
的
、
身
体
的
、
川
時
聞
東
ア
ジ
ア
の
女
性
は
積
極
的

経
済
的
玄
雪
得
、
つ

E
』。

に
平
和
運
動
を
お
と
な
い
、
す
べ
て

川
日
本
政
府
は
、
補
償
の
代
わ
り
に
の
紛
争
#
話
し
合
い
で
解
槙
宵
持
畠

「
見
舞
い
金
」
を
毘
閣
か
ら
車
め
る
た
め
に
両
勧
す
る
。

同

30 

20 

[0 

lO 

40 
〈
就
嫌
〉

女
性
の
雇
用
者
は
一
貫
し
て

男
箆
を
よ
回
る
伸
び
率
に
な
っ

顔
に
「
寿
」

か
め
で
と
う
ご

甲・、

、一フ。

新鮮な野菜サラダ・ポテトサラダ・ツナ

サラダなどにたっぷりとおi史L、ください。

また‘サンドイ‘ノチや肉・魚料理などにも

幅広くお楽しみくださL、。

金宇品即日

、ろなお料理l
、(さのベターノ
、ろし
おし
し

キ
ュ
ー
ピ
ー
ハ
l
フ
は
、
サ
ラ
ダ
油
の
置
が
半
分
以
下
。
た
か
ら
、
力
口

リ

も

す

。
も
ち
ろ
ん
、
な
め
ら
か
な
お
い
し
さ
は
そ
の
ま
ま
の

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
タ
イ
プ
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
が
気
に
な
る
人
か
b
、
お
い
し

さ
に
ニ
だ
わ
る
人
ま
で
、
幅
広
く
ご
静
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

と
書
い
て
、

、
ざ
い
ま
す
。

振
袖
を
お
て
、

・家
族
み
ん
ま
で
、
町
内
の
神
社
に

噛
rpι工町サ子u苛

位四唱霊""""

例t管 …

SUNTORYOLD 
WHISKY 

竺二ヨ

そ
の
立
H
が
小
さ
く
山
明
け
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

初
白
婦
で
を
し
た
少
失
の
一切
。
ボ
ン
ボ
ン
と
か
し
わ
で
を
打
っ
と
、

い
ま
で
も
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
び
、
あ
の
点
H
が
H
H
で
鳴
る
。

き
っ
と
、
い
い
年
、
ボ
ン
ボ
ン
。

O
L
D
-
E
S
N
E
W
。
制

年

中

ほ

サ

ン

ト

リ

ー

三

1
オ
ー
ル
ド
に

肱
別
別
の
hn
引
き
立
て
を
賜
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ヤ
ま
し
た
。

皆
同
怖
に
宇
多
き

一
年
と
ま
り
ま
ナ
よ
う
に
。

本

年

も

よ

り

一
mmの
ご
戸
悼
慨
を
h
p
願
い
山
叩

L
tげ
ま
す
。
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則一

I
開
発
と
女
性

場
働
災
害
、
量
管
対
す
る
予
捕
に
闘
す
る
情
報
の
籍
。
社
会
裏
話
事
変
革
、
改
正
に
る
男
女
平
等
に
つ
い
て
)
批
准
o
m
W
G
O長
控
室
へ
の
勇
え
あ
い
、
韓
協
力
す
る
。
出
来
壱
雪
車
交
努
す
す
め
、

(

一
東
ア
ジ
ア
で
強
力
に
推
量
宮
富
置
・
泊
掴
・捕
瞳
露
充
。

3
、

環

境

霊

的

に

取

り

組

布

必

要

が

君

。

(

略

)
川
(略
)
川
(
晒
)
岬
(
略
)
に
関
玉
県
態
、
原
因
、
蓄
に
つ
間
人
雲
量
シ
U
J

ゾ
ケ
l
上
を
政
府
協
力
し
雪
。

一れ
て
き
た
市
明
書
化
H
喜
成
昼
間
軍
事
拘
置
さ
ど
も
の
一
書
を
関
川
軍
事
え
た
環
境
破
掴
に
寸
ち

1
、
中
央
・
地
方
で
の
産
の
竪
眉

川
(略

)

い

て

闇

葦

す

る

。

が
処
罰
す

ZJ京
君

。

山

窪

田

開

講

喝

一の
迫
京
が
、
霊
童
唖
し
、
女
性
女
が
平
等
に
負
担
し
、
育
児
休
暇
の
向
か
う
た
め
、
共
同
ι
な

警

志
。

害

加

叫

住

居

や

公

共

交

通

サ

ー
ビ
ス
を
開
則
東
ア
ジ
ア
地
域
の
芸
術
目基
同
誼
曹
を
受
り
た
女
性
の
栴
利
を
守
山
女
性
震
と
か
ち
だ
の
商
品
川
尚

一を
安
価
な
労
働
力
と
し
て
市
場
に
送
確
立
と
冠
雪
要
求
す
る
一
。

山
理
境
保
護
特
に
女
性
白
書
奈
川
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
警
の
害
発
す
る
陣
尺
女
性
霊
童
書
留
聞
と
じ
て
の
一帽
語
家
父
長
制
り
、
エ
ン
パ
ウ
ー
す
る
宮
様
的
支
売
買
事
止
宮
窪
障
の
制
宅

〉
一
り
語
、

Eに
は
性
の
商
品
化
に
削
育
児
施
盟
の
重
な
ど
、
女
性
が
霊
代
の
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
ラ
イ
在
の
教
育
霊
号
、
民
主
金
需
入
れ
、
宜
性
中
心
の
一室
あ
る
と
、
立
性
へ
の
暴
力
と
の
聞
避
に
つ
害
す
る
。
各
国
政
府
勾
援
の
見
川
望
書
芸
婁
差
別
す
る
優

ヨ

一
拍
車
を
か
け
て
い
る
b

上
玄
あ
工
世
き
冊
ぜ
完
る
条
件
を
女
性
た
ち
ツ
/
ヘ
ル
ス
に
霊
的
に
取
り
組
の
士
宿
昔
、
政
指
へ
の
章
者
と
L
い
は
母
子
家
庭
を
優
先
す
る
去
J

置
い
て
費
問
品
売
析
レ
経
験
室
露
。

直
し
、
民
間
へ
の
震
を
増
や
す
。
性
塁
差
く
し
、

λ
型
連
書
幅

引一
揖
化
政
慣
が
農
業
や
桶
揖
を
臨
壇
の
手
で
弘
充
、
政
府
に
嬰
求
。

阜
、
国
揖
保
鑓
舷
視
を
強
化
レ
、
環
て
の
自
覚
事
促
す
。

府
に
要
求
す
る
。
帥
〔陥
)
川
暴
力
を
受
り
た
女
性
に
対
す
る
緊
川
開
買
事
案
古
隠
す
る
一
社
告
の
悉
閣
の
保
障
。
同
(
時
)

川

亡
、
多
国
輔
企
揖
に
よ
る
経
済
支
配
川
畏
制
性
の
あ
る
男
女
雇
用
平
等
霊
壇
反
対
運
動
を
泡
醐
し
、
理
境
川
事
制
反
の
ク
「
タ
制
度
目
担
保

3
、
宮
参
淫
樟
(
略
)
量
助
主
興
畳
間
的
、
掛
合
的
構
造
を
変
え
る
事
を
考
え
、
塁
附
人
権
薮
育
と
し
て
の
佐
警
と
エ

E
一と
政
府
開
発
事
〈
O
D
A
)
の
下
法
、
事
霊
法
の
改
主
、
母
性
揮
を
設
朝
す
る
扇
圭
力
艶
電
所
理
殴
を
用
多
可
在
が
政
治
に
事
加
し
ゃ

m
女
性
と
人
権

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
。

の
霊
変
革
宿
酌
を
応
慢
す
る
。
イ
ズ
蓄
を
ま
学
否
。

」

で
推
進
さ
れ
る
楕
外
投
画
は
「
貰
困

躍
の
訟
充
、
宵
見
・
老
人
看
護
休
昭
、
阻
止
す
る
。
川

〔

略

)

す

い

仕

組

書

っ
て
い
く
。

1
、
女
性
へ

の

暴

力

川

産

主

ン

パ

ワ

I
し

自

手

る

同

省

)

川

男

女

と

も

に

避

妊

教

育

戸

拍

車

旦

安
定
」
を
も
た
ら

Z
の
で
レ
封
書
聞
の
露
な
ど
、
男
女
と
了
、

D
D
A
・
企
重
出
慣
萌
山
富
川
(
暗
記
(
略
)
同
事
産
へ
の
需
は
、
人
栂
書
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
量
産
府
舗
に

3
、
震
と
脅
社
会
繋
濡
撰
す
る
。
川
(
略
)
附
(
時
)

工

か
な
い
。
循
環
副
書
シ
ス
テ
ム
の
命
ら
し
く
醐
宮
基
的
条
件
の
川
政
府
開
重
助

(O
D
A
)
につ

Z
E
E
-
E
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l
l
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1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l
l
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I
l
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-
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l
i
t
h
i
-
-
マ
イ
ノ
止
ア
ィ
在

ヨ一
号
事
目
指
し
、
自
意
義
童
話
を
政
府
に
要
求
。

い
ず
也
域
、
圏
内
閣
時
的
に
共
事
圃
盟
国
国

EE・
E・-
-
-
-
圃

------EE--------EE--
当
期
露
の
た
め
軍
人
要
約

三

種
革
唖
せ
ず
宜
草
間
牲
に
し

2
、
直
渦
村
女
性
監
視
し
、
女
性
の
裡
雪
量
助
を
圃
・

一
=
・

1
凶
・

E
v
u・
・

白

-
E
同

:

圃

園

町

凶

H
H
7削
H
H
H圃
汗
ゴ
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い
を
批
准
し
、
聞
盟
国
内
法
を
着
。

1
一な
い
震
の
あ
皇
ま
と
め
る
。

出

豊

富

t、
事

号

、

実

詰

2
2
圃

L開
閉

巨

四

月

嗣

回

想

司

事

事

巴

・

肘

山
喜
径
約
噌

5
2
E

勾
丁
、
女
性
会
働
生
活
毒
菌
で
き
る
安
男
し
、
を
助
け
宗
国
を
促
進
。
川

8EE---------------E・
E・-------E・E・-EE島
町
・
・
-
j

的
罰
布
製
の
存
草
署
、
人

5
一川
田ア
ジ
ア
に
お
け
yd外国
企
撲
が
技
術
一
閣
制
親
の
た
め
の
女
除
草
γ

川
女
性
持
働
者
の
保
健
礎
重
政
題

1111111
1

梱
慢
曹
を
な
く
レ
、
レ
ズ
ピ
ア
ン
平

9
E
性
問
冊
者
に
与
え
て
い
る
肥
曜
に
ト
ワ
l
ク
を
形
成
す
る
。

の
防
毒
Y
九
聞
す
る
国
際
童
を

2
、

市

量

動

君

。
産
へ
の
車
力
と
は
、
す
ベ
働
き
か
廿
る
。

川
冊
語
家
父
君
に
も
と
づ
い
た
ゲ
イ
な
志
存
著
慰
め
る
。

9
一つ
い
て
、
園
高
出
国
と
受
入
れ
園

山
ガ
ッ
ト
・ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
各
国
政
府
が
作
成
す
る
辛
つ
、
要
求

川
女
性
露
だ
阜
、
な
く
穿
立
て
の
産
に
対
す
る
、
す
べ
て
の
形
山
女
性
へ
の
軍
力
に
関
す
る
窃
動
を
伝
統
的
家
族
観
完
服
し
、
重
な
凶
マ
イ
ノ
リ
毛
が
響
、
特
に
吾

ォ
一
の
双
方
の
女
性
団
体
が
調
査
し
、
企
に
よ
る
農
産
物
自
由
化
=
気
。

し
て
い
く
。

加
し
て
い
る
翼
運
動
、
間
園
者
選
態
の
畢
力
を
さ
す
。

行
っ
て
い
る
民
間
団
体
へ
の
政
府
の
霊

(母
子
家
庭
、
単
圏
、
間
性
愛
文
化
蓄
を
受
切
る
幅
利
を
促
趨
。

一
瞬
に
対
T
る
共
通
の
担
制
拡
極
を
政
川
塵
融
村
女
性
が
エ
コ
ロ
?
カ
ル
な
川
県
ア
ジ
ア
地
塘
の
女
性
た
ち
が
共
酌
、
平
和
運
動
に
お
廿
る
情
報
交
換
川
園
通
の
「
女
性
へ
の
暴
力
に
闘
す
財
政
的
支
援
の
確
立
、
民
間
と
政
府
家
庭
な
ど
)
の
在
り
方
を
め
ざ
し
、
川
(
略
)
削
〈
略
〕
同
(
陪
〉
川
(
略
)

一府
に
作
ら
せ
る
。
山
出
入
国
管
理
詰
護
基
準
す
る
よ
三
富
し
、
盛
岡
で
、

O
D
A、
圃
務
、
外
国
漫
画
、
や
連
帯
を
便
通
す
る
。

る
あ
ら
宮
園
陣
量
的
・
亘
書

の

の

男

宇

す

君
。
川
(
略
)
揖
極
制
度
、
震
り
改
革
。

川
雇
用
と
教
育
に
お
け
る
罰
を
宮

一
の
改
圏
に
取
り
組
み
、
国
内
外
で
の
蝿
・
襲
の
政
商
認
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包

h
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i

で
感
じ
る
乙
と
が
な
く
な
っ
て
る
。
国
民
に
も
っ
と
わ
か
る
政
方
向
#
子
向
4

合
わ
せ
て
い
き
た
い
る
政
党
を
巴

-

い

っ

禽

い

盟

事

象

っ

て

い

る

の

?

会

議

に

警

一

脅

し
ま
う
。

治

を

心

が

り

を

い

よ

い

と

雪

。

豊

富

誌

で

そ

し

て

女

5
1
U
務
懇
話

4

4

4

・E
4
4
耳

4
l
a
t
-

非
民
主
的
度
合
い
は
県
議
明
度
の
あ
る
政
治
を
お
願
い
し
い
る
政
党
の
分
離
、
再
編
の
流
策
を
寄
せ
あ
い
、
政
党
を
つ
く
ら
二
番
冨
)

1
11
11
1
1
J

-FL

・
-

F

l

p

p

・
-

れ
た
の
は
奇
か
ら
十
二
年
前
。
っ
て
氏
名
・
住
所
・
年
齢
毒
会
、
国
会
と
上
に
行
け
ば
{
ぎ
た
い
。

れ
の
中
で
、
選
沢
を
一
主
要
完
り
、
政
事
}
変
え
て
い
く
毒

m
uト
ゐ

園

田

園

一

;

っ

て

い

る

一

透

明

度

の

あ

る

政

治

を

ま

だ

、

マ

ド

ン

ナ

の

時

代

よ

り

え

さ

で

震

に

さ

さ

す

ほ

ど

高

く

な

る

き

に

思

え

て

い

差

是

ち

5
a控
室

取

っ

て

い

重

し

霊

園

E

'

ー

=
iー

!

i

j

i

明
石
つ
い
ま
の
政
治
春
見
て
、

一

ひ

と

足

早

か

っ
た
。
初

め

て

の

れ

ば

、

持

ち

込

み

禁

止

の

所

持

き

の

外

側

に

出

安

メ

惇

び

か

よ

う

L」。

唖

aa・
園
周

正

直

石

川

和

三

茅

ケ

崎

市

議

西

山

正

子

警

に

と

喜

い

芸

春

日

品

を

ロ

ッ
カ
ー
に
入
れ
な
く
て
一

女

性

の

力

で

政

党

を

f
R
d
i
iとし
て

量

警

証

盟

斤
一
く
っ

つ

い

苦

君

た

り

一

翼

リ

ペ

d

一
九
九
四
年
は
首
相
が
一ニ
固
有
だ
っ
た
が
、
地
方
警
は
、
は
な
ち
な
い
。
ボ
デ
ィ
チ
ヱ
二

-J
4
4

れ
て
君
主
、
震
の
脆
か
ら
、
私
は
こ
れ
を
害
か
け

JJ一司

d

旦

暫

定

な

っ

i訟
が
何

長

曹

長

バ

イ

奪

三

昨

日

は

昨

日。

今

回

会

に

較

べ

た

ら

、

ま

だ

量

ク

ま

で

念

入

り

に

さ

れ

て

毅

一

杉

並

区

議

富

沢

よ

し

子

宮
実
も
見
え
て
く

E
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
。
女
た

u
t
f
k箇

L
草

主

〈

覚
え
ら
れ
な
い

一

一崎

ベ

、

f
髭
J

日
耳
目
。
次
々
目
ま
ぐ
る
し
が
あ
る
世
界
だ
と
思
う
。
そ

れ

場

に

入

れ

ば

、

拍

手

し

て

は

い

一

う

の

だ

。

宗

と

己

注

行

動

車

ち

な

守

勧

膏

踊

λ
/
一
主
に
、
気
が
つ
い
て
み
る一
一

H
A
a
眠
EH
l

I

i
v

く
奈
わ
る
政
局
に
、
政
治
は
動
は
、
な
ぜ
か
。

け
な
い
。
大
声
を
だ
し
て
は
い
一
大
き
な
国
際
芸
百
の
転
換
の
占
が
推
進
さ
れ
て
い
る
に
レ
か
私
が
杉
並
区
の
自
治
陣
織
員
い
隈
り
、
再
編
さ
れ
安
メ
し

t
E
司
泊
S
殴
除
幽
E

L
l
-
と
、
自
衛
隊
は
海
外
出
動
し

--R幽E-EE・
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

選
挙
民
が
と
く
身
近
に
い
け
な
い
。
そ
の
都
度
係
員
に
注
一
流
れ
の
申
で
、
現
在
の
日
本
の
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
に
な
っ
た

一九
九
一
年
、
基
て
い
る
政
党
の
中
で
、
再
び
女
間
型

id欝
幽

絹
一
、
消
票
は
ア
ッ
プ
年
金

一

闇

-
J

凶
・
i

思
慰
霊
関
係
な
く
、
よ
く
あ
て
、
費
を
観
察
し
監
視
し
て
慧
さ
れ
る
。
も

う

傍

聴

は

ご

め

一

政

治

の

需

も

位

置

づ

け

る

こ

あ

る

。

党

手

で

に

内

部

で

ま

の

現

は

飾

り

も

の

の

菌

高

じ

る

~

恥

側

面

J
笠
ハ
十
量
産
入
院
す
一

-
F
u
.

，
L

あ
ひ
つ
つ
い
た
り
で
き
る
も
の
い
る
か
ろ
だ
。国
会
の
よ
う
に
、
ん
だ
ね
っ
て
気
に
な
る
。実
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う-。

し
か
政
党
助
成
法
と
小
選
挙
区
・

空

変

わ

き

い

状

態

で

あ

っ

?

主

君

完

、

忠

襲

「

一

向

白

河

凶

重
一
れ
ほ
食

f
i--
人。

日

明

i
j
を
た
だ
た
だ
あ
き
れ
る
o

遺
産
か
ら
離
れ
た
永
田
町
で
き
知
狙
い
な
の
か
も
レ
れ
な
一
し
、
と
つ
も
私
は
釈
然
と
し
な
比
例
併
語
、
襲
名
一品
た
。
「
民
?
犀
す
き
づ
く
早
期
待
さ
れ
る
の
で
は

空

調

p
a

l
-
っ
事
ら
つ
ぎ
へ
と
改
票

一

国

司

i

1
音
の
新
進
党
の
重
宝
石
出
来
事
は
、
テ
レ
ビ
で
し
か
、
い
が
。
「
両
織
院
議
は
、
公
示
。
保

守

勢

が

大

手

事

の

織

の

毒

事

実

告

せ

、

と

に

官

E
bた
か
ら
、
お
な
い
と
と
は
明
ろ
か
だ
か
ち
で

で

一
、

ー

、

三

号

、

/

ト

う

入

は

わ

一

四

移

住

民

大
政
党
を
め
ざ

Zい
品
、
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
聞
き
」
と
憲
章
七
一
自
合
を
あ
や
つ
り
、
大
き
各
種
の
患
の
君
主

Eく
党

Z
5
2
3
3野で
在
は
、

〓

一

、

島

」
三
ず
か
i
。
こ
ん
な
中
央
の
政
一

関

脇

樹

劇

品

ど

う

も

政

策

が

見

え

て

と

な

い

。
だ
か
ら
何
を
や
っ
て
い
る
条
で
う
た
っ
て
い
る
。
ど
う
し
一
票
数
回
体
と
利
害
を
一
致
さ
す
だ
る
つ
。
私
室
ず
、
こ
の
当
時
、
私
は
区
一
置
の
部
屋
で
活
動
の
場
を
広
げ
て
き
合
最

J

一

『白

幽

治
さ
つ
患
っ
か
。
ど

高

一

一

p
l
-y
j
e
ぃ
。

の
か
、
お
お
か
た
の
人
に
は
わ
て
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
で
き
な
一
せ
な
が
色
つ
く
島
げ
さ
っ
と

一
週
の
富
の
プ
ロ
セ
ス
自
ど
さ
れ
、
政
策
を
費
す
る
も
遅
れ
て
い
る
政
治
易
で
女

バ

広

細

民
の
側
に
ゆ
鴻
ゆ
た
〉
白
山
正
圃

F

h

私

が

仲

間

の

売

な

に

押

し

か

ち

な

い

の

弓

い

の

き

っ

。

τて
い
る
「
ニ
大
政
一
き
へ
の
で
女
た
ち
が
翻
弄
さ
れ
な
が
た
め
の
震
は
何
一
つ
{
五
位
国
会
震
が
決
断
す
る
な

句

-

J
謡

いか一
。
地
方
向
賓
の
自
で
発
一

I
l
l
1

11

出
さ
れ
て
、
ど
の
党
派
に
も
属
国
会
を
傍
聴
し
よ
う
と
思
っ
国
会
費
に
し
た
っ
て
、
国
一
道
は
、
ひ
と
に
ぎ
り
の
政
治
権
色
分
断
を
深
め
る
ζ
と
が
な
い
な
か
っ
た
5

私
は
今
、
女
性
の
ら
、
そ
れ
を
支
え
て
ゆ
く
力
量

mdユ
醤
睡

一一三回し
て
も
ら

7
Q

一

時

協

議

接

持

で

芸
い
革
新
無
所
属
の
議
員
と
て
も
、

Z手
続
き
の

事
国
引
の
女
成
横
切

総
理
府
は
「
西
層
フ
円
目
白
年
に
向
け
て
の
新
国
内
持
動
計
画
」
に
関
す
る
四
国
自
の
墾
口

書
「
女
の
現
状
介
施
策
」
(
女
性
白
書
)
を
手
と
め
ぺ
今
回
の
白
書
の
特
徴
は
劃
題
「
世
界

の
中
の
日
本
女
性
」
が
示
す
詣
方
、
日
本
と
外
箇
の
女
性
の
現
状
事
調
査
比
較
し
て
い
る
こ
と

ぺ
こ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
女
性
は
晩
婚
、
少
子
。
平
等
感
が
低
く
、
従
っ
て
役
割
分
担
房
続
け
、

働
き
方
も
革
命
吋
公
的
活
動
へ
の
富
も
少
な
い
と
い
三
暴
露
か
び
あ
が
っ
ぺ
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文学・短期大宇への進学串
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子開

第 1085号

子女

第 1085号(車3積郵便物観可)安奇~ ./'、来斤陪宥国査を(9) 

43.0 

V
女
性
の
現
状
血

50(%) 

40.9 

(~)so 

貿斜出所 文締省 『学校基本調査J

立子の大字・短期大宇をあわせた進宇車は男子を上回って

いる (宜45，9妬，男40.9%)。 しかし宜子の尊攻分野は人文

革、社会話に聾中しているのが学制数

「
現
状
」
と
「
施
策
の
推
進
L

の
一

だ
。
白
書
を
取
り
ま
と
め
た
内
〈
女
性
と
家
族
〉

各

分

野

で

男

女

の

地

位

が

平

閣
総
理
大
臣
官
房
男
女
共
同
参
世
界
的
に
見
て
も
、
我
が
国
等
に
な
っ
て
い
る
か
ど
っ
か
に

画
室
・
室
長
の
坂
東
真
理
子
さ
の
女
性
は
晩
婚
(
初
婚
年
齢
は
つ
い
て
、
東
京
都
が
韓
国
、
フ
ィ

ん
は
「
男
女
共
同
参
画
推
山
進
本
妻
二
六
・
一
歳
、
夫
二
八
・
四
リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

部
等
が
発
足
し
、
そ
れ
を
メ
イ
歳
)
で
、
出
生
数
も
愚
低
グ
ル
l

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス

ン
に
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
プ
に
属
し
て
い
る
。
離
婚
率
〈
人
ウ
ェ

l
デ
ン
の
ニ
+
歳
以
上
の

九
五
年
に
は
北
京
で
第
四
回
世
早
人
当
り
)
は
一

・
喜
一
物
女
性
を
関
考
ど
の
国
で
も
学

界
女
性
会
蟻
が
開
催
さ
れ
る
と
(
幻
年
)
弁
誌
が
国
で
は
統
計
怒
教
育
の
場
で
は
平
等
感
が
高

と
も
あ
り
、
み
な
さ
ん
が
欲
レ
史
上
で
一
憲
も
多
く
な
っ
た
。

い
が
、
政
治
の
場
・
社
会
通
念

が
っ
て
い
る
情
報
を
提
供
す
ベ
家
庭
を
軍
視
す
る
男
性
は
十

・
習
慣
・
し
き
た
り
で
は
男
性

き
だ
と
思
い
、
難
し
い
凶
作
業
で
年
間
に
比
べ
る
と
増
え
ど
い
る
が
優
越
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て

41.3 

‘{弘6

38.S 
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較比際国率力働労の

三
八
・
一
物
、
デ
ン
マ
ー
ク
三

性

一一一・

O
%、
続
い
て
カ
ナ
ダ
と

ー

な
っ
て
い
る
。
我
が
国
を
見
る

と
衆
緩
院
十
四
人
(
三

・
七

物
)
、
参
蝿
剛
院
は
三
十
八
人
(
一

五
・
一
山
知
)
。
白
曾
に
は
.
か

れ
て
い
な
い
が
、
衆
蟻
院
の
比

串
は
世
界
首
五
土
ハ
カ
国
中
、
州
四

百
一
一
十
八
番
目
と
い
う
伝
さ
で
官
に
初
め
て
女
性
が
就
任
。
園

あ

る

。

の

審

機

会

等

の

女

性

蚕

宙

開

の

劃

政
治
へ
の
参
画
で
は
、
細
川
合
は
一
一

・
三
勿
(
白
標
一
五

" 

初
の
国
際
比
較
の
女
性
白
書

}7.Q 
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32.4 
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40.8 
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調
万
円
台
の
プ
ラ
シ
事
議
開
マ
容
す
f

全
国
婦
人
新
聞
社
は
、
九
月

に
北
京
で
開
か
れ
る
第
四
回
世

界
女
性
会
織
・
N
G
O
フ
enl

ラ
ム
に
、

J
T
B
海
外
旅
行
本

社
内
支
后
主
催
の
「
N
G
O
フ

ォ
ー
ラ
ム
唱
と
参
加
者
の
た
め

の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
の
企

画
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

H

参
一回

の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
。
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

乙
の
期
間
中
、
ホ
テ
ル
代
金

が
通
常
よ
り
高
い
の
が
参
加
者

の
悩
み
で
す
が
、
当
プ
ラ
ン
は

安
い
価
格
|
|
蝦
低
目
方
8
0

0
0円
(北
京
の
み
、

3
泊
4

日
)
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
寓
ん
だ

は
も
の
プ
ラ
ン
、
一
人
で
も
団

体
で
も
自
由
に
参
加
で
き
、
手

続
き
の
代
行
は
も
ち
ろ
ん
、
通

訳
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
へ
の
協

力
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

を
考
え
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

「N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
た

め
の
募
金
活
動
も
組
み
こ
歪
ま

し
た
。
自
信
を
も
っ
て
お
す
す

め
で
き
る
プ
ラ
ン
で
す
。

N
G
O
フ
対

l
一
フ
ム
は
、
あ

ち
か
じ
め
参
加
登
語
障
が
い
り
ま

す
。
登
録
な
し
で
一望
嘉
に
入

一
本
柱
で

例了

80 

10 

7・20を国民の祝日「海の日」の動き一一喜んでる場合じゃない fI

今年もよろしく

お願いいたします

芋リンヒーJ(，(株)
お客機相談室
03(5485)6222 

謹賀新年

KIRIN 

平
津
慢
略
戦
争
に
お
い
て
垂
直
の
た
計
画
を
お
き
に
中
止
す
る
b

め
に
考
案
さ
れ
た
「
従
軍
箆
安
周
」
岬
侵
略
軸
争
に
閉
す
号
法
的
厚
あ

制
度
す
な
わ
ち
旧
日
本
軍
に
よ
る
性

覆
行
な
き
日
本
の
由
連
安
き
保
障
理

奴
融
制
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
行
動
車
合
常
任
理
事
国
入
り
に
反
対
す

高
島
に
じ
、
豚
君
。
号
。
自
本
政
事
慰
安
婦
問
題
福

山
田
本
政
府
は
、
国
軍
に
よ
る
性
奴
伝
言
患
い
か
ぎ
り
、
常
任
理
事

輔
制
空
の
犠
牲
吾
一
人
一
人
へ
の
正
国
入
り
に
反
対
す
る
署
名
壇
舎
を
呼

誇
磁
界
、
個
人
へ
の
補
償
を
行
う
。
び
か
り
毒
。

山
田
本
政
府
は
、
性
奴
融
制
の
梅
牲

2
、
平
和
を
創
る

(
桔
・
義
地
・

P

妻
偉
む
碑
を
建
て
己
の
職
争
犯

K
D
)

揮
に
つ
い
写
右
い
世
代
に
歴
史
教
育
川
平
和
教
育
・
人
帽
教
育
を
徹
底

亭
徹
底
す
る
。
レ
、
す
べ
て
の
差
別
を
撤
寓
す
る
。

川
日
本
政
府
は
、
こ
の
闘
争
犯
聞
の
川
経
済
的
搾
取
や
、
新
植
民
地
士
宮
層

圏
任
者
者
選
に
よ
っ
て
裁
く
と
戸
可
に
反
対
す
る
。

山
日
本
政
府
は
、
国
連
人
岨
警
員
合
同
朝
鮮
単
島
の
非
核
化
・
平
相
続
一

小
雲
圃
告
、
国
棉
法
撞
委
員
全
辱
の
多
支
持
す
る
も

酎
告
主
ん
ず
る
己
と
。
同
日
本
政
川
I
A
E
A
の
木
平
等
性
を
改
め
、

府
は
、
常
股
仲
憲
判
所
の
仲
眠
に
す
べ
玄
援
の
豊
富
手
。

同
軍
し
、
制
融
宇
X
J
M
U
い
れ
る
己
弁
可
同
国
軍
聞
の
軍
事
同
盟
亭
姫
路
し
、

間
期
ア
ジ
ア
女
性
7
2
1
ラ
ム
時
ア
ジ
ア
か
民
采
軍
基
地
の
闘
植
を
も

「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
に
閉
す
る
自
と
め
る
。
務
地
ド
点
拍
車
9

る
犯
罪
・

本
の
買
任
に
回
開
笠
宮
4
耳
障
が
目
を
女
性
に
対
す
る
性
畢
力
手
極
匂

向
け
る
よ
う
に
、
国
陣
約
な
〆
デ
ィ
同
買
ア
ジ
ア
の
国
々
の
軍
事
大
国
化

ア
に
置
克
広
血
易
担
す
。

世
器
輸
出

・
閣
外
開
員
を
阻
止

問
日
本
以
外
の
国
拍
よ
ひ
患
の
政
し
、
軍
帽
審
議
力
に
重
し
、
ア
ジ

府
は
、
祖
曹
の
輿
態
を
聞
事
同
檀
ア
を
非
輯
・
非
民
謡
地
帯
と
す
る
。

牲
者
に
必
畏
な
心
理
的
、
身
体
的
、
川
時
聞
東
ア
ジ
ア
の
女
性
は
積
極
的

経
済
的
玄
雪
得
、
つ

E
』。

に
平
和
運
動
を
お
と
な
い
、
す
べ
て

川
日
本
政
府
は
、
補
償
の
代
わ
り
に
の
紛
争
#
話
し
合
い
で
解
槙
宵
持
畠

「
見
舞
い
金
」
を
毘
閣
か
ら
車
め
る
た
め
に
両
勧
す
る
。

同

30 

20 

[0 

lO 

40 
〈
就
嫌
〉

女
性
の
雇
用
者
は
一
貫
し
て

男
箆
を
よ
回
る
伸
び
率
に
な
っ

顔
に
「
寿
」

か
め
で
と
う
ご

甲・、

、一フ。

新鮮な野菜サラダ・ポテトサラダ・ツナ

サラダなどにたっぷりとおi史L、ください。

また‘サンドイ‘ノチや肉・魚料理などにも

幅広くお楽しみくださL、。

金宇品即日

、ろなお料理l
、(さのベターノ
、ろし
おし
し

キ
ュ
ー
ピ
ー
ハ
l
フ
は
、
サ
ラ
ダ
油
の
置
が
半
分
以
下
。
た
か
ら
、
力
口

リ

も

す

。
も
ち
ろ
ん
、
な
め
ら
か
な
お
い
し
さ
は
そ
の
ま
ま
の

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
タ
イ
プ
で
す
。
カ
ロ
リ
ー
が
気
に
な
る
人
か
b
、
お
い
し

さ
に
ニ
だ
わ
る
人
ま
で
、
幅
広
く
ご
静
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

と
書
い
て
、

、
ざ
い
ま
す
。

振
袖
を
お
て
、

・家
族
み
ん
ま
で
、
町
内
の
神
社
に

噛
rpι工町サ子u苛

位四唱霊""""

例t管 …

SUNTORYOLD 
WHISKY 

竺二ヨ

そ
の
立
H
が
小
さ
く
山
明
け
い
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

初
白
婦
で
を
し
た
少
失
の
一切
。
ボ
ン
ボ
ン
と
か
し
わ
で
を
打
っ
と
、

い
ま
で
も
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
び
、
あ
の
点
H
が
H
H
で
鳴
る
。

き
っ
と
、
い
い
年
、
ボ
ン
ボ
ン
。

O
L
D
-
E
S
N
E
W
。
制

年

中

ほ

サ

ン

ト

リ

ー

三

1
オ
ー
ル
ド
に

肱
別
別
の
hn
引
き
立
て
を
賜
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ヤ
ま
し
た
。

皆
同
怖
に
宇
多
き

一
年
と
ま
り
ま
ナ
よ
う
に
。

本

年

も

よ

り

一
mmの
ご
戸
悼
慨
を
h
p
願
い
山
叩

L
tげ
ま
す
。

S15:皆目
， 
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〈日曜日〉1995年 1月 1日

ぁ区三震5そ季子へ菌烹る首究主安お奪募点目
事完薬事長号。詰警で芝 q主義5L福己主究若
査 し提パ今 の、正、時のの涼ブえま近る正
に ん第rイ回 人日月世代輸食どル、しで『月

全幅i註5153113関長
話 とのたの てを白いせ変、つを洋的議』な
思パおブ い i畠本ろま多諸で楽風な でい

安帝 f、来斤恒明

今
回
、
と
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

一介
し
て
い
る
の
は
、
世
界
の
料

一
理
が
味
わ
え
る
お
重
で
す
。
こ

わ
一
れ
ま
で
連
載
さ
れ
た
料
理
の
中

炉
一
か
ち
何
晶
か
選
び
、
オ
l
ド
ブ

剛
一
ル
風
に
詰
め
て
み
た
も
の
で

輝
一
す
。
各
自
の
好
み
で
ほ
か
の
料

問
一
理
と
コ
l
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
で
も

ゆ
一
良
い
で
し
ょ
う
。
(
大
川
大
さ

一
じ
、
小
H
小
さ
じ
、
W
H
ホ
ウ

一
ル
、
P
H
パ
ウ
ダ
ー
)

一
〈
牛
肉
入
り
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
〉

一
【
材
料
】
牛
パ
ラ
角
切
り
肉

一
:
・
制

g
(塩
・
胡
搬
を
し
、

一
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
)
、
玉
ね
ぎ

一
帯
切
り
:
・
2
個
、
な
す
:
・
4
個、

=
一
三
ピ
ー
マ
ン
・
:
4個
、
セ
ロ
リ
・

5
一
キ
ュ
ウ
リ
各
2
本
、
ト
マ
ト

8
一
(
缶
詰
)
・
:
側
g
、
プ
ラ
ン

O
一
デ
!
:
大
2
、
オ
リ
ー
ブ
油
:
・

1
一
大
4
、
赤
ワ
イ
ン
:
・
凶
C
、
圏

第
一
形
ス
l
プ

:
i個
、
水

:
i
c、

料
理
出
現
率
ベ
ス
ト
叩
は
、
煮

し
め
、
黒
豆
、
数
の
子
、
一
浦
鮮
、

き
ん
と
ん
、
田
作
り
、
な
ま
す
、

卵
巻
き
、
酢
だ
乙
、
毘
布
巻
き
。

乙
れ
ち
の
料
理
は
、
豆
、
魚
介
、

野
菜
、
海
草
、
卵
、
肉
料
理
と

大
変
幅
広
く
、
多
く
が
保
存
性

の
高
い
料
理
法
に
な
っ
て
い
ま

す
。
保
存
効
果
ー
ー
と
い
え
ば

ス
パ
イ
ス
:
。
お
節
料
理
の
調

理
に
、
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
と
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
ブ
レ
ン
ド
ス
パ
イ
ス

を
み
る
と
、
そ
の
国
の
料
理
の

特
性
・
風
味
を
実
に
よ
く
表
わ

し
て
い
る
と
と
に
気
付
き
ま

す
。
日
本
の
七
味
唐
辛
子
、
イ

ン
ド
の
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
と
ガ

ラ
ム
マ
サ
ラ
、
中
国
の
五
番
・

五
番
粉
、
フ
ラ
ン
ス
の
キ
ャ
ト

ル
エ
ピ
ス
や
プ
1
ケ
ガ
ル
ニ
。

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:
・l
枚
、
オ
レ

ガ
ノ
W
:
・
小
始
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

p
:・
小
川
泊
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

I

P--
-
小
川
件
、
カ
イ
エ
ン
ペ
パ
l

:
3眠
り
、
パ
プ
ソ
カ
・
:
小
2
、

塩
:
・
適
宜
【
作
り
方
】
①
厚
手
の
鍋
に

オ
リ
ー
ブ
油
3
で
、
玉
ね
ぎ
を

茶
色
に
な
る
ま
で
妙
め
、
角
切

り
に
し
た
野
菜
、
ス
パ
イ
ス
(
除

く
カ
イ
エ
ン
、
パ
プ
リ
カ
)
を

加
え
て
妙
め
あ
わ
せ
る
。
②
フ

ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱

し
、
肉
を
き
つ
ね
色
に
焼
き
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
を
振
り
、
鍋
に
移

し
、
残
り
の
材
料
も
す
べ
て
加

え
て
焦
げ
な
い
よ
う
1
時
間
弱

火
で
煮
込
む
。
③
最
後
に
塩
、

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
1
で
味
を
調
え

る。
〈
磯
、
選
タ
コ
る

【
材
料
】
切
り
餅
、
ス
ラ
イ

中
南
米
の
チ
リ
パ
ウ
ダ
ー
、
そ

し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
タ
リ
ア

‘
ン
ハ

1
プ
ミ
ッ
ク
ス
(
地
中
海

別

ハ

1
ブ
)
な
ど
が
、
世
界
的
に

』
F

も
有
名
で
す
。

雪
辱
、
ま
ず
お
屠
蘇
員
五

番
』
が
便
っ
て
み
ま
す
。

お
屠
蘇
は
、
そ
も
そ
も
ス
パ

イ
ス
を
何
種
類
か
回
A
p
uた
屠

蘇
散
を
使
い
ま
す
か
、
そ
の
代

わ
り
に
、
五
番
を
お
酒
や
味
麟

に
入
れ
一
晩
抽
出
、
遜
色
の
な

い
風
味
で
す
。

筑
前
煮
に
は
、
煮
込
む
時
の

憶
し
味
に
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
や
カ

レ
l
パ
ウ
ダ
ー
を
、
ご
く
少
量
。

豆
料
理
に
は
、
心
盲
置
の
チ
リ
パ

ウ
ダ
ー
、
魚
の
西
京
焼
き
に
イ

ア
タ
リ
ア
ン
ハ

l
ブ
。
車
海
老

ス
チ
l
ズ
(
凶
に
切
る
)
、
薄

切
り
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
(
千
切

る
)
、
海
苔
各
適
宜
、
タ
コ
ス

ミ
1
ト
(
牛
挽
き
肉
:
・

m
g、

玉
ね
ぎ
微
塵
切
り
・
・
・
凶
個
分
、

固
形
ス
l
プ
・
:
拍
個
、
チ
リ
パ

ウ
ダ
ー
・
:
大
l
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

p
:・小川刊、

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
W

••• 

-
枚
、
オ
リ
ー
ブ
油
:
・
大
l
)

【
官
芳
】
①
フ
ラ
イ
パ
ン

に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
、
牛
挽

き
肉
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
妙
め
、

肉
が
ほ
ぐ
れ
た
ら
玉
ね
ぎ
を
加

え
て
更
に
妙
め
る
。
②
刻
ん
だ

固
形
ス
l
プ
、
チ
リ
パ
ウ
ダ
ー
、

ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
を
加
え

て
仕
上
げ
る
。
③
餅
を
焦
が
さ

な
い
よ
う
に
焼
き
、
海
苔
(
横

凶
の
大
き
さ
)
の
よ
に
伸
ば
し

気
味
に
粟
せ
、
ス
ラ
イ
ス
チ
ー

ズ
、
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、
タ
コ

ス
ミ
l
ト
を
具
に
し
て
、
海
苔

巻
き
の
い
守
つ
に
巻
く
。

〈
デ
ィ
ッ
プ
〉

【
材
也
ク
リ
ー
ム
チ
l
ズ

:
m
g、
ハ
ム
(
微
塵
切
り
)

:・
2
枚
、
玉
ね
ぎ
微
塵
切
り
:
・

大
つ
ヘ
白
ワ
イ
ン
・
レ
モ
ン
汁

は
、
ブ
l
ケ
ガ
ル
ニ
か
ヰ
ャ
ト
パ
イ
ス
慣
れ
を
し
て
い
ま
す

ル
エ
ピ
ス
な
ど
を
入
れ
て
入
り
し
、
迎
に
特
徴
彩
画
し
て
、
新

煮
す
る
と
、
奥
み
消
し
に
な
り
し
い
我
が
家
の
味
が
演
出
す
る

ま

す

。

の

も

楽

し

い

の

で

は

な

い

で

し

伝
統
的
な
お
節
料
理
に
、
プ
ょ
う
か
。

レ
ン
ド
ス
パ
イ
ス
を
理
ヌ
」
い

う
の
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
案
外
、
無
理

な
く
使
え
る
も
の
で
す
。
最
近

の
子
ど
も
た
ち
は
、
か
な
り
ス

照り焼きチキンロール

鮭のムース

イ
エ
ン
ペ
パ
!
:
各
小
l
、
タ

l
メ
リ
ッ
ク
・
:
小
地
、
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
W
!
大
l
、
ブ
ラ
ッ
ク

ペ
パ

l
・
:
小
弘
、
片
栗
粉
・
:
大

l
、
塩
・
:
小
拍

【
作
り
方
】
①
ボ
ウ
ル
に
材

料
を
す
べ
て
入
れ
、
よ
く
混
ぜ

る
。
②
肉
を
4
等
分
し
て
金
串

に
包
む
さ
つ
に
つ
け
、
焼
く
。

〈
照
り
焼
き
チ
キ
ン
ロ
l
H
U

【
材
組
購
も
も
肉
!
っ
A
枚、

③
(
合
挽
き
肉

m
g、
生
パ

ぶ
mg、
位
乳
大
2
、
セ
l

ジ
・
タ
イ
ム
各
小
川
叫
)
、
に
ん

じ
ん
・
い
ん
げ
ん
・
小
麦
粉
:
・

各
適
宜
、
パ
タ
l
・
サ
ラ
ダ
油

・
:
各
大
l
、
⑤
(
醤
油
大
4
、

砂
糖
大
2
、
酒
大
2
、
杢
大
3
)、

ホ
ワ
イ
ト
ベ
パ

l
・:小川刊

【
作
り
方
】
①
鶏
も
も
肉
は

厚
み
が
早
均
に
な
る
よ
う
切
り

開
き
、
塩
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ー

で
下
味
を
つ
け
、
⑤
を
よ
く
混

ぜ
、
肉
の
よ
に
平
色
に
の
ば
す
0

・
:
各
大
l
、
塩
・
:
少
々
、
ホ
l

②
棒
状
に
切
っ
た
に
ん
じ
ん
は

ス
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
:
・
小
l
、
ガ
い
ん
げ
ん
と
と
も
に
茄
で
、
肉

lυ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
・
ホ
ワ
イ
の
上
に
並
べ
端
か
ち
巻
き
、
タ

ト
ペ
パ

1
:・
各
小
凶
、
パ
セ
リ
コ
糸
で
縛
る
。
③
ア
ル
ミ
ホ
イ

p
・
:
大
凶
(
牛
乳
大
2
で
戻
す
)
ル
に
包
み
強
火
で
約
加
分
燕

【
作
的
元
】
①
ク
リ
ー
ム
チ
l

し
、
荒
熱
が
取
れ
た
ら
糸
を
は

ズ
、
ワ
イ
ン
、
レ
モ
ン
汁
を
ボ
ず
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
サ

ウ
ル
に
入
れ
、
替
口
か
な
ク
リ
ラ
ダ
油
と
バ
タ
ー
で
焼
き
つ

l
ム
状
に
す
る
。
②
ハ
ム
、
玉
け
、
⑤
の
鯛
味
料
を
合
わ
せ
、

ね
ぎ
、
パ
セ
リ
、
ス
パ
イ
ス
類
か
ろ
め
る
。

を
チ
l
ズ
に
加
え
よ
く
混
ぜ
〈
鮭
の
ム
ー
る

る

。

【

材

料

】

甘

塩

鮭

・

:
3切
れ
、

〈
エ
ビ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
風
味

⑤
H
(
野
L
個
、
卵
黄
l
個、

焼

き

〉

生

ク

リ

ー

ム

l
c、
ナ
ツ
メ
グ

【
材
也
無
頭
大
正
エ
ピ
・
:
小
始
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
l
小
凶
、

ロ
屠
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
p
・:小
l
、
タ
イ
ム

p
・オ
i
ル
ス
パ
イ
ス

パ
セ
リ
:
・
大
l
、
塩
・
ホ
ワ
イ
各
小
川
内
)
、
パ
タ
1
1・大
3
、

ト
ペ
パ

l
i各
小
川
河
、
卵
:
・
凶
小
麦
粉
・
:
大
2
、
牛
乳
:
・
l
凶

個
、
小
麦
粉
・
:
少
々

c、
ナ
ツ
メ
グ
:
・
小
始
、
マ
ス

【
作
り
方
】
①
エ
ピ
は
限
付
夕
l
ド
:
・
大
凶
、
卵
黄
:
・
l
個、

の
ま
ま
背
開
き
に
し
て
、
背
ワ
レ
モ
ン
汁
:
・
大
l
、
酢
・
:
小
l

タ
を
取
る
。
②
卵
と
小
麦
粉
を
【
作
り
方
】
①
鮭
は
皮
と
骨

混
ぜ
て
の
り
を
作
り
、
ガ
l
リ
を
取
り
5
仰
の
角
ぎ
り
に
し
、

ッ
ク
P
は
水
で
練
り
、
他
の
ス
フ
1
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
⑤
の

パ
イ
ス
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
③
材
料
を
入
れ
ト
ロ
ト
ロ
に
す

エ
ビ
の
背
に
、
の
り
が
経
一
っ
て
る
。
②
ホ
ッ
ト
ク
ッ
半
ン
グ
シ

か
ら
ガ
ー
リ
ッ
ク
入
り
の
具
を
!
ト
が
』
敷
い
た
バ
ウ
ン
ド
型
に

す
り
つ
け
る
。
④
鍋
に
油
を
熱
流
し
、
弱
火
で
m
iお
分
燕
す
。

し
、
強
火
で
焼
き
、
背
開
き
し
③
鍋
に
ナ
ツ
メ
グ
を
入
れ
て
ホ

た
部
分
も
焼
き
つ
け
る
。
⑤
香

ワ
イ
ト
ソ
l
ス
を
作
り
、
マ
ス

ば
し
い
香
り
が
た
っ
た
ら
、
塩
タ
!
ド
、
レ
モ
ン
汁
、
酢
、
を

を
軽
く
握
る
。
加
え
お
ろ
レ
際
に
卵
黄
を
加
え

〈
シ
シ
カ
パ
、
乙
て
仕
よ
ァ
、
ム
l
ス
に
か
け
る
。

【
材
料
叫
ラ
ム
挽
き
肉
i

(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家
庭

m
g、
玉
ね
ぎ
微
塵
切
り
:
・
凶
制
学
研
宮
町
/
文
・
武
政
三
男

個
、
生
羨
微
塵
切
り
i
m
g、
/
料
理
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

ク
ミ
ン
・
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
・
カ

世
界
の
料
理
を
お
重
に
詰
め
て

'95 

旧年中は大変お世話になりました。

お陰をもちまして、厳しし、情況の中でまずまずの成果を収めることができました。

今年は、新たな飛躍をめざ、して「すべ、ては市場から出発する」の基本理念に忠実にシンフいな発想、てや企業活動を押し進めてまし、ります二

良質な商品をお届けすることにより、暮らしlこしっかりと組み込まれる商品、し、わば暮らしの指定銘柄とし、われる商品を

もっともっと増やしたい、そしてより一層大きく育てたし¥と思っておりますL

皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます二

いつも暮らしの中に

(10) 
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〈日曜日〉1995年 1月 1日
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安帝 f、来斤恒明

今
回
、
と
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹

一介
し
て
い
る
の
は
、
世
界
の
料

一
理
が
味
わ
え
る
お
重
で
す
。
こ

わ
一
れ
ま
で
連
載
さ
れ
た
料
理
の
中

炉
一
か
ち
何
晶
か
選
び
、
オ
l
ド
ブ

剛
一
ル
風
に
詰
め
て
み
た
も
の
で

輝
一
す
。
各
自
の
好
み
で
ほ
か
の
料

問
一
理
と
コ
l
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
で
も

ゆ
一
良
い
で
し
ょ
う
。
(
大
川
大
さ

一
じ
、
小
H
小
さ
じ
、
W
H
ホ
ウ

一
ル
、
P
H
パ
ウ
ダ
ー
)

一
〈
牛
肉
入
り
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
〉

一
【
材
料
】
牛
パ
ラ
角
切
り
肉

一
:
・
制

g
(塩
・
胡
搬
を
し
、

一
小
麦
粉
を
ま
ぶ
す
)
、
玉
ね
ぎ

一
帯
切
り
:
・
2
個
、
な
す
:
・
4
個、

=
一
三
ピ
ー
マ
ン
・
:
4個
、
セ
ロ
リ
・

5
一
キ
ュ
ウ
リ
各
2
本
、
ト
マ
ト

8
一
(
缶
詰
)
・
:
側
g
、
プ
ラ
ン

O
一
デ
!
:
大
2
、
オ
リ
ー
ブ
油
:
・

1
一
大
4
、
赤
ワ
イ
ン
:
・
凶
C
、
圏

第
一
形
ス
l
プ

:
i個
、
水

:
i
c、

料
理
出
現
率
ベ
ス
ト
叩
は
、
煮

し
め
、
黒
豆
、
数
の
子
、
一
浦
鮮
、

き
ん
と
ん
、
田
作
り
、
な
ま
す
、

卵
巻
き
、
酢
だ
乙
、
毘
布
巻
き
。

乙
れ
ち
の
料
理
は
、
豆
、
魚
介
、

野
菜
、
海
草
、
卵
、
肉
料
理
と

大
変
幅
広
く
、
多
く
が
保
存
性

の
高
い
料
理
法
に
な
っ
て
い
ま

す
。
保
存
効
果
ー
ー
と
い
え
ば

ス
パ
イ
ス
:
。
お
節
料
理
の
調

理
に
、
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
と
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

世
界
の
ブ
レ
ン
ド
ス
パ
イ
ス

を
み
る
と
、
そ
の
国
の
料
理
の

特
性
・
風
味
を
実
に
よ
く
表
わ

し
て
い
る
と
と
に
気
付
き
ま

す
。
日
本
の
七
味
唐
辛
子
、
イ

ン
ド
の
カ
レ
l
パ
ウ
ダ
ー
と
ガ

ラ
ム
マ
サ
ラ
、
中
国
の
五
番
・

五
番
粉
、
フ
ラ
ン
ス
の
キ
ャ
ト

ル
エ
ピ
ス
や
プ
1
ケ
ガ
ル
ニ
。

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:
・l
枚
、
オ
レ

ガ
ノ
W
:
・
小
始
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

p
:・
小
川
泊
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

I

P--
-
小
川
件
、
カ
イ
エ
ン
ペ
パ
l

:
3眠
り
、
パ
プ
ソ
カ
・
:
小
2
、

塩
:
・
適
宜
【
作
り
方
】
①
厚
手
の
鍋
に

オ
リ
ー
ブ
油
3
で
、
玉
ね
ぎ
を

茶
色
に
な
る
ま
で
妙
め
、
角
切

り
に
し
た
野
菜
、
ス
パ
イ
ス
(
除

く
カ
イ
エ
ン
、
パ
プ
リ
カ
)
を

加
え
て
妙
め
あ
わ
せ
る
。
②
フ

ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱

し
、
肉
を
き
つ
ね
色
に
焼
き
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
を
振
り
、
鍋
に
移

し
、
残
り
の
材
料
も
す
べ
て
加

え
て
焦
げ
な
い
よ
う
1
時
間
弱

火
で
煮
込
む
。
③
最
後
に
塩
、

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
1
で
味
を
調
え

る。
〈
磯
、
選
タ
コ
る

【
材
料
】
切
り
餅
、
ス
ラ
イ

中
南
米
の
チ
リ
パ
ウ
ダ
ー
、
そ

し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
タ
リ
ア

‘
ン
ハ

1
プ
ミ
ッ
ク
ス
(
地
中
海

別

ハ

1
ブ
)
な
ど
が
、
世
界
的
に

』
F

も
有
名
で
す
。

雪
辱
、
ま
ず
お
屠
蘇
員
五

番
』
が
便
っ
て
み
ま
す
。

お
屠
蘇
は
、
そ
も
そ
も
ス
パ

イ
ス
を
何
種
類
か
回
A
p
uた
屠

蘇
散
を
使
い
ま
す
か
、
そ
の
代

わ
り
に
、
五
番
を
お
酒
や
味
麟

に
入
れ
一
晩
抽
出
、
遜
色
の
な

い
風
味
で
す
。

筑
前
煮
に
は
、
煮
込
む
時
の

憶
し
味
に
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
や
カ

レ
l
パ
ウ
ダ
ー
を
、
ご
く
少
量
。

豆
料
理
に
は
、
心
盲
置
の
チ
リ
パ

ウ
ダ
ー
、
魚
の
西
京
焼
き
に
イ

ア
タ
リ
ア
ン
ハ

l
ブ
。
車
海
老

ス
チ
l
ズ
(
凶
に
切
る
)
、
薄

切
り
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
(
千
切

る
)
、
海
苔
各
適
宜
、
タ
コ
ス

ミ
1
ト
(
牛
挽
き
肉
:
・

m
g、

玉
ね
ぎ
微
塵
切
り
・
・
・
凶
個
分
、

固
形
ス
l
プ
・
:
拍
個
、
チ
リ
パ

ウ
ダ
ー
・
:
大
l
、
ガ
ー
リ
ッ
ク

p
:・小川刊、

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
W

••• 

-
枚
、
オ
リ
ー
ブ
油
:
・
大
l
)

【
官
芳
】
①
フ
ラ
イ
パ
ン

に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
、
牛
挽

き
肉
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
妙
め
、

肉
が
ほ
ぐ
れ
た
ら
玉
ね
ぎ
を
加

え
て
更
に
妙
め
る
。
②
刻
ん
だ

固
形
ス
l
プ
、
チ
リ
パ
ウ
ダ
ー
、

ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
を
加
え

て
仕
上
げ
る
。
③
餅
を
焦
が
さ

な
い
よ
う
に
焼
き
、
海
苔
(
横

凶
の
大
き
さ
)
の
よ
に
伸
ば
し

気
味
に
粟
せ
、
ス
ラ
イ
ス
チ
ー

ズ
、
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、
タ
コ

ス
ミ
l
ト
を
具
に
し
て
、
海
苔

巻
き
の
い
守
つ
に
巻
く
。

〈
デ
ィ
ッ
プ
〉

【
材
也
ク
リ
ー
ム
チ
l
ズ

:
m
g、
ハ
ム
(
微
塵
切
り
)

:・
2
枚
、
玉
ね
ぎ
微
塵
切
り
:
・

大
つ
ヘ
白
ワ
イ
ン
・
レ
モ
ン
汁

は
、
ブ
l
ケ
ガ
ル
ニ
か
ヰ
ャ
ト
パ
イ
ス
慣
れ
を
し
て
い
ま
す

ル
エ
ピ
ス
な
ど
を
入
れ
て
入
り
し
、
迎
に
特
徴
彩
画
し
て
、
新

煮
す
る
と
、
奥
み
消
し
に
な
り
し
い
我
が
家
の
味
が
演
出
す
る

ま

す

。

の

も

楽

し

い

の

で

は

な

い

で

し

伝
統
的
な
お
節
料
理
に
、
プ
ょ
う
か
。

レ
ン
ド
ス
パ
イ
ス
を
理
ヌ
」
い

う
の
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
い
う

気
も
し
ま
す
が
、
案
外
、
無
理

な
く
使
え
る
も
の
で
す
。
最
近

の
子
ど
も
た
ち
は
、
か
な
り
ス

照り焼きチキンロール

鮭のムース

イ
エ
ン
ペ
パ
!
:
各
小
l
、
タ

l
メ
リ
ッ
ク
・
:
小
地
、
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
W
!
大
l
、
ブ
ラ
ッ
ク

ペ
パ

l
・
:
小
弘
、
片
栗
粉
・
:
大

l
、
塩
・
:
小
拍

【
作
り
方
】
①
ボ
ウ
ル
に
材

料
を
す
べ
て
入
れ
、
よ
く
混
ぜ

る
。
②
肉
を
4
等
分
し
て
金
串

に
包
む
さ
つ
に
つ
け
、
焼
く
。

〈
照
り
焼
き
チ
キ
ン
ロ
l
H
U

【
材
組
購
も
も
肉
!
っ
A
枚、

③
(
合
挽
き
肉

m
g、
生
パ

ぶ
mg、
位
乳
大
2
、
セ
l

ジ
・
タ
イ
ム
各
小
川
叫
)
、
に
ん

じ
ん
・
い
ん
げ
ん
・
小
麦
粉
:
・

各
適
宜
、
パ
タ
l
・
サ
ラ
ダ
油

・
:
各
大
l
、
⑤
(
醤
油
大
4
、

砂
糖
大
2
、
酒
大
2
、
杢
大
3
)、

ホ
ワ
イ
ト
ベ
パ

l
・:小川刊

【
作
り
方
】
①
鶏
も
も
肉
は

厚
み
が
早
均
に
な
る
よ
う
切
り

開
き
、
塩
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ー

で
下
味
を
つ
け
、
⑤
を
よ
く
混

ぜ
、
肉
の
よ
に
平
色
に
の
ば
す
0

・
:
各
大
l
、
塩
・
:
少
々
、
ホ
l

②
棒
状
に
切
っ
た
に
ん
じ
ん
は

ス
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
:
・
小
l
、
ガ
い
ん
げ
ん
と
と
も
に
茄
で
、
肉

lυ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
・
ホ
ワ
イ
の
上
に
並
べ
端
か
ち
巻
き
、
タ

ト
ペ
パ

1
:・
各
小
凶
、
パ
セ
リ
コ
糸
で
縛
る
。
③
ア
ル
ミ
ホ
イ

p
・
:
大
凶
(
牛
乳
大
2
で
戻
す
)
ル
に
包
み
強
火
で
約
加
分
燕

【
作
的
元
】
①
ク
リ
ー
ム
チ
l

し
、
荒
熱
が
取
れ
た
ら
糸
を
は

ズ
、
ワ
イ
ン
、
レ
モ
ン
汁
を
ボ
ず
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
サ

ウ
ル
に
入
れ
、
替
口
か
な
ク
リ
ラ
ダ
油
と
バ
タ
ー
で
焼
き
つ

l
ム
状
に
す
る
。
②
ハ
ム
、
玉
け
、
⑤
の
鯛
味
料
を
合
わ
せ
、

ね
ぎ
、
パ
セ
リ
、
ス
パ
イ
ス
類
か
ろ
め
る
。

を
チ
l
ズ
に
加
え
よ
く
混
ぜ
〈
鮭
の
ム
ー
る

る

。

【

材

料

】

甘

塩

鮭

・

:
3切
れ
、

〈
エ
ビ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
風
味

⑤
H
(
野
L
個
、
卵
黄
l
個、

焼

き

〉

生

ク

リ

ー

ム

l
c、
ナ
ツ
メ
グ

【
材
也
無
頭
大
正
エ
ピ
・
:
小
始
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
l
小
凶
、

ロ
屠
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
p
・:小
l
、
タ
イ
ム

p
・オ
i
ル
ス
パ
イ
ス

パ
セ
リ
:
・
大
l
、
塩
・
ホ
ワ
イ
各
小
川
内
)
、
パ
タ
1
1・大
3
、

ト
ペ
パ

l
i各
小
川
河
、
卵
:
・
凶
小
麦
粉
・
:
大
2
、
牛
乳
:
・
l
凶

個
、
小
麦
粉
・
:
少
々

c、
ナ
ツ
メ
グ
:
・
小
始
、
マ
ス

【
作
り
方
】
①
エ
ピ
は
限
付
夕
l
ド
:
・
大
凶
、
卵
黄
:
・
l
個、

の
ま
ま
背
開
き
に
し
て
、
背
ワ
レ
モ
ン
汁
:
・
大
l
、
酢
・
:
小
l

タ
を
取
る
。
②
卵
と
小
麦
粉
を
【
作
り
方
】
①
鮭
は
皮
と
骨

混
ぜ
て
の
り
を
作
り
、
ガ
l
リ
を
取
り
5
仰
の
角
ぎ
り
に
し
、

ッ
ク
P
は
水
で
練
り
、
他
の
ス
フ
1
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
⑤
の

パ
イ
ス
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
③
材
料
を
入
れ
ト
ロ
ト
ロ
に
す

エ
ビ
の
背
に
、
の
り
が
経
一
っ
て
る
。
②
ホ
ッ
ト
ク
ッ
半
ン
グ
シ

か
ら
ガ
ー
リ
ッ
ク
入
り
の
具
を
!
ト
が
』
敷
い
た
バ
ウ
ン
ド
型
に

す
り
つ
け
る
。
④
鍋
に
油
を
熱
流
し
、
弱
火
で
m
iお
分
燕
す
。

し
、
強
火
で
焼
き
、
背
開
き
し
③
鍋
に
ナ
ツ
メ
グ
を
入
れ
て
ホ

た
部
分
も
焼
き
つ
け
る
。
⑤
香

ワ
イ
ト
ソ
l
ス
を
作
り
、
マ
ス

ば
し
い
香
り
が
た
っ
た
ら
、
塩
タ
!
ド
、
レ
モ
ン
汁
、
酢
、
を

を
軽
く
握
る
。
加
え
お
ろ
レ
際
に
卵
黄
を
加
え

〈
シ
シ
カ
パ
、
乙
て
仕
よ
ァ
、
ム
l
ス
に
か
け
る
。

【
材
料
叫
ラ
ム
挽
き
肉
i

(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家
庭

m
g、
玉
ね
ぎ
微
塵
切
り
:
・
凶
制
学
研
宮
町
/
文
・
武
政
三
男

個
、
生
羨
微
塵
切
り
i
m
g、
/
料
理
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

ク
ミ
ン
・
ガ
ラ
ム
マ
サ
ラ
・
カ

世
界
の
料
理
を
お
重
に
詰
め
て

'95 

旧年中は大変お世話になりました。

お陰をもちまして、厳しし、情況の中でまずまずの成果を収めることができました。

今年は、新たな飛躍をめざ、して「すべ、ては市場から出発する」の基本理念に忠実にシンフいな発想、てや企業活動を押し進めてまし、ります二

良質な商品をお届けすることにより、暮らしlこしっかりと組み込まれる商品、し、わば暮らしの指定銘柄とし、われる商品を

もっともっと増やしたい、そしてより一層大きく育てたし¥と思っておりますL

皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます二

いつも暮らしの中に


